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　小さい奴やな、というのが第一印象だった。


　小さいが、生命力にあふれている。


　自然を題材にしたドキュメンタリー番組でよく聞くようなありふれたフレーズが、何の違和感もなく頭に浮かんだ。


　二年経った今も、その印象は変わらない。


　仲本洋介は、前を歩いている藤崎大地のつむじを見つめた。


　洋介は百八十三センチ。対して藤崎は百六十センチ足らず。二十センチ以上も身長差があると、見えるのはつむじばかりである。


　相変わらず跳ねるみたいな歩き方やな、と洋介は思う。軽やかな足取りにあわせて、少しくせのある髪も跳ねる。得てして気だるげな雰囲気が漂う午後のキャンパスで、彼の存在は特異だ。


「社会調査論が休講なんて珍しいなあ」


　うきうきとした口調で言われて、そうやな、と洋介は答えた。


　つむじがくるりと後ろを向く。すると、黒目がちの大きな双眸が洋介の前に現れた。女の子も顔負けの長い睫を従えたその目は、屈託なく洋介を見つめてくる。


「落合先生、風邪らしいで。冬に風邪ひかんとぽかぽかになった今頃ひくやなんて、あれやなあ、ほら、あれ。鬼のナントカ」


「カクラン」


　洋介が言ってやると、藤崎は嬉しそうに、にこっと笑った。切れ長の細い目と隆い鼻筋、という鋭角的な顔の洋介とは正反対の丸い顔立ちに、その笑顔はよく似合う。


「そう、それそれ。鬼のカクラン」


　そしてまたくるりと前方を向く。


　左巻きのつむじが、再び洋介の前に現れる。


「なあ、仲本。せっかく時間空いたし、ええ天気やし、花見でもしに行かへんか？」


　肩越しにそう言われて、洋介は眉を寄せた。


「いくら何でも、もう花見はでけんやろ」


　四月半ばともなれば、大阪の郊外であるこの辺りの桜は、もうとっくに散っている。


　すると、藤崎はまたくるりと振り向いた。


　くるり。


　こいつが振り向くときは、ほんまにそういう感じがするなあ。


「仲本、見たことなかったっけ？　俺ん家の近くに土手あるやん。あそこに一本だけある桜、毎年咲くの遅いみたいでな。今満開なんや。すっごいきれいやで」


　言いながら、パッと両手を広げる。言葉で表現するのがあまり得意ではないらしい藤崎の動作は大きい。伝えたいことがあると、体全体で表現しようとする。


　何となく微笑ましい気分になりながら、サーモンピンクのシャツが妙に似合っている藤崎に、洋介は苦笑してみせた。


「男二人で花見っちゅうのも、情けないことないか？」


　そおか？　と首を傾げた藤崎は、きょろきょろと辺りを見回した。噴水の前にあるベンチに並んで腰かけている二人の男子学生に目をとめる。


「それやったら、麻生と岡田も誘おか。あそこにいてるし、暇そうやし」


「それは」


　やめといた方が、と言いかけたときにはもう、藤崎は走り出していた。


　普通は女の子を誘うもんやけど。


　……まあ、別にええか。


　女の子より、あの二人の方が気楽は気楽や。


　ベンチに座っていた二人は、おーいと手を振る藤崎に、すぐ気が付いたようだ。二重の目が印象的な岡田智里が、オマエ相変わらず元気やなあ、と笑っている。その岡田の隣に腰かけた麻生直孝は、端整な顔つきを優しげに緩め、藤崎ではなく岡田を見守っている。


　この二人が恋愛関係にあるらしいことに、洋介は二ヵ月ほど前から気付いている。一方の藤崎は全く気付いていないようだ。


　藤崎が鈍いんか、俺が鋭すぎるんか……。


「でな、ごっついきれいやねん。絶対見といて損はないって！」


　やはり両手を広げて力説する藤崎に、岡田が笑う。


「けど、こないだ皆で花見したやんか。まだ足らんのか？」


「あんなん花見とちゃう。宴会やんか。酒飲んでばっかりで、誰も花なんか見てへんかったやろ」


　唇を尖らせる藤崎に、麻生が真顔で言う。


「おまえに花を愛でるシュミがあるとは驚きやな、藤崎」


「あ、バカにしたな、麻生！　仲本、何とか言うてや！」


　洋介が背後に立ったタイミングを見透かしたように、藤崎が振り向く。


　この二年間、いつもそうだ。


　背中に目がついているかのように、藤崎は実にタイミング良く振り向く。


　藤崎が鋭いんか、俺がこいつのタイミングに合わせてるだけなんか……。


「まあまあ、そないにカッカするな。藤崎、おまえこないだの花見んとき、花そっちのけでへべれけになっとったやろ。麻生はそのことを言うてるんや」


　洋介が諭すように言ってやると、藤崎はぷう、と頬をふくらませた。


「せやかて宴会やったら飲まな損やんか。皆がちゃんと花見するんやったら、俺かって飲んだりせんかったもん」


　わかったわかった、と微笑んだのは岡田だった。洋介はちらりとその憂いのある顔立ちを見る。岡田はこの頃、とみに表情が柔らかくなってきた。


　麻生とうまいこといってる証拠やな。


「そしたら、コンビニかどっかで団子と茶でも買うて、フツーの花見しようや」


　岡田の言葉に、藤崎はふくれっ面をすぐさま消し去ったかと思うと、真剣な表情で眉を寄せた。


「コンビニィ？　どうせやったらちゃんとした和菓子食いたいなあ。なあ仲本、おまえがこないだうちに来たとき持ってきてくれた豆大福売ってるとこ、何ていう店やったっけ？」


　洋介は間を置かずに答える。


「恵寿庵」


「それそれ。そこの団子にしよう。あの大福、姉ちゃんと祖母ちゃんが美味しい美味しい言うて全部食うてしもて、俺、食われへんかったんや」


「豆大福はともかく、花見団子はもうないかもしれんで。ああいうもんは季節限定やから」


「そしたら普通の三色団子で我慢する」


　藤崎はなぜか自慢するように言った。既に立ち上がっていた岡田が、クスクスと笑う。


「結局、花より団子か」


　うっと言葉につまった藤崎は、また頬をふくらませた。


「違う。花も団子もや」


「そらええな」


　頷いた麻生も、ゆっくりと立ち上がる。一見無表情で近寄り難い雰囲気があるが、実はもの静かで穏やかな男なのだ。


「そしたら行こか」


　洋介が促すと、藤崎は、うん、と元気よく頷いた。今にもワーイ、と声をあげそうである。


　こいつ、何でいっつもこんなに楽しそうなんやろう。


　悩み、ないんかな。


　洋介は、前を行く藤崎を、いや、藤崎のつむじを見つめた。春の暖かな日差しを受けた黒い髪がキラキラと輝いている。


　髪まで笑てるみたいや……。


　チク、と胸が痛んだ。


　三年に進級してから、洋介はこの痛みにしばしば襲われるようになった。


　毎日の生活が平穏であれば平穏であるほど、楽しければ楽しいほど、痛みは強くなる。そして、ときにはどうしようもない寂寥感に襲われる。


　これから先の大学生活は、これ以上ないぐらいにはっきりと区切られている。半年ほど経てば就職活動が本格化し、それから一年半経てば卒業する。こんな時間は、そう長くは続かない。


　どうやら、そうした当たり前のタイムリミットが胸の痛みの原因であるらしい。


　この穏やかな時間が、いつまでも続いてほしい。藤崎の後ろをゆっくりと歩く時間を終わらせたくない。


　最近の洋介は、心のどこかでいつもそう願っている。


　決して叶わない願いだと知りながら。












　藤崎と初めて顔を合わせたのは、入学式のときだ。


　洋介たちが通っている私立大学は、学部ごとに校舎があちこちに点在している。そのため、入学式は本学舎がある市のホールを借り切って行われる。


　このホール、前の七列には段差がない。平坦な床に椅子がズラリと並んでいるだけである。よって、前の席に背の高い人物が座ると、後ろの席に座った者は前が全く見えなくなる。


　六列目に座った洋介は、特に段差のことなど気にしなかった。一番前の席なら多少は後ろに座る者のことを考えたかもしれないが、六列目の、しかも通路に面した端の席だったので、自分の長身が迷惑になるとは思わなかったのだ。


　ところが。


　学長が式辞を述べている間も、コーラス部が学歌を披露しているときも、背後でゴソゴソと落ち着きのない音がする。


　最初は気にとめていなかったのだが、式典が終わりに近付いてもまだゴソゴソと音がするので、不審に思って振り向いた。


　そこには、席から通路の方へ身を乗り出し、思い切り首を伸ばしている藤崎がいた。


　小さい奴やな。


　それが第一印象だった。


　おろしたてらしい淡いグレーのスーツと若草色のネクタイが、彼を、社会人の仮装をした中学生のように見せている。


　突然振り向いた洋介に一瞬、驚いたように目を見開いた後、藤崎は照れたように笑った。


　ごめん、俺、小さいから全然前見えへんねん。うるさかったか？


　ピンと張り詰めた絹糸のような高めの声には、揶揄も苛立ちも感じられなかった。


　いや、俺の方こそ気ぃ付かんかってごめん。


　洋介はできるだけ背を屈めた。けれどその頃にはもう、式は終わりに近付いていた。しかも、背を屈めても尚、洋介の方が藤崎より大きいのである。


　俺がイヤミしてるて思われてるかも……。


　ド出発から妙なことになったな、と考えているうちに式典は終わった。何となく屈めた背を戻すに戻せずにいると、トントン、と肩をたたかれた。


　もうええよ、ごめん、しんどいやろ。


　屈託のない声に振り向くと、藤崎はにこっと笑った。


　わあ、何ちゅう大きい目ぇや、と洋介は思った。藤崎はその大きな目をまっすぐに洋介に向けてくる。


　背ぇ高いなあ。何センチ？


　百八十三。


　へええ、俺なんか百六十ないんやで。何食べたらそんなにでかくなるんや？


　腹を立てたり、羨んだりしている口調ではなかった。純粋に、何を食べたら洋介のように背が高い男ができあがるのかを知りたいだけらしい。


　ヘンな奴、と思いながらも、笑みが浮かんできた。


　ヘンな奴。けど、面白い。


　おまえ、名前は？


　先に聞いたのは洋介の方だ。今まで自分から積極的に友人を作ったことがなかった洋介にとって、それは非常に珍しいことだった。


　その小さな男は、にこっと笑って言った。


　藤崎大地。


　ぴったりやな、と思った。体は小さいけれど、ニコニコと屈託のない笑みを浮かべている藤崎は、大地の広さと豊かさを感じさせる。


　俺は仲本洋介。背が高いんは遺伝や。うちは親父もオカンもこんなんやねん。


　その自己紹介に、へええ、と感心した藤崎は、明るい口調で言った。


　そしたらうちと同じやなあ。うち、祖母ちゃんも親父も兄ちゃんも姉ちゃんも、皆こんなんやねん。












「こらまあわざわざ、よう来ておくれやしたなあ」


　そう言って出迎えてくれた老女は小さかった。藤崎より更に一回り小さい。着物に割烹着という服装のせいか、何となく昔のカラクリ人形を想像させる。


「初めて見さしてもらうお顔がありますなあ。ああ、あんさんは、仲本さんどしたなあ」


　山を仰ぐようにして見上げられて、洋介はコンニチハ、と頭を下げた。彼女の手作りの煮物には、藤崎を通じて何度か世話になっている。


「いっつも美味しい煮物いただいて、すんません」


　老女はニコニコと笑う。


「いィええ、礼を言われるほどのもんやおへん。若い人のお口に合うかどうかもわからんと、年寄りの勝手で作らしてもうてますんえ。こっちこそ、こないだはおいしい大福をごちそうさんでした。仲本さん、また背ぇ伸びはりましたか？」


「いや、もう伸びてはいてへんのですけど」


「そおどすか？　大きいなりはって、けっこうなことどすなあ。いやあ、そっちの方もまた大きい人どすな」


　視線を向けられて、麻生は会釈した。


「麻生です」


「麻生さん。へえ。こらまた大きい」


　麻生の隣に立っていた岡田も会釈する。


「岡田です。こんにちは」


「岡田さんどすか。こらまた立派な男衆ばっかりで。どうぞ皆さん、大地と仲良うしてやってください」


　わずかな京訛りが耳に柔らかい。表情も明るく、屈託がない。周囲まで明るい気持ちにさせる雰囲気が、藤崎と似ている。


　藤崎は普段からよく家族のことを話す。その話から、この人が藤崎を育てたんやろな、と洋介は推測している。


　藤崎の母親は既に他界しているそうだ。仲良くなってしばらくして、藤崎本人から聞いた。


　俺が中学生のときにな、病気で死んだんや。


　そう言った口調までが明るかった。


「何や祖母ちゃん、出てこんでええて言うたのに」


　ゴザを脇に抱えた藤崎が、奥から出てくる。


「何を言うてるの、あんたのお友達やろ。きちんと挨拶しとかな祖母ちゃんの気が済まへん」


「お友達いうトシかいな……」


　ごめんな、と洋介たちに小さく笑ってみせると、藤崎は素早くスニーカーを履いた。


　まるで小学校へ登校する児童よろしく、いってらっしゃい、と見送られ、四人そろってぞろぞろと土手へ向かう。


　古い民家がひしめくように建ち並ぶ通りを行く。やがて民家がとぎれ、緑色の土手が見えてきた。空は青く、雲ひとつない。風は程よい湿気を含んでいて、頬に心地好い。前を歩く藤崎のつむじが軽やかに揺れている。


　洋介はふいにまた、胸がチクリと痛むのを感じた。


　ヘンやな、と思う。


　洋介は、小、中、高校のいずれの卒業式のときも、悲しいとか寂しいとか思ったことはない。オイオイと男泣きに泣くクラスメイトを、アホちゃうか、と冷めた目で見るのが常だった。


　古い環境にすがって泣いてる暇があるんやったら、新しい環境に慣れる努力をする方が建設的や。


　そう思ってきたし、実際、そうしてきた。


　それがどうだ。


　同級生と青い草の匂いに満ちた土手を歩く。前には見慣れたつむじがある。


　こんな何でもない風景に、胸が痛む。


「俺、田舎の祖母ちゃん思い出したな」


　麻生と肩を並べながら、岡田が言う。その手には団子の入ったビニール袋が握られている。


「俺もや。カワイイ祖母ちゃんやったな」


　そう言った麻生の手には、緑茶のペットボトルが入ったビニール袋が下げられている。


　二人のやりとりを聞いていたらしく、洋介の前を行くつむじが嬉しそうに跳ねた。


「おおきに、麻生。伝えとくわ。祖母ちゃんめちゃめちゃ喜ぶで」


　いつもの癖で、一番後ろ、つまり藤崎の後ろを歩いていた洋介は、くるりとつむじが振り返るのを見た。満面の笑顔が見上げてくる。


「ちゃんと花見団子あって良かったな。今月いっぱい作ってるやなんて、気ぃきくよな」


「そやな」


　洋介も笑ってみせた。そしてふと、自分だけが手ぶらでいることに気付く。


「藤崎、それ持つわ」


　ゴザに手を伸ばすと、藤崎は瞬きした。


「ええよ。もうちょっとやし」


「けど俺だけ何も持ってへんし、ていうかおまえ、前向いて歩け。転ぶぞ」


　洋介たちが歩いているのは土の道である。しかも、小石があちこちに転がっている。


「転ぶわけないやろ。俺、背中に目ぇついてるもん」


　さらりと言われて、洋介はぎょっとした。それが表情に出てしまったらしく、藤崎は声をあげて笑い出す。


「何ちゅうカオしてんのや！　まさか信じたんか？　オバケやあるまいし、背中に目ぇなんかあるわけないやろ」


　洋介は顔が熱くなるのを感じた。


　本当に背中に目があると思ったわけではない。ただ、ここに来るまでに考えていたことと同じことを言われたから驚いただけだ。


「アホ、誰が信じるか。ほら、転ぶて言うてるやろ。貸せ」


「照れてる照れてる！　仲本もカワイイとこあるなあ。岡田、麻生！　今仲本がなあ！」


　藤崎はくるりと踵を返すと、前を行く二人に向かって駆け出した。


　え、何？　と振り返る岡田。


　当然のように岡田の側に立っている麻生。


　そんな二人に、身振り手振りで説明する藤崎。大きな双眸で洋介を振り返り、肩をゆすって笑う。


　数メートル先のその風景を、洋介は古いフィルムでも眺めるように見つめた。


　また、チク、と胸が痛む。


　失われていく、と思った。


　少しずつ、けれど確実に。












　土手の桜は、藤崎が言った通り満開だった。平日の昼間とあって人通りは少ない。おかげで、洋介たちは悠々と花見を楽しむことができた。


「桜はキレーやし、団子は美味かったし、あったかいし、何や眠たなってきたなあ」


　洋介の隣で、藤崎は大きな欠伸をする。


「あかん、ほんまに眠たい……」


　胡座をかいてもやはり、藤崎の頭は下の方にある。洋介はそのつむじを見下ろしながら言った。


「眠かったら寝たらええ。おまえん家わかってるから、おぶって帰ったるぞ」


「えー、そんなんカッコ悪いやん」


「今更何がカッコ悪いねん。こないだの花見んとき、おぶったんも俺や」


「えー、そうやったん？　全然覚えてへんわ。ありがと、仲本」


「礼はええから、もう記憶なくすまで飲みなや」


「そんな人を大酒飲みみたいに言うな。ビールをちょこっと飲んだだけや」


　言いつつ、藤崎はごしごしと目をこする。かっくん、と首が揺れるのを見かねて、洋介はそっと藤崎の腕を引いた。小さな頭は、呆気なく洋介の腕にもたれかかる。


「仲本、そうしてるとお父さんみたいやなあ」


　足を投げ出して座っていた岡田が、クスクスと笑う。


「いっつも横やのうて後ろについて歩いてるんも、それっぽいし」


　洋介は軽く肩を竦めてみせた。


「別に好きこのんで後ろ歩いてるわけやない。藤崎がチョコマカ動くから仕方ないんや」


　本当は、違う。


　横に並ぶと、藤崎の姿が視界から完全に消えてしまうのである。しかも、呼ばれたときに、いちいち体を屈めなければいけない。


　けれど後ろにいれば、つむじとはいえ、藤崎を視界に入れることができる。藤崎が振り向きさえすれば、すぐに答えてやれる。


「おまえら、一回生のときから仲ええもんな」


　妙に感心したような物言いをした岡田の後を、麻生が引き継ぐ。


「ひょっとして高校んときからの友達か？」


「いや、大学入ってから」


「それにしては、入学式のときからずっと一緒におるような気ぃするけど」


「入学式のときに口きいたんが最初やからな。それから何となく一緒にいてる」


　洋介は、腕にもたれてすっかり寝入ってしまった藤崎の頭を見下ろした。ひらり、と舞い降りた花弁が一枚、つむじにひっかかる。薄紅色と黒のコントラストが美しい。


　最初は藤崎の言動が面白くて、後をついてまわっていた。それが当たり前になってくると、言葉でうまく表現できないとき、藤崎は振り向いて助けを求めてくるようになった。


　改めて考えると不思議やなあ、と思う。


　高校時代までの洋介は、人と深く関わることが苦手だった。否、嫌いだったと言っても良い。核家族、しかも共働きの両親の元で育った一人っ子で、普段から一人気ままに過ごすことが多かったことに加え、持って生まれたクールな性質もあり、大勢でいるよりも一人でいる方が好きだった。


　しかし、学校生活において友達がいない子供は異端視される。だから仕方なく適度に友達を作った。けれどやはり、四六時中一緒にいるのはごめんだった。いちいち他人に歩調を合わせるのが面倒だったのだ。従って、女性とも長く付き合ったことがない。


　それなのに、藤崎の側にいることは少しも嫌にならなかった。むしろフォローしてやれることが、疑問に答えてやれることが、無条件に嬉しかった。


　それだけではない。たとえば岡田と麻生のように、藤崎を通じて親しくなった友人たちと行動を共にすることに苦痛を感じなくなったのである。


「……この桜は催眠効果でもあるんか」


　低い声に、ふと物思いから覚めると、いつのまにか岡田も麻生にもたれて眠っていた。麻生は肩にひっかけていたカーディガンをはずし、岡田の肩にそっとかけてやる。


　その様子をぼんやりと見ていた洋介は、突然、強い焦燥感に駆られた。


「麻生」


　ん？　と麻生が顔を上げる。


　精巧な彫刻を思わせる鋭い顔つきをまっすぐに向けられて、洋介は言葉につまった。


　自分でも、何を言いたいのかよくわからなかった。


「何や？」


「いや……、別に」


　言葉を濁した洋介に、麻生がわずかに眉を動かす。


「おまえが何か言いかけてやめるなんて、珍しいな」


「やめたわけやないで。何を言おうとしたんか忘れただけや」


「それも珍しい」
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　麻生は微かに笑った。そうすると口許に笑い皺ができて、少年じみた顔になる。けれどその笑みが岡田に向けられるものとは微妙に違うことを、洋介は知っている。


「仲本」


「何？」


「おまえ、寛大いうか器がでかいいうか、凄い奴やな」


「は？」


　予想もしていなかった褒め言葉に、洋介は眉を寄せた。


「急にそんなこと言われると気持ち悪いな。どういう意味や」


「俺と智里のこと、気ぃ付いてるんやろ？」


　あっさりと尋ねられて、洋介は麻生をまじまじと見つめた。麻生は構える風もなく、肩にもたれている岡田をそっと見下ろす。長い指先が、くせのない髪に落ちた花弁を優しい仕種で取り除く。


「俺は家族にバイやらレズやらがおるから、全然抵抗ないんやけどな。智里も家族には言うてへんみたいやし、やっぱり世間一般からすると、男同士いうんは偏見の目で見られる。けど、仲本は友達やめようともせんし、深く追及しようともせん。そういう人は珍しい」




「そうかな。麻生と岡田が付き合うてることと、俺らの友人関係って、全然関係ないと思うけど」


　本心だった。


　二人が恋愛関係にあるとわかっても、そういうこともあるかもしれんな、と思っただけだ。何よりも、麻生と岡田は自然体だった。大学のあちこちで見られる、やれくっついたやれ別れた、と始終騒いでいる男女よりも、よほど思いやりのある深い恋愛をしているように見えた。


「仲本みたいな考え方は珍しいんや。俺は感謝してる」


「感謝？」


　うん、と麻生は頷いた。まなじりの切れ上がった瞳が、愛しげに岡田を見つめる。


「もしおまえと藤崎が離れてしもたら、智里が傷つく。俺はどうでもええけど、智里が傷つくんは耐えられん」


　ゆったりとした口調で言われて、洋介はふいにまた焦りを感じた。


　いや、焦りだけではない。言い様のない不安が頭の芯を侵す。


「おまえら、これからどないするつもりや」


　その問いは自然と唇から飛び出した。


「大学は後二年で終わってしまう。どないするんや」


　自分の声が必要以上に真剣な響きを持ってしまったことに気付いて、洋介はハッと口をつぐんだ。


　俺は何を聞いてるんや。


　そんなん、余計なお世話やないか。俺が口出しすることやない。


　しかし、麻生は気を悪くした様子もなく、そやな、と首を傾げた。


「俺は、ずっと一緒にやっていこうと思てる」


　まともに答えが返ってくるとは思っていなかったので、洋介は虚をつかれた。聞いてはいけないと思いつつも、つい質問してしまう。


「一緒にって……、どうやって」


「どうやってて、難しいこと聞くなあ」


　麻生は苦笑した。しかし、洋介の質問を不快に思っているわけではなさそうだ。


　まっすぐに洋介を見つめ、てらうことなく言う。


「今その方法を探してるんや。叔父貴にも相談に乗ってもうてる」


　麻生の叔父は、主にオブジェや彫刻で知られる新進のモダン・アーティストである。日本では芽が出なかったのだが、渡米した後、海外での評価が高まり、現在は日本とアメリカを行き来しながら精力的に作品を発表し続けている。


「叔父貴は、俺に渡米せえて言うてるんや。向こうでもういっぺん大学に入り直して、ビジネスのやり方を勉強せえて言われてる。そうやって資格取って能力を身に付けて、ゲイとかストレートとか関係なしにできる自分だけの仕事を探せて。ゆくゆくはマネージメントを任せたいて言うてくれたんやけど、そういう同族会社みたいなんは嫌やしな。とりあえず、向こうの大学に行くことだけは決めたんや。実は今、二年ぶりに受験勉強してるねん」


　洋介は圧倒される思いで、麻生と、麻生の肩に頭を預けて眠っている岡田を見つめた。


　麻生はちゃんと考えている。


　この夢のような時間が終わった後のことを、未来を、しっかりと見据えている。


　それに比べて俺は……。


「そうは言うても前途多難や。勉強せんならんことは山積みやし、受かるかどうかもわからんし。話が具体的に固まったら智里にきちんと話しようと思てるけど、智里がどう答えてくれるかもわからん。俺はともかく、智里には家族のこともあるしな」


　言って、麻生は岡田の髪をそっとすいた。


　それでも道は見えてるやないか。


　洋介は怒りにも似た激情がこみ上げてくるのを感じた。しかしその激しい感情も長くは続かず、次の瞬間、奈落の底にでも落ちたかのような暗澹たる気持ちになる。


　自分がどうしたいのか。それさえ具体的に見えていれば、そこにたどりつくためにクリアしなければならない問題も、解決策も、おのずと具体化する。


　けど、今の俺は何も具体化できてへん。


　……いや、具体化はしているのだ。


　就職活動をして会社に勤める。大きな会社でなくても良い。こつこつと地道にモノを作っているような会社に入れたら嬉しい。そして恋愛か見合いをして結婚する。子供はいてもいなくても良い。


　実にわかりやすい具体的な未来だ。


　しかし、そこには現実感が欠けている。自分が本当にそうなっていくのだという実感がまるでない。物語の世界を想像するようなものだ。


　二年後には確実に現実のものとなる未来に実感が持てないことが余計に、洋介の胸の痛みを増幅させているのかもしれない。


　俺は社会に出ることが怖いんか？


　いや、違う。そんなことはない。


　この不況の時代に、共働きとはいえ普通のサラリーマン家庭でありながら、一人暮らしをさせてもらった上、私大に通わせてもらったことには感謝している。だからこそ、いつまでも金のかかる学生でいたいとは思わない。そして何より、洋介にはどこででも一人でやっていける確信がある。


　そしたら、何が怖いんや。


　洋介は、傍らに眠る小さな頭を見下ろした。藤崎は安心しきったように、洋介にもたれて眠っている。


　藤崎は、将来のことをどう考えてるんやろ。


　卒業したら、どんな職業に就きたいか、どういう生活を送りたいか。よく考えてみると、そんなことは一度も話したことがないし、尋ねたこともない。


　ただ、亡くなった母親の兄である伯父夫婦に、大学を卒業したら養子にこないかと言われているという話は、藤崎から聞いたことがある。彼らには子供がいないため、藤崎に養子話が持ち上がったらしい。母親が亡くなってから、伯父夫婦は何かと力になってくれたのだという。


　せやから、俺が伯父さんらにできることがあるんやったら、なるべく力になりたいて思うねん。けど、やっぱり藤崎の家から離れるんはかなんなあ、とも思うんや。


　俺、末っ子でアマッタレやから、と自分で言って苦笑していた。


　養子の話はそれきり聞かないので、その後、どういう展開になっているのか、洋介は知らない。普段から洋介に家族のことをよく話す藤崎が話さないのだから、立ち消えになったのかもしれなかった。


　この小さい頭ん中にある未来図は、どないなってんのかな。


　洋介は桜の花弁をいくつも乗せた黒髪にそっと触れた。くせのある髪から温もりが伝わってくる。


　ふいにまた、胸が痛んだ。


　それは今までの痛みよりも、幾分か鋭い痛みだった。












　翌日は、洋介の不可解な気持ちを映したような曇天だった。昨日までの暖かさが嘘のように肌寒い。


　しかし、前を歩くつむじは相変わらず楽しげに弾んでいる。鮮やかなオレンジ色のジャンパーが、その明るい雰囲気にぴったりと合っていた。


「今日の定食は何かなあ。昨日はハンバーグやったし、今日はチキンカツかもしれんな。もしチキンカツやったら俺、今日は定食やめてカレーにしよう」


　学食で食べる昼メシをこんなに楽しめるんは、大学広しといえども藤崎だけやろう。


　そんなことをとりとめもなく考えながら、洋介はゆっくりと歩く。


　身長が違うということは、足の長さも違うということである。藤崎が普通に歩くと、洋介はゆっくり歩くことになるのだ。


「仲本は？　やっぱり今日も煮魚とかおひたしとか豆腐とか食うんか？　おまえいっつもカロリー低いもんばっかり食うもんな」


　肩越しに言われて、洋介は苦笑した。


「別にいっつもいうわけやないぞ」


「せやかてずっとそうやんか。それってやっぱり一人暮らしやからか？」


「そやな。朝はパンやし、夜はコンビニで弁当買うこと多いし、せめて昼にバランスのとれたもん食わんと体に悪いやろ。せやからおまえんとこの祖母ちゃんの作った煮物、ものすごいありがたいんや」


「そっか。そやな。俺と反対やもんな。俺は朝はメシに味噌汁やし、夜は煮物とかおひたしとか焼き魚とかやし」


「そんで昼は肉ばっかり食うてるんやな」


「肉ばっかりやないもん。野菜も食うてるもん」


　言い返しながら、藤崎が笑う。


　洋介は満たされた気分で、彼の後を歩く。


　ずっとこうして歩いていけたらええのにな、と思う。思ったすぐ後で、何をアホなことを考えてるんや、と自嘲する。


　ほんまに俺はどないなってしもたんや。


　こんなに感傷的になるなんて、どうかしている。


「仲本君、藤崎君」


　横から声をかけられて、洋介は立ち止まった。つられて藤崎も立ち止まる。


　見覚えのある二人の女子学生が立っていた。二人とも、二回生のときに情報処理実習の講義で同じクラスになったことがある。去年、麻生たちと一緒に忘年会をしたメンバーだ。


　背が高くて髪を肩まで伸ばしているのが木倉瞳。背が低くてショートカットが脇坂陶子。彼女たちも一回生のときから仲が良い。


「久しぶりやなあ、元気？」


　屈託のない口調で言った藤崎に、二人は顔を寄せ合うようにして笑う。


「こないだ、掲示板の前で会うたやん」


　笑顔のまま脇坂が言うと、その隣で木倉が肩を竦めた。


「相変わらずやなあ、藤崎君」


　そおやったっけ？　と見上げられて、洋介も軽く肩を竦めてみせた。


「相変わらずやなあ、藤崎」


「仲本までそんなこと言うか。ええもん、俺はどうせ相変わらずや」


　ぷう、と頬をふくらませた藤崎に、またひとしきり笑った木倉と脇坂は顔を見合わせた。


　洋介は瞬時に、二人の間に何か約束事があることを見抜いた。


　何やろ？


　嫌な予感がする。


「わたしらこれから昼なんやけど、一緒に食べへん？」


　木倉が洋介を見上げる。洋介が答える前に、藤崎は頷いた。


「ええよ、俺らもちょうど今から昼やねん。言うとくけど、学食やで。外で食べるほど裕福やない」


「そんなん、わたしらかて同じや。今日は学食のカレーにしようて思ててん」


　答えたのは脇坂だ。藤崎は大きな目を更に大きくする。


「え、ほんまに？　俺も今日はカレーにしようかなあて思てたんや」


「気ぃ合うやん、藤崎君。てカレーで気ぃ合うてもしゃあないけど。わたし、学食の福神漬が好きやねん」


「俺も俺も。店で売ってるんと違て、あんまり甘うないやんか」


「そうそう。わたしも甘いの苦手やねん」


　脇坂はごく自然に藤崎に並んで歩き出した。


　見慣れたつむじと見慣れないこげ茶色のつむじが並んでいる様に、洋介はなぜか狼狽えた。胸の辺りが、鉛を飲んだように重くなる。
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　何や、これ。


「仲本君？」


　木倉に声をかけられて、洋介はハッと我に返った。


「ああ、何？」


　見下ろすと、木倉はニッコリと笑った。


　このコ、けっこうかわいいんやな、とふいに思う。白いシャツにブーツカットのジーンズというシンプルな服装が、スラリとした長身によく似合っている。ひょっとすると百七十センチぐらいあるかもしれない。


「わたしらも行こ。置いてかれるで」


　藤崎と脇坂はどんどん前に進んでいる。たくさんの学生たちにまぎれたオレンジ色のジャンパーは、ひどく遠くに見えた。


　ついさっきまで目の前を歩いていたのに。


　唐突に胸がズキンと痛んだが、洋介はかろうじて笑顔を作った。


「あいつら、そないに腹減ってるんやろか」


「脇坂はあれで大飯ぐらいやからね」


「そういや忘年会のときも酒飲まんとツマミばっかり食うとったな」


　成り行き上、木倉と並んで歩き出す。


「そんなこと、よう覚えてるなあ。仲本君て、そういうとこ凄いよな」


「それは褒めてるんか、それともけなしてるんか？」


「もちろん褒めてるんや」


「ほんまか？　怪しいなあ」


　言いながらも、視線は自然と藤崎を追う。


　脇坂は藤崎と同じぐらいの身長だ。だから、首を軽くまわすだけで視線が合うらしい。


　笑っている。楽しそうだ。


　いや、あいつはいつでも楽しそうなんやけど……。


　ふと横顔に視線を感じて、洋介は木倉を見下ろした。


「何？」


　木倉は軽く首を傾げた。


「ちょっと聞きたいんやけど」


「うん」


「藤崎君て付き合うてるコ、おるん？」


　どん、と胸の錘が重くなったような気がした。


　その一方で、やっぱりな、と納得する。


　脇坂は、藤崎のことが好きなのだ。


　さっき木倉と脇坂の間でかわされた視線は、そういうことだったのだ。


「いや、おらんと思うけど」


　胸を圧迫する錘のずっしりとした重さに戸惑いながらも、洋介は答えた。


「そっか。そしたら好きなコは？」


「さあ、俺の知ってる範囲ではおらんと思う」


　木倉はまたニッコリと笑って、良かった、とつぶやいた。


「去年、忘年会したやんか」


　洋介は半ば上の空で、うん、と相槌を打つ。


「あれのちょっと前に、脇坂、付き合うてた男と別れてん。男が二股かけててそれが脇坂にばれて、逆ギレされてオワリ。あの男ほんま最悪やったわ」


　木倉は一旦言葉を切り、軽く息を吐いた。


「そういうことがあって脇坂が落ち込んでたとき、あの忘年会があって。特別藤崎君と何があったわけでもないねんけど、彼の優しいて明るいとこにすごい慰められたらしいねん。それから意識するようになって、少しずつ好きになっていったみたい。実はここんとこずっと声かけるタイミング計ってて、やっと今日一大決心して声かけたんや」


　ふうん、と洋介は頷いた。


　藤崎は周囲を明るくする力を持っている。前向きで素直で、優しい。脇坂が傷つき、落ち込んでいたのなら、藤崎が持つそうした明るさが余計に身に沁みたはずだ。


　それにルックスも、身長こそ低めだが、バランスのとれた体つきをしているし、顔立ちも女の子が好みそうなアイドル顔だ。


　藤崎を好きにならへん奴がいたら、お目にかかりたいぐらいや。


　今まで浮いた話がなかったこと自体がおかしいのである。


「そういうわけで脇坂は藤崎君が好きなんやけど、わたしは仲本君が好きやねん」


　ふうん、と頷きかけた洋介は、えっと声をあげて立ち止まった。つられるように立ち止まった木倉は、わずかに頬を染める。


「あ、別に脇坂に便乗したわけやないで。前から仲本君が藤崎君と一緒におるとこを見てて、何か落ち着いてて優しい感じでええなあ、て思てたんや」


　言い訳するように早口で言って、ほんまやで、と笑う。


「せやから、オトモダチからいうことで、どう？」


　カラッと言われて、洋介は呆気にとられた。


　昼食時とあって、何人もの学生が脇を通り過ぎていく。こんな風に往来で、しかもあっけらかんと告白されたのは初めてだ。


　たぶん俺は今、ものすごいマヌケな面をしているに違いない。


　そう思いながら、洋介は言った。


「どうって、今でもトモダチやと思てるけど」


　木倉は嬉しそうにニッコリと笑う。


「そう？　そら嬉しいなあ。そしたらとりあえず、トモダチとして一緒にゴハン食べよか」


　洋介は苦笑した。


「木倉さん、あっさりしてるなあ」


「それが取り柄やもん。こんなデカイ女がネチネチしてたら洒落にならんやん」


「そないにデカイことないんとちゃうか？　身長いくつや」


「聞いて驚け、百七十二や」


　歩き出しながら、木倉が答える。


「いや、別に驚きはせんけど」


　同じく歩き出しながら、百七十センチあったら横に並んでても視野に入るんやな、と洋介は思った。


　藤崎も、本当は同じぐらいの身長の人と肩を並べて歩く方が良いのだろう。自然に会話ができるし、表情を読み取るのも簡単だ。


　前後に並んで歩くとき、前を行く藤崎は、会話をするためにいちいち振り返らなくてはならない。ときには後ろ向きに歩きながら話すこともある。


　今まで二年も、そうやって前後で歩いて来たんやもんな。


　藤崎が面倒に感じても、何ら不思議はない。


　無意識のうちに前を歩くつむじを探している自分に気付いて、洋介はまた強い胸の痛みを覚えた。


　卒業を恐れている場合ではない。変化は、こんなにも簡単に日常に入り込んでくるのだ。


　俺はアホや。


　卒業するまでは何も変わらへんて思てたんか？


　後二年。その二年間でさえ、藤崎が前を歩いてくれる保証など、どこにもないのに。












「仲本？」


　ひょい、と下から覗き込まれて、洋介は驚いた。黒目がちの大きな双眸がまっすぐに見つめてくる。


「わあ、何やねん」


「何って、仲本の方こそ何やねん。ぼー、として、どっか具合でも悪いんか？」


「いや、別に」


　洋介は作り笑いを浮かべて、口の端にくわえていた煙草の灰を灰皿に落とした。


　喫煙場所にもなっている大教室脇のホールに、人影はまばらである。天気が良いので、皆外に出ているらしい。


　ゴールデンウィークを明日に控えているためか、構内はどこもかしこも浮き足立った雰囲気に包まれていた。海だ山だと賑やかに計画をたてている声が、あちこちから聞こえてくる。


　何がそないに楽しいんや。アホか。


　心の内で毒づいて、洋介は苛々と煙草をふかした。


　木倉に告白されてから既に一週間が経過している。あの日以来、空き時間や昼時になると、木倉瞳と脇坂陶子はどこからともなく現れるようになった。


　今日もここで、彼女たちと待ち合わせをしているのだ。


「仲本、禁煙してたんとちゃうかったっけ？　吸うてもええんか？」


　正面に腰かけた藤崎が問う。洋介はちらりと藤崎を見た。いつもは明るい顔が心配そうに曇っている。向かい合って座っていると、さすがに表情が読み取りやすい。


　ふいに強い罪悪感を感じて、洋介は灰皿で煙草をもみ消した。


「悪い。おまえ、煙草吸わへんのやったな」


「そんなんはええんや。けどおまえ、ここんとこずっとそんな調子やんか。何か心配事でもあるんか？」


　心配事？


　洋介は口の中で反復した。


　あの日から胸の中央にずっと居座っているこの錘は、心配なのだろうか。


　脇坂は積極的だ。媚びを売るような真似はしないが、藤崎とうまく話を合わせて、どんどん彼の中に入っていくようなところがある。藤崎もそれを拒まない。


　当然や。カワイイ女の子から好意を寄せられて、拒むアホがどこにおる？


　そう思う一方で、藤崎と脇坂が並んでいるところを見ると、無性に苛々するのである。見慣れたつむじの隣に別のつむじが並んでいる風景に、言い様のない腹立たしさを感じる。


　木倉と話していても、その苛立ちや腹立ちは少しも減らない。それどころか、木倉そっちのけで脇坂と藤崎の後ろ姿を視線で追ってしまうのだ。


　脇坂が悪い女だとは思わない。木倉ほどではないが、さっぱりしているし、過剰に色気をふりまかないところも好感が持てる。


　それやのに、俺はいったい何が気に入らんのや。


「仲本？」


　また心配そうな声で呼ばれて、洋介はハッと我に返った。


　藤崎が眉間に皺を寄せている。


　こいつのこんなカオ、初めて見た。


「いや、ほんまに何でもないんや。暑うなったり寒うなったりのくり返しで、ちょっとぼうっとしてるだけ」


「ほんまに？」


「ほんまや。せやからそんな顔すんな」


　洋介は手を伸ばして、藤崎の頭をコツンと小突いた。藤崎は照れたように笑うと、うん、と頷く。


「前歩いてるとな、カオ見んでも仲本が元気ないなてすぐにわかるんや」


「背中に目ぇがついてるからか？」


　からかうように言ってやると、藤崎は意外にも真剣な顔になった。


「自分でもほんまにそう思うときがある。振り向かんでも、仲本がどんなカオしてるんか、元気があるんかないんか、前歩いたらすぐにわかるんや。これってやっぱり二年もおまえの前を歩いてきたからかなあ」


　真面目な口調で言われて、洋介はズキ、と胸が痛むのを感じた。


　黒目がちの大きな両眼。そこだけ生意気そうにツンと尖った鼻。薄めの唇。


　それらがきちんと収まった小さな顔が、じっと見上げてくる。


　洋介は胸の痛みがどんどん増してくるのを感じた。


　痛くて重い。耐え切れない。


　このままだと、悲鳴をあげてしまいそうだ。


「仲本、藤崎」


　背後から声をかけられて、洋介は思わずほっと息をついた。振り向くと、麻生と岡田がこちらへ歩み寄ってくるところだった。


「おまえらが喫煙所におるなんて珍しいな。おい藤崎、お子様が煙草なんか吸うたらあかんぞ」


　笑いながら言った岡田に、藤崎はぷう、と頬をふくらませる。


「オコサマて何やねん。俺は吸うてないもん。吸うてるんは仲本や」


「へえ、そうなん？　仲本、おまえ煙草吸うたっけ？」


　岡田の印象的な二重の目に見下ろされて、洋介は曖昧に頷いた。


「たまにな」


「そおか。俺は初めて見たなあ」


　なあ、と見上げた岡田に、麻生も頷く。


「俺も初めてやな」


　二人にじっと見下ろされて、洋介は妙な居心地の悪さを感じた。理屈で説明できない胸の痛みと重みを見透かされているような気がして、落ち着かない。


「何や二人して。俺は見世モンやないぞ」


　わざと軽い口調で言うと、岡田がにっと笑った。


「仲本、おまえカノジョできた？」


「へ？」


　ああ、たぶん俺は今、ものすごいマヌケな面をしているに違いない。


　一週間前、木倉に告白されたときと同じことを思いながら、洋介は反射的に首を横に振った。振り過ぎて貧血になるぐらいの勢いで振った。


「まさか。そんなんいてへん」


　岡田は軽く首を傾げる。


「え、そうなん？　こないだほら、木倉さんと歩いてるとこ見たけど、違うんか？」


「あのなあ、岡田。並んで歩いてたらカノジョいうことはないやろ？」


「けどおまえが女の子と二人で歩いてるのって、見たことないから」


　言われてみれば、その通りだ。


　大学に入ってからは、大勢で移動するときは別として、女性と並んで歩いた記憶はない。


　誰かと二人で歩く、イコール、藤崎と歩く。


　いつのまにかそういう等式ができあがっていたから、女性と並んで歩くことなど、想像したこともなかった。


「ちゃうちゃう。そんなんとちゃう」


　言いながら、洋介は無意識のうちに煙草に手を伸ばした。指が勝手に煙草を抜き出し、ライターを探す。


「ただの友達や。カノジョなんかやない」


「え、けど仲本、木倉さんて仲本のこと、好きなんとちゃうんか？」


　藤崎の高めの声でそう言われて、洋介は手にしていた煙草を取り落とした。


　ゆっくりと藤崎に視線を移す。


　なぜか、頭の中が真っ白だった。


　今、ここにいるのが藤崎と自分だけのような気がした。側に立っているはずの麻生と岡田の存在すら、消えてしまったような錯覚に陥る。音という音全てが絶え、何も聞こえなくなる。


　それなのに、藤崎の声だけははっきりと聞こえた。


「脇坂さんがそう言うてた。俺から見てもええ雰囲気やし、付き合うてるて思てたのに」


　付き合うてるて思てたのに。


　その言葉が、耳元でこだまする。


　何や、これ。


　何も考えられない。言葉がひとつも出てこない。


　自分が今、どんな表情をしているのかも判然としない。


「仲本」


　そっと肩をたたかれて、洋介は我に返った。


　煙草を差し出した麻生が、じっと見下ろしてくる。


「……ああ、すまん」


　洋介はまだ力が入らない手で、煙草を受け取った。


　指先が震えている。


　何や。何やこれ。


　腹の底が熱いような、冷たいような感じ。胸が押し潰されるような感じ。


「仲本？」


　藤崎が不思議そうに呼ぶ。


「木倉さんとは……、別に、付き合うてるわけやない。おまえの勘違いや」


「そうなんか？」


「そおや」


　短く答えた自分の声が冷静に聞こえて、洋介は安堵した。


　ゆっくりと煙草をくわえ、注意深く火をつける。深く深く煙を吸い込み、吐き出す。すると、少しだけ気分が落ち着いた。


「あ、噂をすればやで」


　岡田の声に顔を上げると、こちらに向かって歩いてくる木倉と脇坂の姿が見えた。


　麻生と岡田に気付いた彼女たちは、視線を合わせてニッコリと笑い合った。テレビの中のアイドルを見るようなミーハーなノリだ。麻生と岡田は、その整った容姿のせいで近隣の大学でも有名で、まさにアイドルのような存在なのである。


　しかしそれは一瞬のことで、脇坂は藤崎を、木倉は洋介をまっすぐに見つめる。


　次の瞬間、洋介は腹の底の熱いものが、急激に沸騰するのを感じた。


　それは、間違いなく怒りだった。


　けれどそれが何に対する怒りなのか、洋介にはわからなかった。


　木倉と脇坂が近付いてくる。岡田と言葉をかわす。麻生も何か話している。


　藤崎は……？


　藤崎も脇坂と話している。笑っている。


　怒りが更に沸騰する。


　洋介はまた、深く煙を吸い込んだ。


　何でや。俺は何を怒ってるんや？


「仲本君？　どないしたん？」


　むやみに煙草をふかしていると、木倉に声をかけられた。怒りを押し隠して、洋介は軽く笑った。


「別に、何でもない」


　そおや。何でもない。


　何も怒ることなんかないやないか。


　ゆっくりと煙を吐き出したそのとき、ふと、藤崎に凝視されていることに気付く。


　いつもは視線を向けられることが何より嬉しいはずなのに、なぜか、洋介はその黒目がちの双眸を見返すことができなかった。


　藤崎、俺が怒ってることに気ぃ付いてるんやろか。


　振り向かんでも、仲本がどんなカオしてるんか、元気があるんかないんか、前歩いたらすぐにわかるんや。


　その言葉がほんまやったら、俺が何で怒ってるんか、藤崎にはわかるんやろか。


　俺自身かて、わからへんのに。


　そう考えると、また胸が潰れるように痛んだ。












　煙草を一箱吸い尽くした後、洋介はベッドにひっくり返った。


　それほど強い煙草ではなかったのだが、さすがに頭が痛い。何しろ一年半ほど禁煙していたのだ。


「……何でや」


　ぼんやりと見上げたクリーム色の天井には、まだ煙が漂っている。差し込む西日が、その煙をオレンジ色に染めていた。


　八畳一間のこのワンルームで煙草を吸ったのは初めてだ。洋介には、鎮静剤を飲むかわりに煙草を飲んだという自覚があった。たて続けに煙草を吸わなければ、いてもたってもいられなかったのだ。高校時代からごくたまに吸うようになった煙草だが、こんな乱暴な飲み方をしたことは一度もない。


　麻生たちと別れた後、木倉と脇坂、そして藤崎の四人で学食で昼食をとった。怒りは依然として腹の底で沸騰していたが、それを表に出すようなバカな真似はしなかったと思う。


　ただし、藤崎の目をまともに見ることができなかったこと以外は。


　……何でやねん。


　別に藤崎が何をしたわけでもないのに。


　次々に予想外の状態に陥っていく自分に、洋介は完全に混乱していた。


　まずは、錘を飲んだような胸の重み。


　そして、強い胸の痛み。


　次は、激しいショック。……頭の中が真っ白になって何も考えられなくなり、言葉がひとつも出てこない状態の正体は、実はショックだったのだと洋介は後になって気付いた。


　それから、唐突に湧いた怒り。


　藤崎の目を見返すことができない自分。


　食事の後、これからどこかへ遊びに行こうと木倉と脇坂に誘われたが、洋介は断った。とても遊びになど行ける状態ではなかったのだ。洋介の様子がいつもと違うことを察したのか、木倉と脇坂は特に不平を言うでもなく、そのまま帰っていった。


　洋介と二人になった藤崎は、明日はどうする？　と聞いてきた。どっか遊びに行こか、と気遣うように誘われて、洋介は今更ながらゴールデンウィークの計画を全くたてていなかったことに気付いた。木倉と脇坂の二人が近付いてきてからの自分が、いかに平常心を失っていたかを思い知らされた気がして、言葉につまった。


　明日、という藤崎の言葉が妙に耳に残っていた。ひょっとしたら藤崎は、明後日以降のゴールデンウィーク中、脇坂とどこかへ出かける約束をしているのかもしれない。だから明日、という限定した言い方をしたのかもしれない。自分が知らないだけで、もっと前から脇坂と二人で計画をたてていた可能性もある。


　一瞬でそんな想像をして、洋介は胸の奥に焼けるような痛みを覚えた。


　しかし同時に、自嘲の気持ちも湧いてきた。


　藤崎が脇坂と出かけるなんて、俺の勝手な想像や。藤崎が『明日』と言ったのも、きっと深い意味はないに違いない。


　それやのに何でこんなに苛々してるんや。だいたい、藤崎が脇坂と二人でどこへ出かけようが、俺には関係ないやないか。


　十数秒の沈黙の後、洋介はかろうじて笑みを作ることに成功した。そうやな、映画でも観よか。意識して穏やかな口調でそう答えると、藤崎は心底ほっとしたように笑って頷いた。


　しかし別れ際、藤崎はまた心配そうな視線を向けてきた。そしてやはり、心配そうな声で言った。


　仲本、また明日な。


　……その明日は、つい一週間前まで洋介が永遠に続いてほしいと願っていた時間とは、かけ離れている。


　俺はそのことに腹立ててるんか？


　変わることが許せへんのか。


　何が変わるのが許せへんのや。


　俺か？　それとも、藤崎か。


　何やねん、それ。わけわからん。


　そもそも、何で俺は苛々してるんや。


　何が気にくわんのや。


　木倉と脇坂が現れて、今まで通りに藤崎の後をついて歩くことができんようになったからか？


　アホらしい、と思う。


　ガキやあるまいし、友達とられたから寂しいとでもいうんか。


　ほんまに、わけわからん。


「ううう……」


　洋介はきつく目を閉じ、両手でぐしゃぐしゃと頭をかきまわした。


　思い返してみれば、藤崎と二人きりでいた時間はそう長くない。他の友人たち、たとえば麻生や岡田と一緒に集団でいることが多かった。


　しかし、麻生と岡田と一緒に四人でいたときは、全然苦にならなかった。それが木倉と脇坂だと、なぜこんなわけのわからない状態になってしまうのか。


　だいたい、許すとか許さないとか、そういう問題ではない。洋介にはもともとそんな権利はない。藤崎がどう変わろうが、藤崎の自由だ。


　自分のその考えに、洋介はなぜか動揺した。


　指が自然に煙草を探す。


　が、普段吸わないものが買い置きしてあるはずもない。


　しゃあない、買いに行くか……。


　洋介は緩慢な動作で起き上がった。机の上に置いてある財布をつかみ、ジーンズのポケットに突っ込む。


　煙草みたいなどうでもええもんに金使うなんて、俺はほんまにアホや。


　かつて経験したことのない激しい疲労感を感じながら、スニーカーをつっかける。ため息まじりに手櫛で髪を整えてドアを開け、何気なく視線を上げた洋介は、驚いた。


　そこに、洋介に負けないぐらい驚いたような顔をした藤崎が立っていたのだ。


　藤崎、と無意識のうちに呼ぼうとした洋介を遮るように、藤崎は思い切り眉を寄せた。


「うっわ、おまえ、めちゃめちゃタバコくさい！　ちゃんと換気扇まわしてるか？」


「いや……」


「あかんやんか。吸うんはええけど、こんなん体に悪いで。早よう窓開けな」


　叱る口調で言われて、洋介は思わず、すまんと謝った。履きかけていたスニーカーを脱ぎ捨て、すぐに窓を開ける。


　すると、新鮮な空気が部屋にどっと流れ込んだ。春の夕暮れ特有の少し冷気を含んだ柔らかい風が、汚れた空気を瞬く間に外へ追い出してくれる。


　我知らず深呼吸していると、藤崎がクスクスと笑う声が聞こえた。


「変なの」


「何が？」


　振り向いた洋介に、藤崎はまた笑う。


「俺が仲本を叱るなんて、変やないか？　いっつも俺の方が落ち着け、よう考えろって言われてるのに」


　洋介もつられて笑った。


「ほんまやな。おまえに叱られるようでは、俺ももうあかんわ」


　ひとしきり笑い終えた藤崎は、手に持っていたビニール袋をちょっと掲げてみせた。


「祖母ちゃんが作ったいんげん入りの肉ジャガなんやけど、もし良かったらと思て。仲本、好きやろ」


「そんでわざわざ来てくれたんか？」


　うん、と藤崎は頷いた。


　藤崎の家から洋介のアパートまで、自転車で二十分ほどかかる。


「悪かったな。電話くれたら取りに行かしてもうたのに」


「電話した。けど、つながらんかった」


　伏目がちにぽつりと言われて、洋介は胸がズキンと疼くのを感じた。その痛みは、昼間よりもずっとひどくなっている。


　ああ、またや。


　何なんやこれは。


「そおか、そら悪かった。電源は入れといたはずなんやけどな。充電切れてるんかもしれん」


　オレンジ色の光を受けて光る藤崎の長い睫を見ているうちに奇妙な焦りを感じて、洋介は早口で言った。


「汚いけど、まあ上がってくれ。空気もきれいになったし」


　すると、ううん、と藤崎は首を横に振った。顔を上げて、にこっと笑う。


「これ渡しに来ただけやし。仲本が元気やったら、そんでええねん」


　藤崎がビニール袋を差し出す。白い袋が西日をはね返して鋭く光る。


　駆け寄りたい。


　ふいにそう思った。


　駆け寄って、もっと近くで藤崎を見たい。


　それから、その小さいけれど、躍動感に溢れる体を……。


「今日、俺、おまえを怒らせたみたいやから」


　またぽつんと言われて、洋介はハッと我に返った。


　俺は今、何を考えてた？


「木倉さんとおまえのことを勝手に誤解してたのはほんまやけど、俺、誰にも言うてへんから」


　黙り込んでしまった洋介が怒っているとでも思ったのか、藤崎はまたうつむいてしまう。


「ごめんな、仲本。俺、勝手におまえのことわかった風に思い込んでしもてた。しょっちゅう側にくっついたりして、悪かったて思てる。俺、もっとしっかりせなあかんって、今日やっと気ぃ付いたんや。遅すぎるよな」


　洋介は茫然と藤崎を見つめた。


　絹糸のようにピンと張りつめた藤崎の声はよく聞こえていたが、その言葉の意味を、洋介はほとんど理解していなかった。


　俺は今、何を考えてた？


　藤崎を、近くで見たい。


　それから。


　藤崎を。


　……抱きしめたい。


「前にも話したと思うけど、俺な、卒業したら伯父さんとこの養子にならへんかって言われててん。伯父さん、いくつか会社持ってはって、俺に養子になって会社継いでほしいて言うねん。けど俺、そんな大役はしんどそうやし、責任重いのは嫌や思て断ってたんや。けど、それって逃げてただけやったんかもしれん」


　藤崎はためらいがちに顔を上げた。


　洋介は身動きひとつできずにいた。


　抱きしめたい。


　はっきりと自覚してしまったせいか、その欲求は瞬く間にふくらんだ。


　思い切り抱きしめたい。


　抱きしめて、キスしたい。


「伯父さん、北海道にいてはるんや。もし北海道に住むことになったら、仲本にちょくちょく会うことができんようになるやろ。それが嫌で、逃げてたんやと思う」


　藤崎はまたにこっと笑う。無理やり作った笑みだと一目でわかった。


　藤崎も、俺と離れとうないて思てる。


　卒業しても、すぐに会える距離にいたいと願っている。


　そう確信した途端、足が勝手に動き出した。迷うことなく藤崎に向かって歩き出す。


　正面に立つと、藤崎の頭は胸の辺りまでしかなかった。上がりかまちに立った洋介は、藤崎よりも四十センチほど背が高くなっている。


　この高さなら。


　藤崎を腕に抱き込んでしまえる。


　洋介がごくりと息を飲んだそのとき、藤崎は決然と顔を上げた。


「けどもう、そんなコドモコドモした考え方はやめにする。卒業した後もおまえと一緒におりたいなんて、そんなん甘ったれてるもんな。オカンが死んだときも、その後も、伯父さんと伯母さん、ものすごい力になってくれてん。俺のことも気にかけてくれた。俺はその分を、ちゃんと返したいと思う」


　凛とした声に、洋介は息を飲んだ。


　まっすぐに見上げてくる黒目がちの大きな双眸が、わずかに潤んでいる。


　たまらない愛しさが突き上げてきて、洋介は愕然とした。


　俺は、藤崎が好きなんや。


　胸が痛かったのは、卒業するのが嫌だったからではない。藤崎と別れたくなかったからだ。


　藤崎の側にいられなくなることを、俺は恐れてた。


　脇坂が気に入らなかったのは、脇坂が藤崎に好意を持っていたからだ。そして、藤崎が脇坂を拒まなかったからだ。


　木倉と付き合っていると思われていることがショックだったのは、自分が誰と付き合おうと藤崎には関係がないのだと気付かされたから。


　そして、自分が木倉と付き合っているという藤崎の一方的な誤解そのものも、ショックだったのだ。藤崎は、洋介が木倉という恋人の存在を隠していると思い込んでいた。それなのに、木倉のことを何も話さない洋介を責めることなく、平然とその事実を受け止めていた。


　俺に隠し事をされても、藤崎は平気なんや。


　そのことがショックだった。それは裏を返せば、藤崎が洋介に隠し事をしていても、平気でいられるということだから。


　現に今、藤崎は、以前に聞いたことがある漠然とした養子話ではなく、もっと具体的な話をしている。洋介が初めて聞く話をしている。


　俺に何も話さんと、一人で考えて一人で決めて、一人で行動しようとしてる。


　それが藤崎にとっては、当たり前のことなんや。


　一方、洋介は互いに隠し事はないと思っていた。何でも話せる存在だと、話してもらえる存在だと思い込んでいた。


　それほどに藤崎は、洋介にとって、近く、親しく、そして、愛しい存在だったのだ。


　今までの混乱や胸の痛みや重みの理由が、はっきりとした形をもって雪崩のように押し寄せてくるのを、洋介は感じた。


　何もかも、好きやからやったんや。


　藤崎が好きやから。


　誰よりも好きやから。


「ほんまは明日、落ち着いて話そうと思てたんやけど、俺、明後日から北海道行くことにしたんや。卒業したら養子に行くて、ちゃんと伯父さんに話してくる。もうこれからは、やたらとくっついたりせんから……、せやから仲本、おまえも好きなように」


「行ったらあかん！」


　洋介は反射的に怒鳴った。


　藤崎の大きな目が更に大きく見開かれる。


「行くな！　どっこも行ったらあかん！」


　気が付いたときには、藤崎を抱きしめていた。小さな体は予想通りに腕の中にすっぽりと収まる。バサ、という音がして、藤崎が持っていたビニール袋が床に落ちたのがわかった。


　布越しにでもはっきりと感じられる体温に、胸が焦げつく。全身を震わせる愛しさを満足させるには、どんなにきつく抱きしめても足りないような気がする。


「好きや……！」


　声までが愛しさで掠れた。


　きつく抱きしめられて苦しかったのだろう、藤崎が身じろぎする。


「仲本……？」


　抱き寄せた小さなつむじが動き、洋介を見上げてくる。


「仲本」


　確かめるように呼んだ唇を、洋介は唇で塞いだ。藤崎の体が強張ったのが、彼を抱きしめている腕を通してはっきりと伝わってくる。一瞬の間を置いて逃れようともがいた藤崎を、洋介は強引に引き寄せた。


　止められなかった。


　夢中だった。


　今を逃したらもう一生、藤崎を抱きしめることはできない。キスすることもできない。


　そう思うと、手加減などできなかった。


「んっ……」


　藤崎の唇から苦しげな声が漏れると同時に、強張っていた体から、ぐったりと力が抜ける。


　ほぼ真上から施される深い口づけに耐え切れず、カクンと仰向きそうになる頭を、洋介は片手で支えた。
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　このまま、俺のもんにしてしまいたい。


　俺だけのもんに。


　他の誰にも渡しとうない。


　……けど。


　今日と同じ明日が絶対に来えへんのと同じで。


　藤崎は俺のもんにはならん。


　なるわけがない。


　洋介はそっと唇を離した。


　自分でも意識しないうちに、藤崎の柔らかな感触が残ったままの唇が告げる。


「好きや……」


　次の瞬間、腕の中の体が大きく跳ねたかと思うと、ドン、と強く胸を押された。


　洋介はされるままに突き飛ばされる。


　突き飛ばされて当然や、と思う一方で、ひどく傷つく。


　やっぱり藤崎は、俺のもんにはならんのや。


「や、な、何……、何を……」


　震える声で言われて、洋介はゆっくりと顔を上げた。出会った視線が、バチ、と音をたてたような気がした。


　洋介はまた、ズキンと強く胸が痛むのを感じた。


　藤崎の滑らかな頬はほんのりと上気していた。長いキスのせいか、黒目がちの双眸が潤んでいる。


　しかし、その小さな顔に浮かぶ表情は、驚きと困惑以外の何ものでもない。


「……仲本？」


　洋介が弁解することを期待したのか、藤崎は口許を手で押さえたまま、小さく呼んだ。


　こんなときまで藤崎は優しい。


　俺を殴って部屋を飛び出すことぐらい簡単やのに、俺に弁解させてくれようとしてる。


　まだ友達でいようとしてくれている。


　しかし、洋介に弁解などできるはずがない。


　好きだから抱きしめた。


　好きだからキスした。


　それだけなのだ。


「仲本……」


　再び震える声で呼ばれて、洋介はうつむいた。途端に、もうどうにもごまかしようがなくなった気持ちが、自然と唇からこぼれ落ちた。


「おまえが、好きや」


　予想以上に強い響きを持ってしまったその言葉に、藤崎が息を飲む気配がした。


　息詰まるような沈黙が落ちる。


　今に、軽蔑される。嫌われる。


　身動きひとつできないまま、拒絶されるその瞬間を、洋介は待った。


　しかし、沈黙を破ったのは藤崎ではなく、ピンポーンというやけに明るいチャイムの音だった。


　洋介はハッと顔を上げた。藤崎も驚いたようにドアを振り返る。


　ピンポーン。


　もう一度チャイムが鳴った。続けてドアが軽くノックされたかと思うと、カチリと音をたててドアが薄く開く。


「あれ、開いてるやん。無用心やなあ」


　木倉の声だ。


　洋介は、藤崎の体が、ビク、と過剰に跳ねるのを見た。


「おーい仲本君、いてへんの？」


　ドアの隙間から木倉の顔が覗く。昼間と同じ、シャツにジーンズという軽装だ。


「あ、こんにちはー、てあれ、藤崎く」


　木倉が藤崎の名を呼んだ刹那、藤崎は弾かれたように駆け出した。木倉の横をすり抜ける彼を、思わず呼び止める。


「藤崎！」


　一瞬足をとめた藤崎の肩が、またビク、と跳ねた。


「藤崎」


　反射的にそのほっそりとした腕を捕まえようと伸ばした手は、大きな音をたてて乱暴に閉まったドアに阻まれる。


　完全な拒絶。


「……っ」


　洋介は崩れるようにその場に膝を折った。


「えっ、わ、ちょっとちょっと、どないしたん」


　木倉が慌てたようにしゃがみこむ。


　答える気力もなく、洋介はただ首を横に振った。


　唇にはまだ、キスの感触が残っていた。腕にもまだ、暖かくしなやかな藤崎の感触が残っている。


　そして胸にもまだ、焦げつくような愛しさが残っていた。


　好きや。


　藤崎が好きや。


　……こんな気持ち、気付かんかったら良かった。


　気付かんかったら、ずっと側におれたのに。


　嫌われずに済んだのに。












「わたし、何やものっすごいタイミング悪いときに来てしもたみたいやなあ。ごめん」


　窓際の席に向かい合って座るなり、木倉は謝った。


　夕方のファーストフード店は、若者や幼い子供を連れた家族連れで賑わっている。窓際の席は静か過ぎず、かといってうるさ過ぎず、話をするにはちょうど良かった。


　洋介の下宿から十分ほど歩いたところにあるこのファーストフード店に場所を移そうと言い出したのは、木倉である。そっちの方が話しやすいし、という彼女の提案に、洋介は従った。正直なところ、洋介も下宿にいたくなかった。藤崎が消えたドアを目の前にして、話などできない。


「木倉さんが悪いわけやないから、謝ることない」


　洋介は苦笑して、全く飲む気のないコカ・コーラの紙コップに視線を落とした。


　木倉は恐らく、洋介と藤崎が喧嘩している最中に来てしまったと考えているのだろう。ここへ来る道中も神妙な顔をして黙りこくっていた。


　ただの喧嘩やったらどんなに良かったか。


　洋介は紙コップに描かれたファーストフード店のロゴマークを、ぼんやりと眺めた。


　抱きしめた体の熱さ。そのしなやかな弾力。唇の柔らかさ。口腔内の温かく濡れた感触。微かに漏れた声。


　藤崎の感触が、腕に、唇に甦る。


　藤崎が好きや。


　熱に浮かされた激しい衝動が収まった今も、藤崎への想いは消えていない。それどころか、時間が経つにつれて大きくなってくるような気がする。


　どうしようもなく、胸が痛かった。


　嫌われた後でこんな気持ちになるなんて、不毛や……。


「なあ、仲本君」


　ふいに呼ばれて、洋介はハッと我に返った。こちらをじっと見つめている木倉の視線に気付き、慌てて顔を上げる。


「ああ、ごめん、ぼうっとしてて。話て何？」


　うん、と頷いたきり、木倉は黙った。考え事をするように眉間に皺を寄せる。


　そういうたら俺、告白されたのにちゃんと返事をしてへん。


　今更のように自分の迂闊さに気付いて、洋介は自嘲の笑みを浮かべた。


　木倉に期待を持たせるような態度をとったのは、洋介自身だ。洋介がはっきりしなかったのが悪いのである。藤崎が、彼女と付き合っていると誤解したのも無理はない。


　誤解したから、藤崎は養子に行く決意をし、そのために洋介は彼に無理やりキスしてしまった。


　それもこれも結局、原因は俺なんや。悪いのは俺や。


　今更もう遅いが、木倉には、付き合う気はないとはっきり言わなくてはいけない。


「木倉さん、あのな」


　言いかけた洋介を遮るように、木倉はキッと顔を上げた。


「違てたらごめんなんやけど、仲本君て男でないとあかん人なん？」


「はぁ？」


　予想もしていなかった問いに、洋介は幾分か間の抜けた声をあげた。何かの冗談かと思ったが、木倉は真剣そのものの顔をしている。


「いや、せやから違てたらごめんなんやけど。あ、それともバイなんか？」


「……それは、どういう意味や」


「仲本君、藤崎君のこと好きなんやろ？」


　あっさりと言われて、洋介は絶句した。


　俺自身かてさっき気ぃ付いたばっかりやのに……。


　一瞬、ごまかそうかと思った。


　何で俺が藤崎を、と笑って冗談にしてしまおうかと思った。


　けれど、自覚したばかりの藤崎への想いがあまりにも強すぎて、ごまかすことも冗談にすることもできなかった。


　かといって、木倉がどういうつもりでそんな話を持ち出したのかわからない以上、肯定もできない。


　俺は何と思われてもええけど、藤崎を巻き込むことだけはできん。


　黙り込んでしまった洋介に、木倉は慌てたように両手を横に振ってみせた。


「あ、別にそれで脅すとかイヤガラセするとか、そういうことやないで。高校んときからの友達でゲイのコもおるし、幼なじみがニューハーフになってるし、そういうのは人それぞれやから。あ、幼なじみ、ミナミの秘密の花園いう店で働いてるし、またよかったら行ったって。源氏名、エリカちゃんいうねん」


「……幅広い友人関係やな」


　何と言って良いかわからなかったので、洋介はそれだけをぽつりと言った。木倉は軽く首を傾げる。


「言われてみたらそうかもな。わたし、そういうこと気にせんから特別意識したことなかったけど」


　その真摯な口調から、木倉が冗談を言っているわけではないことは充分に伝わってくる。本人が言っている通り、脅すつもりもなければ、嫌がらせをするつもりもないらしい。


　洋介は観念して息を吐いた。


「いつ、気ぃ付いた？」


　んー、と木倉はわずかに眉を寄せる。


「はっきりいつとは言えんのやけど、何日か一緒に歩いてて段々わかってきてん。仲本君、藤崎君のこといっつも目で追うてた。見つからんと不安そうやった。そういうの見てて、何となくな。それに今日の昼間も何や様子がおかしかったし」


　洋介は思わず苦笑した。


　木倉は随分早い段階から、洋介の藤崎に対する気持ちに勘付いていたらしい。


　洋介は、幼い頃から場に流れる空気や他人の気持ちを察知する能力に長けていた。洋介自身、自分は他人よりも鋭い観察力や直感力を持っているのだと自負してきた。


　それなのに、肝心の自分の気持ちには全く気付かなかった。


　ほんま、鋭いが聞いて呆れる。鈍感極まりないやないか。


　苦い笑みを浮かべたままでいる洋介に、木倉は悪戯っぽく笑いかける。


「けど、確信したんはさっきや」


「さっき？　何で」


「あの藤崎君がわたしに一言も声かけんと、真っ青な顔して飛び出していったんやで。ただの喧嘩やないってピンときたわ」


　確かに藤崎は、自分の苛々を何の関係もない他人にぶつけるようなことはしない。いつもの藤崎なら、たとえ洋介と喧嘩をしていても、木倉に挨拶ぐらいはしただろう。


「鋭いな。俺かって気ぃ付いたんはついさっきやのに……」


　ため息まじりに言うと、木倉は肩を竦めた。


「そうでもないで。わたしもたいがい鈍感やねん」


「どこが鈍感や。めっちゃ鋭いやないか」


　いやいや、と木倉は首を横に振って笑った。


「わたし、仲本君に好きとか言うたけど、わたしが好きになったんは、藤崎君の後ろを歩いてる仲本君やったんや。わたしの横を歩いてる仲本君やないねん。要するに、わたしは藤崎君と仲本君をセットで好きになったんや。それに気付かんかったんやから鈍感や」


「……セットで？」


　またしても何と言って良いかわからなかったので、洋介は鸚鵡返した。木倉は深く頷く。


「そお、セットで。仲本君と藤崎君が前後になって歩いてると、何やほのぼのした雰囲気があって、すっごい好きやったんや。それを仲本君への好意やて勘違いしたわたしが間抜けやった」


　きっぱりとした口調で話す木倉に、洋介はいや、と首を横に振った。


　間抜けやったんは、俺や。


「俺も気ぃ持たすような言い方してしもて、悪かった」


「それはアイコや。わたしかて単体の仲本君はあんまりやなあ、とか思てたんやから」


「単体て……、めちゃめちゃ言うなあ」


　洋介が思わず笑うと、木倉もニッコリと笑った。何となく、これでけりがついたような気がした。これ以上謝ると、友人でいられなくなってしまう。木倉もそう思ったのだろう。表情を緩めて腕を組み、斜めに洋介を見上げた。


「で？　もう藤崎君にはコクったん？」


　洋介はため息を落とした。


「玉砕や」


「玉砕？　ふられたん？」


　遠慮なしに問われて、曖昧に頷く。


　ふられたいうより、嫌われたていうた方がええやろな、と思う。有無を言わさず抱きしめて、キスしてしまったのだから。


　ストローでアイスティーをひとくち飲んだ木倉は、ふーん、とうなった。


「コクられただけで、藤崎君があんな風に動揺するとは思えんけどなあ」


　つぶやくような物言いに、コーラを飲みかけていた洋介は盛大にむせ返った。通路を挟んだ席に腰掛けていた高校生のカップルが、何事かとこちらを注視する。


「どないしたん仲本君、大丈夫？」


　意地の悪い笑みを浮かべる木倉に、洋介はげほげほと咳き込みながらも何とか頷いた。


　ほんま、どこが鈍感やねん、めちゃめちゃ鋭いやないか。


「まあ、後のことは仲本君と藤崎君の問題やし、わたしが口出すことやないけどね」


　今度は屈託なく笑ったその顔は、なかなか整っていて、カワイイと思う。けれど、愛しいとは思わない。藤崎を誰にも渡したくないと思ったような激情は、欠片も湧いてこない。


　不思議や。木倉は女で、藤崎は男やのに。


　それでも、木倉は友人でしかない。


　抱きしめたいのは藤崎だけだ。


「ただ、脇坂はわたしみたいに単純にはいかんと思うねん」


　ストローを弄びながら言った木倉に、洋介は自嘲の笑みを浮かべる。


「何でや。俺はもう藤崎に嫌われたんや。藤崎も脇坂さんのこと悪う思てないみたいやし、脇坂さんにとったらバンバンザイやないか」


　自棄気味に言うと、木倉は一瞬、沈黙した。そして、わざとらしいため息をつく。


「仲本君て、意外と鈍感なんやなあ……」


　ずばりと言われて怒る気にもなれず、洋介は力なく肩を落とした。


「それは言わんといてくれ。自分の気持ちに気付かんかった鈍さ加減は、嫌になるぐらいわかってる」


「いや、わたしが言うてるんはそういうことやなくてやな……」


　木倉は眉を寄せ、語尾を濁した。しばらく考え込むように首を傾げ、まあええか、と小さくつぶやく。


「脇坂のことはわたしが何とか説得するわ。あのコ自身の名誉のためにも、少なくとも誹謗中傷だけはさせんから」


「は？」


「とにかくそういうこと。そしたらわたし、帰るわ」


　言うなり、木倉は立ち上がった。その唐突な動作に戸惑いながら、洋介も立ち上がる。


「わざわざ悪かったな」


「ああ、そのままそのまま。こんな早い時間にカレシでもない男に送ってもらう趣味はないで」


　にっと白い歯を見せると、木倉は素早く身を翻した。振り向きもせずに去っていく後ろ姿は、堂々としていて美しい。


　洋介は苦笑して、再び椅子に腰を下ろした。


　何でああいうさっぱりしたええ女を、男は放っとくんやろ。


　そう考えて、ため息をつく。


　俺が言えた義理やないか……。


　洋介はぼんやりと外を眺めた。


　太陽は既に沈み、街には夜の気配が漂い始めている。明日からゴールデンウィークが始まるせいか、通りを行き交うサラリーマンやＯＬ、学生たちの表情は、心なしか明るい。


　一昨年のゴールデンウィークは、実家に帰った日を除いて、ほとんど藤崎と二人で過ごした。金銭的に余裕がない学生の身分でできることは限られていて、映画を観たり、ただ街を歩いて他愛のないことを話したりした。それだけでも充分楽しかった。


　去年は実家には帰らなかったものの、当時勤めていたバイト先が忙しくて、あまり休みをとれなかった。けれど空いた日には、やはり藤崎と出かけた。


　そして今年。木倉と脇坂の存在に気をとられていたせいで、何の計画も立てていなかった。明日どこかへ行こうと誘ってくれたのは藤崎だったが、その約束はきっと果たされないだろう。あんなことをしてしまったのだから。


　卒業したら養子に行くて、ちゃんと伯父さんに話してくる。


　そう言い切った藤崎の声が、ふいに思い出された。


　北海道は遠い。


　遠すぎる。


　そう考えて、洋介は泣き出したい衝動にかられた。


　藤崎が北海道に行っても行かんでも、同じことやないか。


　どちらにしても、藤崎とはもう、視線を合わすこともできない。話すこともできない。もちろん、彼の後ろを歩くこともできない。


　俺はその権利を、自分で放棄した。


　目の前で楽しげに弾むつむじ。くるりと振り向いて、嬉しそうに見上げてくる大きな双眸。仲本、と呼ぶ少し高めのピンと張り詰めた声。何の躊躇も疑いもなく、この腕にもたれかかって眠っていた小さな頭。


　失いたくないと切望したそれらはもう、永遠に戻ってこないのだ。


　今までぼんやりとしか認識していなかったその事実が、強烈な現実感を伴って全身を駆けめぐる。激しい後悔と圧倒的な喪失感に、体が震えた。


　驚きと困惑を映した藤崎の顔が脳裏に浮かんだ。仲本、と呼んだ震える声が、耳の奥に甦る。


　二年間ずっと友達やて思てた男に、コクられた上に突然抱きしめられて、無理やりキスされて、藤崎、どんなに気持ち悪かったやろ。


　俺が弁解せえへんてわかったとき、どんなにショックやったやろ。


　洋介はゆっくりと両手で顔を覆った。


「藤崎……」


　俺は、最低の男や。












　洋介が藤崎の家の近くの桜を見に行こうと思い立ったのは、ゴールデンウィークも残すところ、二日となった日だった。


　間に平日を何日か挟んだゴールデンウィークだったが、洋介は大学には顔を出さなかった。何かをしようという気力が全く起こらなかったのだ。


　かといって、アパートにこもってばかりいると、己の暴挙を思い出す。だから仕方なく、ぶらぶらと目的もなく歩きまわることで休みを潰したのである。


　土手の桜を見たところで、何がどうなるわけでもないことはわかっていた。


　ただ、無性に懐かしくなったのだ。


　ほんの二週間ほど前の花見が、洋介には遠い昔の出来事のように思えた。


　しかし、さすがに藤崎と鉢合わせするとまずいので、藤崎の家がある古い民家が建ち並ぶ通りではなく、川沿いの道を行くことにした。


　まだ、どんな顔をして会っていいのかわからない。いつかきちんと謝りたいとは思う。けれど、自分から藤崎に連絡をとる勇気はなかった。


　たとえ連絡をとったとしても、藤崎はもうまともに話してはくれんやろうけど……。


　そんな風に考えつつも、ここ数日、洋介は肌身離さず携帯電話を持ち歩いていた。もしかしたら藤崎から連絡があるかもしれないと思ったのだ。一応遊びに行く約束をしていたのだから、行けないという連絡だけでもあるかもしれないと思った。


　けれど、どんなに待ち焦がれても、藤崎からは何の連絡もなかった。これはもう完全に嫌われたと確信して、洋介はひどく落ち込んだ。


　その一方で、藤崎はまだ北海道から戻って来ておらず、だから連絡がないだけなのかもしれない、とも考えた。帰ってきたら連絡してくれるかもしれない。もう少し待てば、あと少し経てば、ひょっとしたら。


　この期に及んでまだ藤崎からの連絡を待ち続ける自分に、洋介は嫌悪を感じた。


　俺は何を期待してるんや。突然あんなことして、嫌われへんわけがないのに。


　ともすれば項垂れてしまいそうになる頭を何とかまっすぐに保ち、洋介は土手の上を殊更ゆっくりと歩いた。


　今日も晴天である。見上げた空はどこまでも青く、雲ひとつ浮いていない。二週間前よりも数段青さを増した土手で、親子づれがダンボールをソリ代わりにして遊んでいる姿がちらほら見えた。歓声があがり、笑う声が聞こえる。


　悩みがなさそうで、ええなあ。


　ジーンズのポケットに両手を突っ込んで立ち止まり、洋介はその風景を眺めた。


　けどきっと、向こうから見たら俺のが悩みなさそうに見えるんやろな。こんなとこを一人でぼうっと歩いてるんやから。


　嫌われたという自覚があっても、藤崎への想いは全く変わらなかった。


　好き。好きや。


　愛しい。愛しくてたまらない。


　側にいたい。いてほしい。


　抱きしめたい。キスしたい。


　こんなに強く激しい気持ちは、生まれて初めてである。


　卒業するまで後二年。たとえ藤崎と絶縁状態になり、無視されるようになったとしても、同じ大学に通う限り、彼の姿は否が応にも視界に入ってくるだろう。藤崎が見える場所にいて、こんな激しい感情を持ち続けるなんて地獄に等しい。


　二週間前に戻れたらな、と思う。


　漠然とした不安に怯えていた自分に戻れたら、どんなに良いだろう。


　洋介はため息を落とし、再び歩き出した。


　桜の木の先端が少しずつ見えてくる。土手から少し降りた場所にぽつねんと立っているそれは、すっかり葉桜に変わっていた。瑞々しい緑色が目に眩しい。


　洋介はゆっくりとした足取りで土手を降りようとした。生い茂る葉が、炭色の幹が、徐々に視界に入ってくる。


　やがて木の根元に座っている人影がはっきりと見えてきて、洋介は棒立ちになった。


　ドクン、と心臓が波打つ。


　藤崎だ。


　何で。


　何でここにおるんや。


　会ってはいけない。


　帰らなければ。


　しかし、まわれ右をしようとしたのは理性だけで、足はぴくりとも動かない。


　魅入られたようにじっとしていると、ふいに藤崎が弾かれたように顔を上げた。


　視線が合う。


　洋介は、一瞬驚いたようにはね上がった藤崎の眉が、きゅっと寄せられるのを見た。今まで一度も見たことがないきつい視線が投げつけられる。


　無意識のうちに後退さったスニーカーの底で、じり、と土が音をたてた。


　しかし、それ以上動くことができない。藤崎の強い視線が、わずかな身じろぎすら許さない。


　目を見開いたまま立ち尽くしていると、白いトレーナーを着た藤崎はゆっくりと立ち上がった。洋介のところまで一歩一歩踏みしめるようにして、土手を上がってくる。


　そうして洋介の正面に立った藤崎は、大きな目でにらみつけてきた。


「何となく、ここにいてたら仲本が来るような気がして待ってたんや」


　いつもの藤崎からは想像できないぶっきらぼうな口調に、洋介はたじろいだ。ただでさえ透明度の高いよく通る声が、容赦なく耳に突き刺さってくる。


「待つって、何で……」


　声が掠れた。


　息もできないぐらいに動揺している自分を感じる。


「俺、仲本とちゃんと話がしたかってん。せやから」


　藤崎は躊躇することなく、洋介の腕をつかんだ。そのまま桜の木の下へと、強引に引っ張ってゆく。


　藤崎、と呼ぼうとして、洋介はその言葉を飲み込んだ。今、ここで藤崎を拒む権利など自分にはないのだと思い当たる。


　根元に座るように促されて、洋介は半ば茫然としたまま藤崎に従った。すると、藤崎はまた躊躇することなく、ストンと洋介の隣に腰を下ろした。


　予想に反して至近距離に並んだその小柄な体に、性懲りもなく、ドキ、と心臓が高鳴る。


「おまえ、俺に話さなあかんこと、あるやろ」


　感情を殺した声で言われて、洋介は思わず藤崎を見下ろした。漆黒の瞳がじっと見上げてくる。眉はきつく寄せられており、頬はわずかに赤い。唇は固くひき結ばれている。


　初めて見る藤崎の怒りの表情に、洋介は息を飲んだ。


　そおや。動揺なんかしてる場合やない。


　藤崎にしてしまったことを考えれば、本当なら口をきいてもらえなくて当然なのだ。


　それなのに、口をきいてもらえた。


　隣に座ってもらえた。


　それだけでも奇跡だ。


　洋介は大きく息を吐いた。


　許してもらえるとは思っていない。


　けれどとにかく、謝らなければ。


「すまんかった」


　洋介は頭を下げた。きつく目を閉じ、言葉を重ねる。


「急にあんなことして、ほんまに、悪かった」


　藤崎がこくりと息を飲む気配がした。


「……何やそれ」


　怒りを滲ませた声がつぶやく。


　洋介は顔を上げることができず、もう一度、すまん、と謝った。


　自分の気持ちを、今改めて藤崎に告げることだけはしたくなかった。好きだからどうしても我慢できなくてキスした、とだけは言いたくなかった。


　洋介にとってはありったけの想いを込めたキスでも、藤崎にとってはただの暴力でしかなかったはずだ。好きという気持ちを、あの暴力の言い訳にしてはならない。好きなら何をしても良いというわけではないのだから。


「謝るだけか？　おまえが言いたいことって、それだけなんか？」


　さっきより幾分かはっきりとした口調で言われて、洋介は唇を噛みしめた。


　謝る以外に、何を言えばいいのだろう。


　藤崎の気が済むんやったら、何でもする。


　けれど、その方法がわからない。


「なあ、仲本」


　突然左腕を強くつかまれて、洋介は反射的に顔を上げた。まっすぐに見上げてくる双眸とまともに視線が合う。


　ズキ、と胸が痛んだ。


　抑えきれない愛しさが胸に迫る。


　少しでも油断すると抱きしめてしまいそうで、洋介は顔をそむけようとした。しかし、思いもかけない素早さで右腕もしっかりとつかまれて、身動きできなくなる。


「なあ、仲本。キスしたこと、後悔してるんか？　俺のこと好きって言うたん、嘘やったんか？」


　下から覗き込むようにして問われて、洋介は考えるより先に叫んだ。


「嘘なんかやない、ほんまや！」


「そしたら何であの日、木倉さんがおまえんとこに来たんや。付き合うてへんて言うてたん、嘘やったんか？」


　間をおかずに尋ねた藤崎の口調は、明らかに洋介を責めている。


　洋介は必死で首を横に振った。


　嘘であるはずがない。


　現に今も、藤崎への想いで胸が爆発しそうなのだ。


「嘘やない、ほんまに付き合うてない」


「そしたら木倉さんは何で来たんや」


「それは俺のこと好きて思てたんは間違いやったて言いに」


「間違いて何？　好きて言われたんやろ。そんで付き合うてたんやろ」


「せやから付き合うてへんて」


「そしたら何で木倉さんは仲本のうち知ってたん？　仲本が教えたんやろ？」


　いつになく淀みのない口調で問い詰めてくる藤崎に、洋介は懸命に答える。


「何で俺があのコに住所教えなあかんねん。誰かに聞いたんやろ。それか学生課で聞いたんかもしれんし。とにかく俺は教えてない」


「誰かて誰」


　藤崎は追及の手を緩めない。頬を幾分か赤く染めて、まっすぐに洋介をにらみつけてくる。


「せやから知らんて言うてるやないか」


「ごまかしてもあかんで。そんなん、後ですぐばれるんやからな」


「ごまかしてへんって。何で俺がごまかさなあかんねん。ほんまに知らんのや」


　たじたじとなりながら答えた洋介は、段々妙な気分になってきた。


　何や会話だけ聞いてたら、痴話喧嘩みたいやな……。


「そしたらほんまに木倉さんとは付き合うてないん？」


「さっきからそう言うてるやろ。あれは偶然や。木倉さんのことなんか何とも思てない。ただの友達や」


「口では何とでも言えるもんな」


　ぷいと横を向いた藤崎に、洋介は自分の立場を忘れてムッとした。


　何べん言うたらわかんねん！


「ほんまに付き合うてない。俺が付き合うんは好きな奴だけや」


「木倉さんが好きなんとちゃうの？」


　拗ねたような口調で問われて、洋介は反射的に怒鳴った。


「ちゃうて言うてるやろ！　俺が好きなんはおまえや！」


　それこそ噛みつくような勢いで言ってしまってから、洋介はハッと我に返った。


　藤崎が、じっとこちらを凝視していた。大きな目を見開き、驚いたような表情をしている。


　しまった、と思った。


　が、もう遅い。


「あ……、ごめん、俺……」


　およそ意味のない言葉を口走った洋介は、目の前で藤崎がゆっくり微笑むのを見た。大輪の華が咲いたような鮮やかな笑顔を向けられて、茫然とする。


「それが、もっかいちゃんと聞きたかってん」


　熱っぽく掠れた声で囁いた藤崎は、ぱふ、と洋介の胸に顔を埋めた。柔らかな髪の感触が顎をくすぐる。


「怒ってるフリするんも、けっこう疲れるなあ」


　つぶやいた藤崎を反射的に抱きとめながらも、何が起きているのかわからず、洋介は瞬きをした。白昼夢を見ているような錯覚に陥る。


　聞きたいて、何が。


　何が聞きたかったて言うんや。


　てゆうか、何で藤崎が俺にしがみついてるねん。


　怒ってるフリて何や。


　理解できない。


　わけがわからない。


　言葉をなくした洋介の腕の中で、藤崎がぽつりぽつりと言葉を紡ぎ始める。


「俺、ずっと仲本が側にいてくれて、すごい嬉しかってん。俺、自分の気持ちを言葉にしたりするん苦手で。仲本といてると、俺が言いたいこと、ちゃんと言うてくれて、教えてくれて。わかってくれて。仲本が後ろにおってくれるだけで、すごい安心やったんや」


　一度言葉を切った藤崎は、そっと顔を上げて洋介を見上げてきた。洋介はただ、その零れ落ちそうな大きな双眸を見返すことしかできない。


「木倉さんが仲本のこと好きなんは、すぐにわかった。あのときはとっさに邪魔したらあかんて思て、脇坂さんと一緒に離れたんやけど、後からめちゃめちゃ嫌な気持ちになった。木倉さんのことがムカついて、腹立ってしゃあなかった。仲本も楽しそうやったし、俺みたいな小さい奴より、やっぱり並んで歩ける木倉さんみたいな人がええんかなて思たら、すごい、悲しいなって」


　懸命に言葉を選び、わかってもらおうとまっすぐに目を見て話す藤崎を、洋介はじっと見守った。


　何を言うてるんや、藤崎は。


　そんな言い方したら、まるで。


「そのときは木倉さんは女で俺は男やのに、そんな風に思うこと自体がおかしいって気ぃ付かんかったんや。けど、仲本、なんか俺のこと怒ってるみたいやったし、やっぱり俺が側におるんが嫌になったんかな、て心配になって。そんであの日、甘えたままで嫌われるんは嫌やから、養子にいこうて決心して、仲本に甘えてたことを謝ろうて思て、下宿に行ったんや」


　そこまで一息に話すと、藤崎は口をつぐんだ。


　しん、と沈黙が落ちた。


　遠くで子供が泣いている声がする。父親がなだめる声も聞こえてくる。


　頭上でサワサワと若葉が揺れた。


「仲本」


　藤崎が呼ぶ。張り詰めた絹糸の声で。


「あのとき……、好きやて言われて、抱きしめられてキスされたとき……。めちゃめちゃびっくりして、何やようわからんかった。もしかしたら悪い冗談かなて、思たけど……。仲本、俺と違て言葉いっぱい知ってるし、自分の気持ちをうまいこと表現できるのに、最後まで、ごまかそうとせんかったやろ。言い訳とか、絶対せんかったやろ。真剣に、好きやて言うてくれたやろ」


　洋介は黙って藤崎を見つめた。見つめることしかできなかった。言葉がひとつも浮かんでこない。


「そんでな、俺も、一人になって、落ち着いて考えてみたんや……。そしたら俺、ほんまは嫌やなかってん。抱きしめられるんも、キスも、嫌やなかった」


　藤崎は自分の気持ちを再確認するように、ゆっくりと言葉を紡ぐ。


「あのときはいきなりで、びっくりしただけやったんや。飛び出したんは、びっくりして……、そんでわけがわからんようになってるときに、木倉さんが来たからや。仲本が付き合うてへんて言うたのに、何でわざわざ下宿にまで来るんやろって。嘘つかれたと思て、悔しかった。……ううん、悔しいんとは違うな。木倉さんに、嫉妬したんや。そんで、気ぃ付いたんや。俺、俺な」


　藤崎は一瞬、ふ、と目を伏せた。その滑らかな頬はわずかに赤く染まっている。


「俺、たぶん、仲本が好きなんやと思う」


　再び見上げてきた黒目がちの双眸は、艶やかに潤んでいた。小柄な細身の体は、ぴたりと洋介に寄り添っている。


　洋介は何の反応もできずに、ただ茫然と藤崎を見返した。


　これは夢なんか。


　夢ならさっさと覚めてくれ。


　こんな夢、現実に戻ったら辛いだけや。


「俺、仲本とずっと一緒におりたいねん」


　見つめてくるだけの洋介に焦れたのか、藤崎が言う。


　……夢やない、と洋介は半ば茫然としたまま自覚した。


　現実や。


　現実に、藤崎が俺を好きやと言うてる。


「……ほんまか？」


　無意識のうちに尋ねた声は、無様に掠れていた。


「ほんまや」


　藤崎は迷うことなく即答する。


　洋介はまじまじと藤崎の大きな双眸を見下ろした。黒々と濡れた瞳が一心に見上げてくる。


　じわ、と胸の奥が熱くなった。


　次の瞬間、その熱が物凄い勢いで爆発して、洋介は思わず息を飲んだ。


　あっという間に全身が熱くなる。熱に侵された心臓が滑稽なほど躍り上がるのが、自分でもよくわかった。


　叫びだしたいほど嬉しかった。


　あまりにも嬉しくて、自分が嬉しいと感じているのかどうかもわからない。それほどに、嬉しい。


　藤崎が俺を好きやて？


　そんなことがあってええんか。


　震えるような歓喜の中で自問した洋介は、一瞬にして固まった。


　いや。


　あるわけない。


　こんな嬉しいことが、都合のええことが、そうそう世の中にあってたまるか。


　そんな簡単に信じたらあかん。


　信じてしまった後で、嘘や、やっぱり嫌いやと言われてしまったら、今度こそ立ち直れない。


　洋介は無意識のうちに、低く笑った。


「そんなん、嘘やろ。俺が好きやて言うてしもたから、そう言うてるんや。おまえは優しいから、俺を傷つけたないて思てるだけなんや」


「違う、そんなんとちゃう。好きや。ほんまに好きなんや」


　必死で言いつのる藤崎に、洋介は言い聞かせる口調で言った。


「あのときのことは、ほんまに悪かったと思てる。怖い思いさせてすまんかった。あんなひどいことして、今更許してもらえるとは思てない。こうやって口きいてもらえるだけでも奇跡やと思てる。せやから、そんな心にもないこと言わんでもええんや」


「嘘やない。俺、ほんまに仲本が好きなんや」


　藤崎は慌てて首を横に振り、ぎゅっと洋介のシャツをつかむ。その細い肩を自分の胸から引き離し、洋介は無理やり苦笑してみせた。


「そんなこと言われて俺が喜ぶと思てるんか？　おまえの優しさは間違うてる。そんな嘘つかれるぐらいやったら、最初から嫌いて言われた方がなんぼかましや」


　自嘲気味に言うと、藤崎の顔がまた泣き出しそうに歪んだ。黒目がちの双眸がすがるように洋介を見つめてくる。


「何で信じてくれへんの？　仲本、もう俺のこと好きやなくなった？　キスしたんも好きて言うてくれたんも、あのときだけのことやったん？　それか、さっき俺が怒ってたこと気にしてるん？　あれは嘘や。あんな風に責めたんは、仲本の気持ちを、確かめたかっただけやねん。俺はほんまに仲本が好きなんや。好きや、仲本。ほんまに、すごく、好きやねん……！」


　ボロボロ、とその大きな両の目から涙が溢れ出すのを目の当たりにして、洋介はハッと我に返った。


　そして、心の内に臆病な自分がいることに気付く。


　卒業してからも、ずっと離れたくないと思った。側にいたいと思った。


　けれど、ずっと、という言葉が口で言うほど単純なものではないことを、洋介は知っている。今日と同じ明日は来ない。くり返される日常はいとも簡単に変貌してしまう。


　ましてや二人は男同士だ。これから先、様々な苦難が待ち受けていることは目に見えている。


　それでも、好きでいられるか？


　好かれていられるか。


　立ち向かえるか。


　守ってやれるか。


　確証などどこにもない。


　だから不安でたまらない。


　けど。


　不安なんはきっと、俺だけとちゃう。


　藤崎も同じはずや。


　男に告白するだけでも、相当な勇気とエネルギーが必要だったに違いない。


　それでも、好きやて言うてくれた。


　一緒におりたいて言うてくれた。


　洋介は低くうめいた。


　俺はつくづく卑怯や。最低や。


　自分が不安やから、傷つきたくないから、この期に及んで迷たりして。怖がったりして。


　藤崎の不安を全然考えてへんかった。


　挙句に何よりも大切な藤崎を泣かせてたら、元もコもないやないか。


「藤崎……」


　胸を焦がす激情のままに、洋介は再び肩を抱き寄せ、藤崎を抱きしめた。小さな体は、抵抗することなくストンと腕の中に落ちてくる。


　強く肩口にしがみつかれて、白昼であることも、人通りが少ないとはいえ、誰かが通りかかるかもしれないことも、忘れた。腕の中の温もりが全てだった。


「ほんまに、俺のこと好きなんか？　おまえがどう思たかは別として、俺が無理やりキスしたことに変わりはないんやぞ。ずっとなんて言うてしもて、後悔せんか？」


　こく、と小さなつむじが頷く。


「後悔なんかせん。俺は仲本が好きや。それに……、キスかって、嫌やなかったて言うたやろ。せやから、もう今度からは、無理やりと……、ちゃうし……」


　自分で言った言葉が恥ずかしいのか、藤崎の小さな耳は真っ赤になっている。それでも、その口調に迷いは全くなかった。


　後悔などしないという藤崎の言葉に、言い様のない安堵を感じた自分に気付いて、洋介はわずかに苦笑する。


　藤崎は前向きだ。ともすればネガティブな思考に陥ってしまう洋介とは、正反対である。


　藤崎を守るどころか、俺の方が藤崎に守られてるみたいや。


　洋介は少しくせのある藤崎の髪に頬を埋めて、ため息をついた。


　日だまりのにおいがする。


　藤崎の名前の通り、広くて暖かい大地の香りがする。


「ほんまに、嫌やないんか？」


「嫌やないて、言うてるやんか。だいたい仲本、さっきから俺のことばっかり言うけど、おまえは後悔せんのか？」


「おまえと二人やったら、絶対せえへん」


「けど俺、女やないんやで」


　わずかに声のトーンを落とした藤崎に、洋介は微笑した。先ほどとは打って変わった不安げな物言いが、愛しくてたまらない。


「それを言うんやったら、俺かて女やない。男も女も関係ないんや。俺は藤崎が好きなんや。藤崎でないとあかんのや」


　ゆっくりと言うと、腕の中の藤崎の体が身じろぎした。


「親父も祖母ちゃんも、姉ちゃんも兄ちゃんも、うちは皆藤崎や。俺のことは、ちゃんと名前で呼んで」


　かわいい申し出に、洋介はたちまち頬が緩むのを感じた。


「大地」


「もっと」


「好きや、大地」


　赤く染まったままの、貝殻を思わせる愛らしい耳にそっと囁いてやると、藤崎はくすぐったそうに笑う。


「あのな、俺、土産買うてきたんやけど、これがすっごいベタやねん」


「木彫りの熊とかか？　それかバター飴とか」


　ううん、と首を横に振った藤崎は、洋介の腕の中に収まったまま顔を上げた。そしてにこっと笑う。
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「白い恋人」


「白い恋人て、クッキーの間にホワイトチョコが挟まったやつやろ。それのどこがベタやねん」


「俺は白いトレーナー着てるし、洋介は白いシャツ着てるし、白い恋人やんか」


　藤崎は楽しげに言う。何気なく名前で呼ばれたことも手伝って、洋介は頬が熱くなるのを感じた。


「アホ、そんなん今考えたこじつけやないか。恥ずかしいこと言うな」


「俺は恥ずかしいことないもん」


　またきゅっとしがみつかれて、洋介は何とも言えない暖かい気持ちになった。同時に、胸がしんしんと痛む。


　守られるだけではだめだ。


　この温もりを、何としても守らなければ。


　不安にさせるようなことがあってはならない。


　守れるか、やない。


　守るんや。


「大地」


「何？」


　呼んだ唇で額にそっとキスをすると、藤崎はまたくすぐったそうに笑った。












　ゴールデンウィーク明けの大学は、けだるさと軽い興奮に満ちていた。思い思いの休暇を楽しんだ満足そうな顔が、あちこちで談笑している。


　教室へ続く廊下を歩く洋介も、自分の顔が例外なく満足そうに緩んでいるのを感じた。始業までにはまだかなり時間があるため、廊下に人気はない。おかげで、一際緩んだ頬を隠す必要もない。


　実に有意義なゴールデンウィークだった、と洋介は思う。特に後半の二日を、一生忘れることはないだろう。


　藤崎が洋介の下宿から自宅に戻ったのは今朝である。昨日までの二日間、洋介はずっと藤崎と一緒にいたのだ。洋介は、一緒に観に行くはずだった映画を観に行こうかと提案したのだが、藤崎は首を横に振った。


　洋介と二人だけがええ。ずっと一緒におりたい。


　あかん？　と問われて、今度は洋介が首を横に振った。頬が最大限に緩むのを感じつつ、藤崎を抱き寄せてそっと囁いた。


　あかんわけないやろ、俺かておまえと二人だけがええ。


　小柄だがひきしまったしなやかな体を抱きしめて、頬に瞼に唇に、耳に首筋に項に、何度もキスをした。その合間に食事をしてシャワーを浴びて、また指を絡めてキスをした。そして夜はぴたりと寄り添って眠った。


　丸い頬を薄桃色に染めながら、藤崎は洋介のすることを全て受け入れてくれた。そして自らも洋介の首筋に腕をまわして唇にキスをしたり、頬に軽く噛みついたりもした。


　目が合うと、決まって恥ずかしそうに笑った。その顔が忘れられない。


　二年も側にいてたのに、藤崎があんなにかわいいなんて知らんかった。


　仲本、と声をかけられて振り向くと、岡田が駆け寄ってきた。珍しく、その隣に麻生の姿はない。


「藤崎は？」


　当然のように問われて、洋介は笑った。


「今日はまだ見てないな」


「珍しいな」


「そおか？」


　洋介はますます頬が緩むのを感じた。


「何や、気色悪いなあ。何かええことでもあったんか？」


　岡田がからかうように問う。洋介は正直に頷いた。


「まあな」


「人生バラ色いう顔やな」


「バラ色……。バラ色か」


　つぶやいて、洋介は緩んでいた唇を固く引き結んだ。


　藤崎は、北海道の伯父に養子の話を保留にしてくれるように頼んできたらしい。


　飛行機ん中で一人でいろいろ考えたんや。洋介が何でキスしたんか。ほんまに俺のことが好きなんか。洋介のことばっかり、気になって。そんで、洋介のことばっかり考えた。


　昨夜、洋介の腕の中で眠りに落ちる寸前、藤崎はどこかうっとりとした口調で続けた。


　そんで伯父さん家に着いたときにはもう、自分の気持ちがはっきりしてた。せやから養子の話は、ちょっと待ってほしいて、言うたんや。俺、洋介と一緒におりたいから。せやから、答え待ってもらうことにした。


　言うだけ言って満足そうなため息をついた藤崎は、洋介の首筋に額をすり寄せた。


　なあ、洋介。ずっと一緒におって？


　洋介はたまらない幸せを感じながら、ん、と頷いてくせのある髪を撫でてやった。


　おまえこそ、俺の側におってくれ。


　優しく囁くと、藤崎は目を閉じたままにこっと笑った。そしてそのまますうっと子供のように眠ってしまった。


　洋介はその細身の体をそっと腕の中に抱き込み、込み上げてくる愛しさに促されて滑らかな額にキスを落とした。


　将来、具体的にどうするかは、まだはっきりとわからない。近いうちにくる未来は、相変わらず濃い霧に包まれたように漠然としている。


　けれど、藤崎とずっと一緒にいたいという気持ちだけははっきりとしていた。藤崎が北海道へ養子に行くと言うのなら、自分も一緒に行こうと思う。


　どこにいようとも、どんな事態になろうとも、一番に考えるのは藤崎のことだと心に決めてしまうと、不思議と心は安らかになった。将来への不安も霧散した。


　何とかなる。


　何とかしてみせる。


「まあ人生、全部バラ色いうわけにはいかんけどな」


　自分に言い聞かせるようにして言うと、岡田は笑うこともなく、そうやな、と頷いた。


「ええことばっかりやないよな」


　低くつぶやく声に、洋介はその印象的な二重の目を見下ろした。憂いを帯びた目許に、うっすらと隈が浮いている。顔色が良くないことも手伝って、ひどくやつれて見えた。


　岡田はもともと理屈で物事を判断するタイプだ。その点は洋介とよく似ている。


　だから気持ちはよくわかる。これからのことを考えると、不安なのだろう。麻生を信じていいのか迷っているのかもしれない。


「そういや今日は、麻生は？」


　洋介の問いに、岡田は目を伏せた。


「さあ……、まだ見てない」


「喧嘩でもしたんか」


　さらりと言ってやると、岡田は苦笑した。


「喧嘩ってわけでもないんやけど……。おまえ、ほんまに鋭いなあ」


「そうでもないんや。ほんまはかなり鈍感やて最近わかったとこやねん」


　軽く眉をひそめてみせたところで、洋介、と声をかけられた。


　振り向くと、麻生と藤崎が歩いてくるところだった。藤崎はなぜか麻生の左腕のシャツをしっかりと握りしめている。麻生に比べるとかなり背が低い藤崎が袖を引っ張っているせいか、右手に大きな紙袋を持った麻生は彼に引きずられているように見えた。


　そのどこか微笑ましい光景に目を見開きつつ手を上げてみせると、藤崎は大きな目をパッと輝かせた。頬が上気し、顔中に明るい笑みが広がる。かわいい……、と洋介が思わず見惚れた極上の笑顔を苦笑に変えて、藤崎は麻生をちらりと見遣った。つられて洋介も麻生に視線を向ける。


　いつも真っ先に岡田を見つけ、微笑みかけるはずの麻生は下を向いており、歩みも重い。


　ほんまに喧嘩してるみたいやな……。


　どうやら藤崎も麻生と岡田の不和に気が付いて、麻生を無理やり引っ張ってきたようだ。


　洋介は改めて隣に立っている岡田を見た。


　こちらは食い入るように麻生を見つめている。一挙一動を見過ごすまいとする強い視線を放つ漆黒の瞳には、焦りと不安が見え隠れしていた。かなり深刻な事態になっているらしい。


「おはよう、岡田」


　岡田と麻生のただならぬ様子に頓着せず、藤崎は岡田に明るい笑みを向ける。


「……おはよう」


　答えた岡田の声は上の空だった。一応口許に笑みを浮かべてはいるものの、視線は麻生に釘付けになっている。一方の麻生は、ちらとも顔を上げようとしない。


「俺な、ゴールデンウィークに北海道に行ってきてん。土産、麻生に預けといたから」


　屈託のない口調で言った藤崎に、おおきにとつぶやくように礼を言いつつも、岡田は麻生を見つめ続けている。岡田の視線に気付いているはずなのに、麻生はうつむいたままだ。


　こら早いとこ二人きりにしたった方が良さそうやな。


「大地、俺、購買行く用事があるねん。付き合うてくれるか」


「うん、ええよ」


　藤崎はすぐさま頷く。


「そしたら行こ」


　洋介は藤崎の腕を引き、その場を離れた。


　後には岡田と麻生が残る。


　あの二人も、うまいこといってくれるとええんやけど。


「なあ、洋介。麻生と岡田、大丈夫かな」


　藤崎が懸命に首を伸ばして見上げていることに気付いて、洋介はつかんでいた腕をそっと離した。藤崎は当然のごとく洋介の前に走り出て、くるりと振り向く。


「麻生な、門のとこまで来てたのに帰ろうとしててん。様子がおかしかったから捕まえてどないしたんやて問いつめたら、岡田と顔を合わせたないて言うんや。あの麻生がやで。岡田も何かおかしかったし、相当ひどい喧嘩してるみたいやな」


　藤崎の眉間にきゅっと寄った皺を取り除きたくて、洋介は優しい口調で言った。


「あの二人のことや、すぐに元に戻るって」


「そうかな。そうやとええんやけど。俺、あの二人が喧嘩するん、嫌やな」


　思慮深げにつぶやいた藤崎の頭を、そっと撫でる。くせのある髪の感触が、掌に心地好い。


「大丈夫や、大地。おまえが心配することは何もない」


　諭すように言うと、藤崎は驚いたように顔を上げた。そして次の瞬間、鮮やかな笑みを浮かべる。


「洋介、こないだと違う人みたい。めっちゃカッコエエ」


　楽しげな口調で言われて、洋介はたまらない愛しさが胸に込み上げてくるのを感じた。


　藤崎にはやはり、笑顔が似合う。


「そしたら、それまではカッコエエことなかったいうことか」


　今すぐにでも抱きしめたい衝動を抑えようと、洋介はわざと軽い口調で言った。その努力を知ってか知らずか、藤崎はまたにこっと笑う。


「ちょっとだけ、カッコ悪かった」


「ちょっとだけ？」


「けど、カッコ悪いとこもかわいい」


「かわいい？　俺がか？」


「洋介はいろんなことがわかり過ぎて、そんで考え過ぎて、臆病になったり、暴走したりするときがあるやろ。そういうとこ、カッコ悪いけど、かわいいて好きや」


　うん、と一人頷いた藤崎は、照れたようにくるりと踵を返した。


　見慣れたつむじが目の前に現れて、洋介は思わず微笑む。


　かわいいのはおまえや。


「今日もええ天気やなあ」


　嬉しそうに言って、跳ねるように歩く藤崎の後ろを歩く。洋介はそれだけで満たされた気分になる。知らず知らずのうちにまた頬を緩めていると、視界の隅に鋭い目付きの女が映った。


　脇坂だ。


　こちらをにらみつけている。その隣には困ったような顔をした木倉もいる。


　洋介と目が合った脇坂は、あからさまな敵意をこめた視線をよこしたかと思うと、ツカツカと足音をたてて近付いてきた。木倉が慌てて後を追ってくる。


「あ、脇坂さん」


　気遣うようにつぶやいたのは藤崎だった。しかし、洋介の側から離れようとはしない。脇坂が歩み寄ってくるのをじっと見守っている。


　脇坂は洋介の前でぴたりと足をとめた。


　射殺そうとするかのように投げつけられたきつい視線を、無言で受けとめる。


　洋介がキスしてしまった日の夜、藤崎は脇坂に、ゴールデンウィーク中に二人で遊びに行かないかと誘われたらしい。その時点で、はっきりとその気はないと断ったそうだ。


　木倉が洋介の気持ちを知っていること、そして脇坂を説得する役目を負ってくれたことは、既に藤崎に話してある。


「仲本君」


　低い声で呼ばれて、洋介は藤崎をかばうように一歩前に出た。その無意識の仕種を見て、わずかに脇坂の頬が緩んだ。


「ちゃんと、大事にしてや」


　藤崎の方を見ずに、それだけを言う。


　誰を、という目的語が抜けていたが、洋介はしっかりと頷いた。


「ああ、わかってる」


「泣かせたら承知せんで」


「うん」


　洋介がもう一度頷いたのを確認すると、脇坂は少し笑って踵を返した。


「脇坂さん」


　その背に、藤崎が遠慮がちに声をかける。


　すると、脇坂は振り返らずに右手を上げ、ひらひらと振ってみせた。


　一部始終を見守っていた木倉が、ほっと息をついて洋介を一瞥する。軽く拝むように右手を上げてみせると、木倉は頷いた。そして即座に脇坂の後を追う。


　洋介は黙って二人の背を見送った。


　大事にしてと言ってはいたが、脇坂は洋介と藤崎のことを完全に納得したわけではないはずだ。好きになった人が自分以外の誰かを好きだったという事実だけでも辛いのに、その相手が男なのである。当分、藤崎と言葉をかわすことはできないだろうし、洋介とも今までのように気軽に話すことはできないだろう。


「脇坂さん、大丈夫かな」


　心配そうな藤崎の声が背後で聞こえて、洋介は振り向いた。眉を寄せた憂い顔で、藤崎はつぶやく。


「木倉さんにも、悪いことした」


「気になるか？」


　そっとその滑らかな頬を指先で撫でてやると、藤崎はくすぐったそうに笑った。


　しかし、寄せられた眉は緩まない。


「俺には何も言う権利ないて、わかってるねん。洋介を好きな気持ちは絶対に変えられんから。せやから、気にすること自体、脇坂さんに失礼やとは思うんやけど……」


　藤崎の気持ちはわかる。


　決して傷つけたいわけではないのだ。


　けれど誰かを好きになり、その人と共に歩むことは、ときにたくさんの人の心を犠牲にすることがある。男同士なら尚更かもしれない。


「大地」


　ん？　と顔を上げた藤崎の耳元に唇を寄せる。


「好きや」


　ありったけの想いを込めて囁くと、一瞬の間を置いてから、藤崎はぱっと耳を押さえた。


「な、何やねん、突然」


　黒目がちの大きな双眸が驚いたように真ん丸になっている。洋介は真っ赤になった藤崎の額を人差し指で軽くつついた。


「俺も、おまえを好きな気持ちは絶対に変えられん。せやから、脇坂さんも木倉さんも傷つけんようにすることはできん。彼女らが完全に納得できるようにはしてやれん」


「……うん」


　藤崎は頬を赤らめたまま、それでも神妙な顔で頷いた。


　かわいいと思う。愛しいと思う。


　その優しい心を、何としても守ってやりたい。


「せやから、俺はおまえと二人で幸せになる。傍で見てる奴がアホらしいなって呆れるぐらい、ラブラブになる」


　真顔できっぱりと言ってのけた洋介に、藤崎はますます赤くなった。白い首筋から耳まで、ほんのりとピンク色に染まる。


「なっ……、何で、そうなるねん」


「誰を傷つけても譲れん想いやったら、その想いに正直になった方がええと俺は思う。だいたい、普段はあんまり人に優しい言葉かけたりせえへん俺が、ヘンに傷つけた相手を思いやったり気ぃ遣たりしたら余計おかしいやろ。気ぃ遣われた方はバカにされたて思うかもしれんし、所詮は他人にどう思われるか気にする程度の、軽くて浅い気持ちやと誤解されるかもしれん。せやから俺はおまえとラブラブになることに決めた。そんで呆れられて、そんなに好きで幸せなんやったらしゃあないなあて苦笑いされたら、もうこっちのもんや」


　呆気にとられている藤崎に、洋介はにっと笑ってみせた。


　自分でも詭弁だと思う。けれど、少しでも藤崎の心を楽にしてやれるのなら、詭弁でも何でもかまわないと思った。


　悲しい顔はしてほしくない。苦しい顔もしてほしくない。


　藤崎を傷つけるもの全てから、守ってやりたい。


　周囲に人影がないことを素早く確認して、洋介は藤崎を正面から抱きしめた。


「好きや、大地」


　抗うことなく腕の中に収まった藤崎の耳に、もう一度唇を寄せて囁く。すると、藤崎は恐る恐る洋介の背に腕をまわした。一瞬の間を置いて、きゅっとしがみついてくる。


　腕の中の確かな温もりに、洋介は頬を緩めた。


「なあ、洋介？」


「うん？」


「そないにラブラブになろうとしてんのに、何で昨日、最後までせんかったん？」


　最後まで……？


　と心の内だけでくり返した洋介は、次の瞬間、絶句した。


「なあ、何で？」


　黒々とした瞳が腕の中から見上げてくる。いっそ無邪気なほど真剣な口調で問われて、洋介は頬が熱くなるのを感じた。


「何でて……、それは、やな……」


「したないん？」


　瞳を潤ませ、頬を朱に染めながら藤崎が尋ねてくる。


　洋介はぐらっと理性が揺らぐのを感じた。


　やばい。めちゃめちゃかわいい。


「いや、その……、俺は、したかったんやけど……」


　洋介も男だ。本当は、したかったのである。せめて触るだけでも、と思わないでもなかった。


　けど、いくら両想いになったからってすぐそういうことするんはあかんやろ、と自制したのだ。


　何といっても男同士なのだから、藤崎にもいろいろと心の準備がいるだろうし、自分の欲求を一方的に押しつけて、また泣かれてしまっては大変だ。藤崎を傷つけるものは、それがたとえ自分自身でも許せない。


　そう考えたのだが。


　……ひょっとして、しても良かったんやろか。


　いや待て待て。


　自分の都合のええように解釈したらあかん。


　ここは冷静に考えな。


「洋介」


　思考の海に溺れていたところをふいに呼ばれて、ハイ、と幾分か間の抜けた返事をする。


　藤崎は洋介にしがみついたまま、にこっと全開の笑顔を見せた。


　洋介は思わず、その輝くばかりの笑みに見惚れた。


「今度は、最後までしてな」


　言って、藤崎はするりと腕の中から抜け出す。


「……！」


　洋介が言われたことの意味をきちんと理解したとき、藤崎は既に廊下の端まで移動していた。


「何してるんや洋介！　置いてくで！」


　よく通る声が廊下に響く。照れ隠しなのか、やけに声が大きい。


「アホ、勝手に一人で行くな」


　赤面したまま返事をして、洋介は駆け出した。


　優しくて前向きな恋人に置いていかれないように。
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　仲本洋介は、鏡を覗き込んだ。


　シャツにタイ、その上にベスト。下はスラリとしたシルエットのパンツ。昨日用意しておいたジャケットを着て、黒の革靴を履けば、準備は完璧だ。いつもよりフォーマルな格好は、五日前、心持ち短く切った髪型と合っている。これなら改まった場所へ行っても、恥ずかしい思いをすることはないはずだ。


　九月下旬とはいえ、まだまだ残暑が厳しい。上着を着て外に出たら、間違いなく汗だくになるだろうが、今日はＴシャツにジーンズ、スニーカー、というラフな服装をするわけにはいかないのだ。


　尚もじっと鏡を見ていると、頬の辺りが引きつってくるような感じがして、洋介は思わず苦笑した。


　緊張してます！　ていう顔やな……。


　俺でもこういう顔になることがあるんや、と少し驚く。受験のときですら、洋介はあまり緊張したことがなかった。受かるときは受かるし、落ちるときは落ちる。受験会場に着いてしまった以上、じたばたしても仕方がない。そう思っていたから、高校も大学も、緊張のあまり青くなっている他の受験生たちを尻目に、淡々と試験を受けた。


　それなのに今日、たった一人の人物に会うというだけで、頬が引きつるほど緊張している。固くなることはない、普段通りにしていればいい。そうとわかっていても、力が入ってしまう。


　こんなんは初めてや。


　我知らずため息が漏れたそのとき、ピンポーン、とチャイムが鳴った。慌ててクローゼットの扉を閉め、はい、と返事をする。


「洋介？　俺」


　ピンと張り詰めた絹糸のような高めの声が聞こえた。途端に引きつっていた頬が緩む。


　洋介を呼び捨てにする人物は、両親を除いて、藤崎大地一人しかいない。


　開いてるで、と答えると、ドアが軽やかに開いた。


「ごめん、ちょお来るの早かっ……」


　たかな、と続けようとしたらしい藤崎は、ただでさえ大きな目を真ん丸に見開いた。同時に薄い唇も、わずかに開く。


「……何や」


　瞬きを忘れたように凝視されて、洋介は眉を寄せた。


　どっか変かな。


　怪訝に思って自分の服装を見下ろしてみるが、特別おかしいところはない。


「何や、どないした」


　まだ見つめている藤崎に尋ねると、我に返ったらしく、黒目がちの双眸がパチパチと瞬きをくり返した。


「洋介」


　にっこりと鮮やかな笑みを浮かべた藤崎が、手招きする。


「何？」


「こっち来て」


　もともと出かけるつもりだったのだ。軽く頷いてクーラーと電気を消し、洋介は玄関口に立っている藤崎の元に歩み寄った。


　明るい色のシャツとパンツが、華のある小作りな顔立ちによく似合っている。バランスのとれた体つきをしているので、背の低さは全く気にならない。


　先ほどまでの緊張感はどこへやら、いつ見てもかわいい、などと思って目を細めていると、くいと袖を引かれた。つられて背を屈める。


　すると、ちゅ、と音をたてて頬にキスされた。


　今度は洋介が目を丸くして藤崎を見下ろす番だ。


「ごっつオトコマエや。びっくりした。入学式んときみたい」


　目許をうっすらと朱に染めながら言われて、洋介は思わず破顔した。いつもカジュアルな格好ばかりしているので、今日の服装が珍しいらしい。


　照れくさいような、それでいて誇らしいような、不思議な感覚が胸を熱くする。誰に褒められても、ここまで嬉しくはならない。相手が藤崎だからこそ、心が浮き立つ。


「おまえもカッコエエで」


　お返しとばかりに滑らかな頬にキスを落とすと、藤崎はくすぐったそうに笑った。


「俺な、入学式で初めて洋介見たとき、めっちゃカッコエエ奴やなて思てん」


「カッコエエんは麻生やろ」


「麻生もカッコエエけど、洋介のとはちゃうねん。どっちもカッコエエんやけどな、種類がちゃうてゆうか、意味がちゃうてゆうか……」


　何とか言葉にしようとする藤崎の唇の端に、洋介はまたキスを落とした。


「要するに、俺のがおまえの好みやいうことやろ」


　囁くように言ってやると、藤崎は素直にこくんと頷いた。その仕種に、逆に照れくさくなって赤面した洋介を、大きな双眸が感心したように見上げてくる。


「やっぱり凄いな、洋介は。俺も、そういう風にうまいこと言えたらええのに」


「俺はおまえみたいに一生懸命言葉探して話す方が、誠実でええと思うけどな」


　くせのある髪をそっと撫でながら言う。掌に当たる柔らかな感触が愛しい。触れているだけで心が温かくなる。


　ありがと、と嬉しそうに笑った藤崎は、しかし次の瞬間、眉間に皺を寄せた。


「……けど俺、伯父さんに面と向かって、うまいこと自分の気持ちを言えるかどうか……。あんまり自信ないねん」


　ああ、そおやった。


　洋介は心の内だけで低くうなった。


　今日、洋介と藤崎は、藤崎の伯父、柴雅彦と夕食を共にすることになっているのだ。フォーマルな服装を選んだのは、招待された場所が居酒屋のような気軽な感じの店ではなく、料亭と呼ばれる店だったからである。


　北海道でいくつかの会社を経営している柴は、七年前に亡くなった藤崎の母親の兄だ。子供がいない彼は、藤崎を養子にして跡を継がせたいと考えているらしい。


「伯父さんが俺のことを今どう思てるんか、わからんねん。洋介のことも全然聞いてきたりせんし。それやのに、急に仕事で大阪来るから食事しようて言うたりして……。ええ人なんやけど、ちょお変わってはるから」


　不安そうに曇った藤崎の顔を見ていられず、洋介はもう一度、くせのある髪をそっと撫でた。


　不安な顔はさせたくない。心配そうな顔もさせたくない。


　暗い顔をさせないために自分は藤崎の側にいるのだと、洋介は思っている。


「大地」


　ここ数ヵ月ですっかり呼び慣れた名を呼ぶ。


「大丈夫や。おまえは一人やない。俺がおるやろ」


　ゆっくり諭すように言う。その言葉に嘘偽りなど欠片もないことを、わからせるように。


　洋介の想いが伝わったのだろう、藤崎はさも嬉しそうに顔を輝かせた。そして、ぎゅっと力をこめてしがみついてくる。


「一人やないもんな。二人一緒やもんな」


「そおや。せやから大丈夫やで」


　腕の中でこくんと大きく頷いた藤崎の額に、洋介はそっと唇を落とした。


　柴と初めて顔を合わせる今日という日は、恐らく人生最大の試練の日なのだ。


　その大事な日に緊張なんかしてる場合やない。


　俺がしっかりせんで、誰がしっかりするねん。























　柴と待ち合わせの約束をした駅の構内は、会社帰りのサラリーマンでごった返していた。九月の終わりに呑気に休んでいられるのは、大学生ぐらいのものらしい。


　駅の時計は五時五十分をさしている。待ち合わせの時間は六時だから、ちょうどいいだろう。


　洋介は無意識のうちにタイをしめ直した。


　夕方という時間帯も手伝ってか、外は想像していたより涼しく、それほど暑さを感じない。


　しかし、緊張のために掌に滲んでくる嫌な汗を止めることはできなかった。


「伯父さん、どういうつもりなんかなあ」


　ぽつりと言われて、洋介は隣に立っている藤崎を見下ろした。身長差のせいで、その顔に浮かぶ表情を読み取ることはできない。見えるのはつむじばかりだが、声の調子からすると、眉間に皺を寄せているのは明らかだった。


「順番からいうと、洋介と三人で食事するより、まず俺のことをどう思てるかを話してくれはるんが、先やと思うねん。何か変なこと考えてはらんとええんやけど」


　藤崎が柴に、洋介のことを含め、自分の気持ちを正直に書いた手紙を出したのは、今から一ヵ月ほど前のことだ。柴はその手紙に対して、特に何のリアクションも返してこなかったらしい。一週間前に突然、洋介と藤崎の三人で食事をしたいと連絡してくるまでは、まるで手紙のことなど知らないような態度だったと藤崎は言っていた。


「変なことて何や」


　少し背を屈めて問うと、藤崎は顔を上げた。予想していた通り、弧を描く眉がきつく寄せられている。


「それはわからんけど、伯父さん昔合気道やってたとか言うてたし……」


「俺が投げ飛ばされるかも、て思うんか？」


「もし伯父さんが洋介にそんなことしたら、俺が伯父さんを投げ飛ばし返す」


　真剣な口調で言う藤崎に、洋介は一瞬、大きく目を見開いた。ぎゅうと握られた拳に、本気で伯父を投げ飛ばそうとしている気持ちが表れている。


　いかにも藤崎らしいと思う。


　その藤崎らしさが、無性に愛しい。


　堪え切れずに笑いを漏らした洋介に、藤崎はムッとしたらしい。たちまち唇を尖らせた。


「何で笑うんや。俺は本気やで」


「投げ飛ばし返さんでも大丈夫やと思うで。俺を投げ飛ばすつもりやったら、最初から食事になんか招待せんやろ」


「そやろか」


「そおやで。大丈夫やて、心配すんな」


　優しい口調で言ってやると、藤崎はニコリと笑った。


「洋介が大丈夫て言うと、ほんまに大丈夫って感じがするな」


　見上げてくる瞳の中にあるのは、絶対の信頼だ。


　揺るぎないそれに、洋介は心がじんわりと温かくなるのを感じた。


　大学に入ってから二年間、ずっと友達付き合いしてきた藤崎を、友達としてではなく、自分一人のものにしたいという意味で好きだと自覚したのは、四ヵ月ほど前のことだ。自分でも気付かないうちに育っていた恋情は、理性を完全に吹き飛ばし、藤崎を抱きしめるだけでは飽き足らず、キスまでするという暴挙に走らせた。


　確かに藤崎は、洋介にとって、今まで出会った誰とも違う特異な存在だった。一人でいることが好きだったのに、藤崎の側にいることは全く苦痛ではなかった。それどころか、楽しかった。他人に頼られるなんて鬱陶しいと思っていたのに、藤崎に頼りにされると嬉しかったのだ。


　それでもまさか、自分が藤崎に対して恋愛感情を持っているとは、夢にも思っていなかった。


　そしてまた、藤崎も自分に恋愛感情を持っていてくれるなんて、想像もしていなかった。


　今、こうして藤崎と共にいられるのは、ひとえに藤崎のおかげだと洋介は思っている。勢いにまかせて告白した洋介とは違い、藤崎は無理やりキスされたことにこだわることなく、自らの意思で好きだと告白してくれた。


　俺が大地の立場やったらきっと、いつまでもうだうだ悩み続けて、告白するまでに相当長い時間がかかったやろう。


　藤崎に言わせると、ちゃんといろんなこと考えて、落ち着いて行動する洋介の方がスゴイ、ということになるらしい。しかし、それは逆を返せば、思考がネガティブにできているために行動が遅れてしまう、ということでもあるのだ。様々な負の可能性を考えるから、なかなか実行に移せない。


　前向きな思考と行動力。


　洋介に不足しがちなそれらを、藤崎は確実に持っている。


　洋介はすぐ側にある見慣れたつむじに視線を落とした。


　この小さな頭に入っている未来図と、自分の頭の中にある未来図を一致させることができたのも、藤崎のおかげだ。


　将来のことについて、洋介は藤崎とくり返し話し合った。


　大地の側におりたい。せやから北海道へ行く。


　何度か話し合った末に、洋介がきっぱりとそう言い切ると、藤崎はまず、伯父に全てを話すことから始めたいと言った。


　隠しても、ええことないと思うねん。俺も洋介と一緒におりたい。離れたない。伯父さんがそういうのはあかんって言わはるんやったら、養子にはなれん。せやからまず、伯父さんに話すわ。


　俺が一緒に行く言うたからって、そんなすぐに決めることないぞ。


　そう言った洋介に、藤崎は首を横に振った。


　こういうのは早い方がええねん。


　その言葉通り、藤崎は翌日、早速柴に手紙を書き、その日のうちに投函した。洋介には到底真似できない早業だった。


「何？」


　頭の天に向けられた視線に気付いたのか、藤崎がふいと顔を上げる。


「いや。そろそろ来はるんやないか？」


　無意識のうちに目許を緩めながら言うと、そやな、と藤崎は頷いた。


　時計の針は後三分で六時というところまで進んでいる。


「ううー、ほんまにドキドキしてきた。こんなに緊張するん、久しぶりや」


「こないだの試験のときも、同じようなこと言うてへんかったか」


　緊張をほぐすように、わざとからかうような口調で言ってやると、藤崎はぷう、と頬をふくらませた。


「言うてたけど、その緊張とこの緊張はちゃう」


「どっちのが緊張してる？」


「そら今に決まってるやろ。試験のときは、こんなに心臓ドキドキせんかったもん」


　拗ねた口調がかわいくて、洋介は思わずクスリと笑った。その反応を見逃さず、藤崎はムッとしたように眉を寄せる。


「何で笑うんねん。洋介、ほんまはそないに緊張してへんやろ」


　拳で腕を叩いてくる藤崎に、洋介はごめんごめんと謝った。


「緊張してるで。今日はお宅の息子さんをボクにくださいて、お願いするようなもんやからな」


「あ、またそんなこと言う。やっぱり緊張してへんやんか」


　してる、してへん、してるって、してへんもん、と戯れのような押し問答をくり返していると、ふいに咳払いが聞こえた。


　つい二人だけの世界に入り込んでしまっていたことに気付き、慌てて視線を上げる。


　そこに立っていたのは、壮年の男性だった。


　白髪まじりのオールバックの髪型が嫌味にならない、スラリとした体型をしている。洋介よりは背が低いようだが、品の良いグレーのスーツがよく似合っていた。


　藤崎に見せてもらったスナップ写真の中にいた柴氏、その人だ。


「あ、伯父さん」


　藤崎も柴が歩み寄ってきていたことに気付かなかったらしい。幾分か頓狂な声をあげた。
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「久しぶりやな、大地」


　響きのある低い声で答えた柴は、すかさず洋介に視線を向けた。藤崎とは全く似ていない切れ長の鋭い目が、射るようにこちらを見つめてくる。


「君が仲本君か。はじめまして、大地の伯父の柴雅彦です」


　自然な動作で握手を求められた洋介は、思わず息を飲んだ。口許に笑みを浮かべてはいるものの、柴の体からは言い様のない威圧感が発せられている。


　とりあえず投げ飛ばされることはなさそうやけど、一筋縄ではいきそうにないな……。


　洋介は緊張で引きつりそうになる頬を、精一杯努力して微笑に変えた。


「はじめまして。仲本洋介です」


　軽く会釈してから、差し出された右手を握る。しっかりと握り返してきた手は、年齢の重みを感じさせる骨太さを備えていた。


「待たせてしもたみたいで申し訳ない」


「いえ、さっき来たとこですから。今日は招待してくださって、ありがとうございます」


　思ったより落ち着いた声が出て、内心ほっとする。


　何事も最初が肝心だ。初対面で失態をさらすようなことはしたくない。


「いやいや、僕が勝手に決めたことやから。そしたら行こか」


　洋介の手を離した柴は、藤崎に向かって微笑みかけた。心配そうに眉をひそめていた藤崎は、ほっと息をついて頷く。


「うん。今日はありがとう、伯父さん」


「そないに改まることないぞ。ああ、もちろん仲本君も」


　ちらと視線を向けられて、洋介は、ありがとうございますと返した。安堵したように笑いかけてくる藤崎にも笑顔を返す。


　とりあえず、第一関門は突破、ちゅうとこやな。


　目顔でそう言ったことがわかったらしく、藤崎は小さく頷いた。























　薄紫色の和服を見事に着こなした女将に案内されたのは、店の一番奥にある和室だった。本来なら五、六人で使う部屋なのだろう、広くてゆったりとしている。


　やっぱり大阪は暑いなあ、などと言いつつ上座に柴が座り、洋介は藤崎と並んで、柴と向き合う形で座った。程なく先ほどの女将が現れ、挨拶して去っていったかと思うと、間を置かずに上品な料理が運ばれてきた。


　こうした料理を食べた経験がないわけではないが、外食といえば回転寿司かファミリーレストラン、という平均的なサラリーマン家庭に育った身としては、少々窮屈に感じる。


　藤崎はこういう場所に慣れてるんやろか。


　そう思って隣に目をやると、藤崎はきちんと正座をしていた。こちらを見てにこっと笑う。


　自然に笑みを返すと、ふいに、仲本君、と呼ばれた。


「はい」


　慌てて正面を向く。柴はにやりと白い歯を見せ、冷酒が入った銚子を軽く傾けた。


「ま、ひとつどうや」


「すみません、いただきます」


　答えて杯を差し出す。


　俺のが先に酌をすべきやったやろか、とも思ったが、今日招待されているのはこちらなのだ。接待をしているわけではないのだから、出過ぎた真似は控えた方がいいだろう。


　そんな風に考える余裕が生まれてきた自分に安堵しつつ、洋介は注がれた酒を一息に飲み干した。居酒屋で飲む酒とは段違いの清涼な味に、内心驚いていると、脇から藤崎が言う。


「洋介、何飲んでもあんまり顔に出えへんねん。強いで」


「そうか。おまえとは反対やな、大地。相変わらず日本酒は飲めんのか」


　洋介に向けるのとは全く違う優しげな笑みを浮かべた柴に、藤崎はムッとする。


「ちょっとは飲めるようになったもん。辛いのはあかんけど」


「そしたら焼酎はどうや。旨いのがあるから、飲むんやったら頼むぞ」


「焼酎は、あの匂いがあかんねん……」


「そしたらビールか。選択肢がどんどん狭なるな」


「俺は伯父さんみたいな酒飲みちゃうから、狭なってもええねん」


　憮然としてはいるものの、気安い口調で答える藤崎に、洋介の酌を受けていた柴が笑う。


　二人のやりとりを聞いていた洋介は、柴が相当藤崎に入れ込んでいることを肌で感じた。猫かわいがりというわけではなさそうだが、藤崎のことがかわいくて仕方がない様子が見て取れる。


　藤崎の母親、つまり柴の妹は、藤崎が中学一年のときに病死したと聞いている。


　前からかわいがってくれてはったんやけど、オカンが死んでからは特に、いろいろ気にかけてくれてん。伯母さんも凄いええ人で、姉ちゃんが結婚するときも、いろいろ世話してくれはったんや。


　そう話してくれた藤崎も、伯父夫婦のことをかなり信頼しているようだった。養子の話が出たのは藤崎が大学に入った年だったらしいが、本当はもっと以前から彼を養子にしたがっていたのかもしれない。


　そういう人が、大事な甥に男の恋人がおるて聞かされて、何も言わんってことはないよな。


　いくら何でも、このまま食事をしておひらき、というわけにはいくまい。


　そう思いつつ、いただきます、と手を合わせて箸を取ったとき、隣で藤崎が、うー、と小さくうなった。


　何事かと見遣ると、既に箸を進めていたはずの藤崎が、汁ものの椀の蓋に手をかけたまま眉を寄せている。どうやら蓋が椀にくっついて、取れないらしい。


「大地」


　小さく呼んで箸を置き、自分の椀を持ち上げる。眉間に皺を寄せたままの藤崎に見えるように、ぐっと椀を持つ手に力を込めて見せ、蓋を取る。抵抗なく取れた蓋に目を丸くした藤崎は、自分も同じように椀を持つ手に力を込めた。すると、蓋は呆気なく取れる。


　取れた蓋を手に、藤崎は嬉しそうにニッコリと笑った。洋介も小さく笑みを返す。


「それで大地。手紙に書いてあったことやけどな」


　唐突に本題を持ち出されて、洋介は危うく手に持っていた椀を取り落としそうになった。適度に調整されているはずの室温が、一気に下がったような気がする。


　反対に、藤崎は動じることなく伯父に向き直った。


「あの手紙に書いたことは、全部ほんまのことです。あれが、俺の正直な気持ちです」


　迷いのない口調に、柴もまた躊躇することなく、うんと頷いた。


「おまえが冗談でああいう手紙を書くとは思えへんからな。本気やいうことはわかった。けど、それは今の気持ちやろ。これから先、どうなるか」


　藤崎は、伯父さん、と呼ぶことで、柴の言葉を遮った。


「伯母さんと結婚したん、いくつんとき？」


　柴は鼻白んだ。


「……二十歳んときやな」


「伯父さんが大学二年で、伯母さんが一年のときやったんやろ。当時の伯父さんは今の俺よりイッコ下で、伯母さんは二コ下や」


　淡々と言った藤崎は、文句あるか、という風に柴をにらんだ。


　柴は軽く息を吐き、苦笑を浮かべて甥を見つめる。


「けど、僕は男で敬子は女やった。年齢さえ重ねてしもたら、そこらの夫婦と何も変わらん。けど、おまえと仲本君は違うやろ」


「それは、そおやけど……」


　藤崎は口ごもった。


　洋介は内心、ハラハラしながら二人のやりとりを聞いていた。助け船を出したかったが、これは藤崎と柴の、つまり伯父と甥の話し合いだ。第三者が口を出すべきではない。


「子供はまあ、男と女でも、うちみたいに授からんときは授からん。せやから別に子孫を残せとか、そういうことを言うてるんやない。男同士っていうんが悪い言うてんのともちゃう。学生時代の友達でゲイの奴がおったけど、友達として普通にええ奴やったし、偏見は持ってないつもりや。けど、そういう考え方は世間一般では通用せん。この際、世間は置いとくとしても、もっと身近な人らにも通用せんかもしれん」


　柴は一度言葉を切ると、洋介に視線を移した。


「大地の家族はどう思うやろ。仲本君も面識あると思うけど、実質的に大地を育てはった祖母の絹江さん、義兄さん、姉の玲子、兄の昴。皆、大地のことを大切に思てる。幸せになってほしいて思てるはずや。特に昴は、大地が僕の養子になることも、あんまり快う思てないみたいやしな」


「家族は俺が説得する」


　勇んで言った藤崎を、柴は軽く受け流した。


「許してもらえんかったらどうする？　絶対認めんて言われたら？　それとも、最初から黙ってるか。家族には内緒にしとくいうテもある」


　淀みのない口調が、藤崎ではなく自分に向けられていることを感じて、洋介は深呼吸した。


　ここでしっかりと答えなければ、今日柴と会った意味がなくなる。


　頬の辺りに藤崎の視線を感じながら、洋介は柴を見つめた。


「内緒にするつもりは、ありません。黙ってることは、ただそれだけで精神の負担になることがある。大地……、君にそんな負担は負わせたない」


　藤崎と話し合った結果、家族には隠さないことにしたのだ。もとより、祝福してもらえるなんて都合の良いことは考えていない。ただ、藤崎に隠し事をさせたくなかった。


　洋介自身は、両親に言っても言わなくても、どちらでも良いと思っている。もともと洋介は、両親とあまり密な関係は持っていない。一人息子であるにもかかわらず、彼らは過剰な接触をしてこなかった。物心がついてからは特に、親子というより、それぞれが独立した個人として付き合ってきた。共働きで父母共に忙しかったこともあり、両親には話さず、己の心の内だけに納めた出来事も少なくない。


　そんな自分に比べて、藤崎は家族との親密度が高い。二年間の友達付き合いで、そのことはよく知っている。仲の良い家族に隠し事をするのは苦痛だろうと思った結果、全てを話すことに決めたのだ。


「そしたら全部言うつもりなんやな？」


　射るような視線を向けられ、洋介は背筋を伸ばした。


「はい。段階を踏んで話して、納得してもらうしかないと思てます」


「話したところで、納得してもらえるとは限らんぞ」


「納得してもらえるまで話すしかありません」


「土下座せえて言われたら？」


「土下座ぐらいで納得してもらえるんやったら、いくらでもします」


　迷うことなく答えると、柴は、ほう、という顔をした。


　しかし、藤崎は納得がいかなかったらしい。洋介！　と焦った声で呼ぶ。


「俺が土下座なんかさせへんから！」


　思わず、という感じで怒鳴った藤崎をなだめたのは、柴だった。


「まあ落ち着け大地。土下座は単なるたとえ話や。だいたい、まだ義兄さんらには話してへんのやろ？」


「そやけど、でも」


　まだ何か言いたそうにしている藤崎から視線をはずし、柴は再び洋介を見つめた。眼光の鋭さに変わりはないが、その瞳の奥にはおもしろがるような光が宿っている。


「ええ度胸やな。僕は君のこと、けっこう気に入ったで」


　礼を言うのもおかしいような気がして、洋介は黙って頭を下げた。


　隣で藤崎がほっと息をついた気配が伝わってくる。


「けど、よう覚えといてくれ。僕も大地を大切に思てる。母親が早よう死んでいろいろ苦労した分、こいつには幸せになってもらいたい。辛い目にはあわせたない」


　真剣な口調に、洋介も、はいと真顔で頷いた。


　辛い目にあわせたくないのは、洋介も同じだ。


　不安そうな顔、心配そうな顔はさせたくない。藤崎らしい、明るい笑顔でいてほしい。


　それが一番の願いだ。


　そのためなら、何でもする。


「それから、もうひとつ。今から言うことは、オトナのくだらん屁理屈や思て聞いてくれたらええ」


　そう言うと、柴は洋介だけではなく、藤崎にも視線を投げた。


「世の中はハプニングの連続や。計算通りにいくことは少ない。思てもいてへんかったような、とんでもないことが起こる。それにどう対応するかで人生は決まると、僕は思てる」


　一度言葉を切った柴は、にやりと笑った。


「まあ、がんばれ」























　がんばれ、ちゅうのは、どういう意味なんやろ。


　洋介は眉を寄せて腕を組んだ。


　後期最初の講義ということもあってか、教室はそれなりに混み合っている。


　しかし、洋介の耳に周囲の喧噪は届いていなかった。日に焼けた肌を自慢気にさらす学生たちの姿も、視界に入らない。


　藤崎との仲を認めてくれたということか。


　それとも、認められないけれど、否定はしないということか。


　どちらともとれる。


　藤崎は、これでもう伯父さんは安心やな、と嬉しそうだったが、二日前の柴の態度は安心とは言い切れないものだったと思う。


　柴は最後まで、養子や仕事に関する具体的な話は持ち出さなかった。幸せであるとか、世間であるとか、抽象的な話に終始した。


　実質的には、ただ顔を合わせただけで、何も話し合えてないんと同じや。


　三年に進級したばかりの頃、具体的な未来が見えないことに焦りを感じた。藤崎の後ろを歩く時間を終わらせたくない、と思った。


　卒業してからもずっと藤崎の後ろを歩いてゆくことに決めた今、そうした焦りはない。


　けど、時間がないことに変わりはない。


　藤崎の家族への説得。藤崎の養子の話。仕事。それら全てに、できるだけ早く決着をつけなければならない。卒業まで後一年と数ヵ月しかないのだ。


　もし、柴の言うように、藤崎の家族が強固に反対したらどうなるだろう。


　何回話しても土下座しても、二人の関係を納得してくれなかったら？


　そんなことになったら、いつまでも卒業後の進路が定まらないことになる。


　それより何より、と洋介は思う。


　家族の理解が得られんかったら、大地が苦しむ。


　洋介はギリ、と胸が痛むのを感じた。自分の考えが悪い方へ悪い方へと転がっていることを自覚しつつ、止められない。


　説得に時間がかかればかかるほど、藤崎の苦しみは長引くことになるだろう。


　それだけは、何としても避けなければならない。


「えらい難しい顔してるな」


　低い声が降ってきて、洋介はハッと顔を上げた。


　いつからそこにいたのか、前の席に麻生直孝が座っていた。Ｔシャツにジーンズというありふれた格好だが、スラリと伸びた四肢は人目を引く。わずかに日に焼けた肌が、端整な顔を際立たせていた。


「ああ、麻生。久しぶりやな。岡田は？」


　いつも麻生の隣にいる岡田智里の姿を捜しながら問うと、麻生はわずかに口許を緩めた。


「智里はこの講義は取ってない」


「そうやったっけ……」


　洋介はぼんやりとつぶやいた。


　藤崎も別の講義を取っているので、ここにはいない。だからこそ、麻生の言う『難しい顔』で考え事をしていたのである。


　藤崎には、考え込んでいるところを見せたくない。


　心配させてしまうから。


「どないした。ぼうっとしておまえらしいないな」


　気遣うような麻生の口調に、洋介は苦笑した。


「いろいろな」


「藤崎と喧嘩でもしたんか？」


「いや、そういうわけやないねんけど」


　麻生は、洋介と藤崎が友達ではないことを知っている。洋介も藤崎も、彼に自分たちの関係を説明してはいない。しかし、岡田智里という同性の恋人がいる麻生は、直感で気が付いたようだ。


　そういや麻生と岡田も、ゴールデンウィーク辺りでかなり揉めてたみたいやけど、いつのまにか仲直りしてたな……。


　ゴールデンウィークの少し前に、藤崎と麻生、岡田の四人で花見をした。そのとき麻生に、アメリカに留学するかもしれないという話を聞いた。岡田と一緒にいるために、ゲイやノーマルといった枠組みを超えた仕事に就きたいのだと、麻生は言った。そのための勉強をしに、アメリカへ行くのだと。けれど、まだ岡田には、そうした話をしていないとも言っていた。


　この二人の未来図は、その後、どうなったのだろう。


「麻生」


「何や」


「受験勉強、どないや」


　微苦笑した麻生は、軽く肩を竦めた。


「鋭意努力中や」


「てことは、やっぱり行くんか、アメリカ」


　そのつもりや、と頷いた麻生に、洋介はさりげなく尋ねた。


「岡田は？」


「智里も一緒に行くことになった」


「一緒にて、アメリカにか？」


　うん、と麻生はあっさりと頷いた。


「叔父貴の知り合いがやってる子供用のオモチャ工場が向こうにあってな。小さいとこやねんけど、全部手作業でやってるんや。そこの職人に弟子入りするらしい」


　洋介は思わず瞬きした。


　初耳だ。


　ゴールデンウィーク前に麻生と話したときには、まだ麻生自身が留学するかどうかも、はっきりとは決めていない様子だったのである。


「……いつ、決めたんや」


「夏休みに二人で向こうに行ったときや。工場には、俺も一緒に叔父貴に連れてってもろたんやけど、智里はそこで思うところがあったらしい。俺は俺で大学見学したり、向こうの人にカテキョしてもうたりして、けっこう別行動とってたから、詳しいことは知らんのや。けど、日本に帰ってくるときにはそういう話が決まってた」


　淡々とした物言いだったが、言葉の端々に安堵が滲んでいた。表情の乏しい整った顔立ちにも、満足そうな色が見て取れる。


　そうか、と答えた洋介は、ざわりと心が波立つのを感じた。日に焼けて精悍さを増した麻生の顔を見ていられず、反射的に目をそらす。


　麻生と岡田は、もう、見つけたのだ。自分が生きる道を。


　各々が別々の道を歩きつつ、それでも一緒に生きていくことを決めた。


　決めて、動き出した。


　……他人と生き方を比べるなんて、ばかげている。


　自分たちは自分たち、麻生たちは麻生たちだ。


　そうとわかっていても、突き上げてくる焦りは誤魔化せない。


　話したところで、納得してもらえるとは限らんぞ。


　柴の声が耳に甦ってきて、洋介は顔をしかめた。


　心臓が不穏な音をたてて騒いでいる。腹の底から込み上げてきた苦い何かに、喉の奥を圧迫されているような気がした。


「仲本」


　麻生が何か言いかけたとき、教授が室内に入ってきた。軽く眉を寄せた麻生は、仕方なしに前を向く。


　明るい色に染められた麻生の髪を漸う視界に入れながら、早く、と洋介は思った。


　悠長に構えてはいられない。できるだけ早く、目の前にある問題を解決しなければ。


　時間は待ってくれないのだ。























「どないしたん、洋介。顔色悪いで」


　下から大きな双眸が覗き込んできて、洋介は思わず顎を引いた。いつのまにか、藤崎が投げ出した足の間にぺたんと座り込んでいる。


　明日土曜日やし、月曜日まで洋介んとこに泊まるって言うてきたから。


　そう言った藤崎と一緒に外で夕食を済ませ、下宿に戻ってきたのは三十分ほど前だ。


　藤崎がシャワーを浴びている間、昼間の麻生の話を思い出して、つい難しい顔をしてしまっていたらしい。


「そおか？　蒸し暑いからやろ」


　内心の焦りを悟らせまいと、殊更落ち着いた口調で答える。


　俺が藤崎を不安にさせてどないすんねん。


　焦っていることを知られるなんて、以てのほかだ。


「除湿やからかなあ。冷房にしよか？」


　テーブルの上のクーラーのリモコンを取ろうとした藤崎に、いや、と洋介は首を横に振った。


「大丈夫や。日ぃ暮れてきたから、もうそろそろ涼しいなるやろ」


　言って藤崎の肩をつかまえ、抱き寄せる。自分の体温より幾分か高い温度を内包した体は、呆気なく腕のなかに収まった。


　この温もりを離したくない。側にいたい。


　そのためにも、早く。早く早く。


　焦りばかりが胸を突く。


「洋介？」


「うん」


　頷いて、洋介はまだ湿っている藤崎の髪に頬を埋めた。すると、シャンプーの爽やかな香りが鼻をくすぐる。かぎ慣れているはずの匂いなのに特別甘く感じられるのは、その匂いが藤崎から発せられているからだろう。


　藤崎は自分にとって、唯一の特別な存在なのだ。


　そう思うと、ただでさえ焦燥に揺れていた胸が、ズキリと疼いた。


　守りたい。大事にしたい。


　そのためにも、できるだけ早く、自分たちの将来を決めなければ。


「どないしたん？」


　顎の下から尋ねられて、洋介は腕に力を込めた。


「ラブラブ攻撃」


　真面目な口調で言ってやると、藤崎はクスクスと楽しそうに笑った。ラブラブ返し、とふざけたように言って、ぎゅうとしがみついてくる。


「なあ、大地」


「何？」


「明日帰ったら、うちの人の都合、聞いといてくれんか？」


　静かに問うと、腕の中の体がわずかに身じろぎした。抱きしめる力をそっと緩めてやる。


　すると藤崎は、こちらを窺うようにゆっくり顔を上げた。黒目がちの大きな双眸が、まっすぐに見上げてくる。


　そらすことなく見つめ返すと、藤崎は丸い頬を赤く染め、さも嬉しそうに笑った。


「うん。聞いとく」


　その鮮やかな笑みに見惚れながらも、洋介は念を押した。


「できるだけ早い方がええんやけどな」


「うん、わかってる」


「遅うても今月中」


「うん」


　こくりと頷いた藤崎をもう一度抱き寄せた洋介は、軽く眉をひそめた。腕の中にある体の熱さに反応して、胸とは別のところが現金に疼き出している。


　抱きしめたい、と思った。


　直接肌を触れ合わせて、まだ数回しか達したことがない、藤崎の最も熱い場所に包まれたい。


　それはもちろん体の欲ではあったが、同時に、心の欲でもあった。


　藤崎大地という存在の一番近くにいるのが、他の誰でもない、自分だと感じたい。焦りを感じている今だからこそ、互いが互いを想っていることを確かめたい。


「大地」


「うん？」


「悪いけど、後でもういっぺんシャワー浴びてくれ」


　耳元で囁いて、そのまま耳朶を軽く食む。小さく体を震わせた藤崎は、洋介の胸を両手で押した。抗うことなくその動きを見守っていると、小麦色の腕が首筋に絡んでくる。かと思うと、ちゅ、と唇の端にキスされた。


「もっと暑うなるで。ええの？」


　至近距離から潤んだ瞳が見つめてくる。


　抑えられた声に甘い響きを認めて、洋介は自然と頬を緩めた。


「こういうときは、暑うならんと意味ないやろ」


　言って、薄く開かれた唇に己のそれを重ねようとしたちょうどそのとき、ピンポーン、とチャイムが鳴った。


　閉じかけていた瞼を上げ、思わず藤崎と目を合わせる。


　すると、ピンポンピンポン、と立て続けにチャイムが鳴らされた。


「……誰やろ」


　照れくさそうに笑いながら、藤崎が言う。


　それに苦笑を返しつつも、せっかくの甘い雰囲気を壊された洋介はムッとした。


「放っといたら帰るやろ」


　藤崎を抱き寄せたまま素っ気なく言うと、またチャイムが鳴る。今度はドンドンとドアを叩く音までする。


　どうやら訪問者に立ち去る意思はないらしい。


「出た方がええみたいやな……」


　洋介は仕方なく、藤崎の体をそっと離した。立ち上がった行き掛けの駄賃に、滑らかな頬にキスを落とす。


「後でな」


　小さく言うと、藤崎は頬を真っ赤にしながらも、しっかりと頷いた。


「うん、後で」


　その返答に笑み崩れる頬を自覚しながら、洋介は玄関に向かった。


　再びチャイムが鳴らされる。何か言っているようだが、このアパートの防音設備は意外としっかりしているので聞き取れない。ドンドン、とまたドアを叩く音がした。今度はキリキリとノブをまわす音まで聞こえる。


　時折、宗教の勧誘や新聞の勧誘、訪問販売の業者等がやってきて、しつこくチャイムを押し続けることがあるが、ここまでひどいのは久しぶりだ。


　何やねん。事と次第によっては、警察呼ぶぞ。


　洋介は顔をしかめ、チェーンをかけたままドアを開けた。


　刹那、思い切りノブを引っ張られる。


　同時に、ビン！　とチェーンが不穏な音をたてた。


「大地！」


　聞こえてきたのは怒り心頭に発した男の怒鳴り声だった。驚いて目を見開いている洋介の前で、またビン！　と音をたててチェーンが張り詰める。


　ドアの隙間から、小柄な男がにらみつけてきた。短く刈り上げた髪から覗く耳が、興奮のためか真っ赤になっている。どうやらチェーンで繋がれたままのドアを、必死でこじ開けようとしているらしい。


「開けんかコラ！　大地を返せこのヘンタイ野郎！」


　噛みつくように怒鳴られたかと思うと、今度は背後から藤崎が飛び出してきた。


「兄ちゃん！」


　兄ちゃん？


　てことは、この人は藤崎のお兄さんか。


　洋介がそう認識しかけたとき、男は藤崎に向かって励ますように言った。


「もう大丈夫や大地！　兄ちゃんが助けに来たったさかいな！」


「はあ？　何を言うてんねん。それより兄ちゃん、近所迷惑になるから静かにして！」


　藤崎が不機嫌な声で怒鳴り返すと、男は眉をつり上げた。


「近所迷惑やと？　何をアホなこと言うてんのや！　おいコラオマエ！　さっさとドア開けんかい！」


　物凄い剣幕で怒鳴られて、洋介は慌ててチェーンをはずした。


　途端にドアが勢いよく開き、男は勢い余ってたたらを踏む。


「あ」


　ひっくり返りそうになった彼に反射的に手を伸ばした洋介は、何の前触れもなしに、いきなり顎に激しい衝撃を受けた。


「っ！」


　しまった、と思ったときには、もう遅かった。


　唐突に視界が暗くなる。


　かく、と膝から力が抜け、意識が飛んだ。























「兄ちゃんのアホボケカス！　帰れ帰れ帰れ！」


　癇癪を起こしたような藤崎の声。


「俺はおまえを助けに来たんや、大地。もう怖いことないんやぞ。これからは俺がコイツをおまえに近付けさせへんから、安心してええんや。せやからうちに帰ろう」


　優しく説得する、聞き慣れない声。少し藤崎と似た高めの声だ。


「何わけわからんこと言うてんねん！　怖がってなんかいてへんわ！」


「わけわからんことないやろ。おまえはコイツに騙されてるんや。ひどいことされたから、怖がってるだけなんや」


「そんなんとちゃうて何べん言うたらわかんねん！　俺は洋介が好きなんや！　それやのにいきなり殴るなんて、洋介に何かあったら、兄ちゃんのせいやからな！」


「ちょお落ち着け、大地。せやからそれはおまえの思い込みや。そういう風に思わされてるだけなんや」


「違う！　何でわかってくれへんねん！　もう兄ちゃんとなんか話したない！　帰れ！」


　泣き声に近い怒鳴り声に、大地、と別の声が呼びかけた。


　今度は可愛らしい女の声だ。この声は、何回か聞いたことがある。


「あんたらうるさいで。静かにしなさい」


「せやかて姉ちゃん！」


　食ってかかる藤崎にため息をついたのは、男か、女か。


「とにかく昴。あんたがいきなり仲本君を殴ったんは、褒められたことやないよ。わたしが来んかったら、そのまま放ったらかして帰ってくるつもりやったんやろ」


「当たり前や。そいつは犯罪者なんやぞ」


「お黙りなさい単細胞。まだ大地からも仲本君からもちゃんと話聞いてへんのに、先走った真似して。だいたい、法的に言うたら犯罪者はあんたの方や。これ、立派な傷害罪やで。もし仲本君に何かあったら、どう責任とるつもりや」


　ふいに声が近くなったような気がして、洋介は眉を寄せた。途端に顎の辺りがズキンと痛む。口の中が錆くさい。わずかに身じろぎすると、今度は左の膝が割れるように痛んで、思わず低くうめく。


　洋介、と心配そうに呼ぶ藤崎の声が聞こえた。


　ゆっくりと目を開ける。


　視界に映ったのは、アパートの見慣れた天井だった。


　どうやらベッドに寝かされているらしい。


　確か、玄関先でいきなり顎を殴られて。


　そこで意識が途切れた。


　つまり、俺をここまで運んでくれた人がおるってことや。


「大丈夫か、洋介」


　ベッドの脇で声がして、洋介はおもむろに顔をそちらに向けた。同時に、顎にあてられていた冷たいタオルが滑り落ちる。


　頭の横に、必死の形相を浮かべた藤崎が座り込んでいた。その隣には、心配そうな顔をしたショートカットの小柄な女性がいる。そしてもう一人、ベッドから少し離れた場所に小柄な男が胡座をかいており、こちらをにらみつけていた。


　皆、一様に目が大きい。一目で兄弟だとわかる。


「ごめん、洋介。ごめんな、痛かったやろ」


　心底安心したような、それでいて泣き出しそうな声で謝った藤崎は、洋介の顎にそっと手を伸ばした。


「ほんまにごめんね、うちの弟が野蛮な真似をしてしもて。何回か顔合わしたことあるからはじめましてではないけど、一応自己紹介しときます。わたし、大地の姉の根岸玲子です」


　タオルを手に取りながら、小柄な女……玲子は頭を下げた。


「あ、どうも……」


　慌てて体を起こそうとした洋介は、しかし、起き上がることができずに再びベッドに沈没した。


　きつく目を閉じる。


　目眩がして起き上がれない。


「洋介！」


　悲痛な声で呼んだ藤崎に、洋介は目を閉じたまま、大丈夫や、と答えた。


「……ちょお、クラクラするだけやから」


　言葉を発する度に、顎だけでなく、左の頬の内側も痛んだ。どうやら切れているらしい。口の中が錆くさかったのも、この傷のせいだろう。歯を食いしばる間もなく殴られたのだと思い知らされる。


　頭の中がぼんやりとしていて、思考がまわらなかった。考えがまとまらない。


　何でこんなことになってしもたんやろ……。


　洋介のその考えを読んだように、鋭い語調で飛んできた。


「俺は謝らへんからな」


「兄ちゃん！」


「おまえは黙ってえ、大地」


　ぴしゃりと言って、兄は続けた。


「ええか、よう聞いとけ。大地はゲイやない。普通の男や。女の子と恋愛して結婚して、幸せな家庭を作るんや。おまえがどういう趣味かは知らんが、大地を引っ張り込むな」


「違う！」


　怒鳴ったのは、藤崎だった。


「引っ張り込まれてなんかいてへん！　俺は自分の意思で洋介を好きになったんや！」


「ええ加減にせえ、大地！　おまえは騙されてるんや！　こんな奴のために自分の一生台無しにする気か！」


　再び始まった怒鳴り合いに割って入ったのは、妙に迫力のある京訛りの言葉だった。


「や・か・ま・し・い、て何べん言うたらわかるんえ」


　しん、と沈黙が落ちる。


　どうやら姉の言葉は、二人の弟に対して絶大な効果があるらしい。


「仲本君」


「……はい」


　失礼かとは思ったが、洋介は横になったまま返事をした。へたに起き上がると、また目眩がするかもしれない。そうなると、ただでさえ鈍っている思考力がますます使い物にならなくなってしまう。


「怪我をさせてしもたことは、ほんまに申し訳ない。謝ります。医者に行くんやったら、治療費払いますから」


「いえ、たぶん、冷やしといたら大丈夫やと思うんで……」


　できるだけ顎を動かさないようにして言うと、玲子はまた、ごめんなさいねと謝った。そしてゆっくりとした口調で続ける。


「今の状態で何を話しても、お互いにきちんとした意見は言えんと思うの。せやから日を改めたいんやわ。体の調子がええようやったら、できれば明後日の二時に、うちに来てほしいんやけど、どう？」


　洋介は一度目を閉じた。


　明後日といえば、日曜日だ。これといった予定はない。


　どっちみち、近いうちに話するつもりやったんやし……。


　瞼の上に藤崎の視線を感じる。訴えるようなその視線に応えて、洋介は瞼を上げた。


　見下ろしてくる漆黒の瞳と、目が合う。


　長い睫を従えた双眸の奥に、不安げな色が見え隠れしていた。


　ああ、こういう顔はさせたない。


　辛そうな顔は、させたくない。


　洋介は藤崎を安心させるように口許を緩めてみせてから、言った。


「……伺います」


　玲子はため息を落とした。


「ありがとう。仲本君が冷静な人で助かったわ」


「冷静やからタチが悪いんやないか。コイツ、確信犯やで」


「昴」


　腹立たしげに言った昴を、玲子は強くたしなめた。声質は可愛らしいが、その口調には大人の女の迫力が備わっている。


「ええ加減にするのはあんたや。ほんまにごめんね、仲本君。今日は大地、置いてくから。明後日、一緒にうちに来てくれるかな」


　二つの声が同時に、姉ちゃん、と呼ぶ。


　ひとつは嬉しそうな藤崎の声。もうひとつは不満を隠そうとしない昴の声だ。


　玲子はその両方を無視して、洋介に話しかけた。


「よう冷やして、お大事にね。目眩が取れんようやったら病院に行くんよ」


「はい、すんません」


「仲本君が謝ることない。悪いんはうちの弟や。大地、ちゃんと看病するんよ」


　うん、と大きく頷いた藤崎にタオルを手渡して、玲子は腰を上げた。そしてまだこちらをにらみつけている昴の頭を、軽く小突く。


「ほら昴、帰るで」


「ほんまに大地、置いてくんか」


「さっきそう言うたやろ」


「こんな奴と一緒に置いといて、姉ちゃんは平気なんか？　こいつは大地をたぶらかしたんやで。一緒にさしといたら今度は何を吹き込むか」


「しつこいで、昴。さあ、立って！」


　姉に促されて、昴は渋々立ち上がった。もう一度駄目押しのように洋介をぎろりとにらみつけてから、ふいと背を向ける。


　靴を履く弟の背にため息を落としてから、玲子は丁寧に頭を下げた。


「ほな、お邪魔しました」


　パタン、とドアが閉まる。


　刹那、部屋の中に静寂が訪れた。


　人口密度が急に低くなった八畳の洋室が、やけに広く感じられる。


　洋介は思わず大きく息を吐いた。同時に顎と口内が痛んで、顔をしかめる。


　身長差があったからやな、と洋介は今更ながら分析した。昴より二十センチほど高い身長が仇になり、頬に当たるはずだった昴の拳が顎に当たったのだ。しかも、もろに急所に入ってしまった。膝が痛むのは、倒れたときに床に打ちつけてしまったからだろう。


「……兄ちゃんなんか、大嫌い」


　ぽつりと言われて、洋介は傍らに座り込んでいる藤崎を見遣った。うつむいた丸い顔は、泣き出しそうに歪んでいる。


「洋介に怪我さして、ひどいこと言うて。大嫌い」


「大地」


　大きな両の目からポロポロと涙がこぼれ落ちる。


「ごめん、洋介。ごめん」


「泣かんでええ。だいたい、おまえが謝ることやないやろ」


　ヒク、と子供のようにしゃくり上げる様を見ていられず、洋介は手を伸ばして滑らかな頬を濡らす涙を拭った。
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　胸がしめつけられるように痛む。顎や膝の痛みなど、その比ではない。


　こんな顔はさせたくない。


　泣かせたくない。


「大丈夫や。こんなもんぐらい、何でもない」


「洋介が、倒れて……、呼んでも、答えてくれへんくて……。何回呼んでも、答えてくれへんくて……。それやのに、兄ちゃん……、俺のこと、連れて、帰ろうとしてん……。洋介が……、洋介が、倒れてるのに……！」


「もう大丈夫やから」


　洋介は腕を伸ばして、藤崎の頭を胸に抱き寄せた。


　くせのある髪をそっと撫でてやると、体ごとしがみついてくる。


「なあ、大地。洋介、て呼んでみ」


「……洋介……」


　はい、と洋介は返事をした。小刻みに震える肩を、ゆっくりとさする。


「ほらな、ちゃんと答えが返ってくるやろ」


「……洋介」


「うん」


「洋介……」


「はい」


「洋介」


「うん。大丈夫やで」


　一刻も早く安心させたくて、優しく囁く。


　こんなに不安にさせたのかと思うと、また胸が痛んだ。呑気に気を失っていた自分が腹立たしい。なぜもっと早く返事をしてやれなかったのかと情けなくなる。


「大丈夫や、大地。大丈夫」


　尚も洋介、と呼ぶ藤崎の肩を撫で続ける。すると、少しずつではあるが、震えが収まってきた。しゃくりあげる声も小さくなってきている。


　思わずほっと息をつきつつ、洋介は考えた。


　それにしてもあの二人、どうやって俺と大地のことを知ったんやろ。


　昴の物言いからすると、洋介と藤崎が恋愛関係にあることを、二人とも既に知っているようだった。その事実を知って逆上し、飛び出していった弟を姉が追いかけてきた、ということなのだろう。彼らが知っているということは、藤崎の父と祖母も知っていると考えた方が良さそうだ。


　もっと時間をかけて話すつもりだった。自分の口から直接話すことで、生半可な気持ちではないことを証明するつもりだった。


　それなのに、彼らは先に知ってしまった。


　何でや。


　真っ先に、柴の顔が脳裏に浮かんだ。


　藤崎の手紙だけなら、まだ冗談か、気の迷いで済ませることもできた。しかし、実際に藤崎に洋介を紹介されたとなると、話は違ってくる。藤崎の話によると、柴と藤崎の家族は相当親しい間柄らしい。大切な甥の本気を知って心配した柴が、家族に話したのかもしれない。洋介も藤崎も特に口止めしなかったのだから、これは充分考えられる。


　あの人、いったい何を考えてるんやろう。俺と大地を別れさせたいんやろか。


　藤崎が洋介と付き合うことに反対なら、食事を共にしたとき、はっきりとそう言えば良かったのだ。


　それとも、他に何か思惑でもあるのだろうか。二人の仲が本物かどうか、試そうというのか？


　現時点では、何とも言えない。


　そもそも、柴が話したとは限らないのだ。他の人物が話した可能性もある。


　柴さんやなかったら、脇坂陶子かもしれん。


　そう思ってから、洋介は、否、と否定した。


　藤崎が彼女をふってから、四ヵ月ほどが経過している。今頃になって、脇坂が藤崎の家族に事の次第を話すとは考えにくい。もし話すなら、もっと早い時期に話しているはずだ。


　となると、やっぱり柴さんやて考えるんが妥当か……。


　あれこれ推測し続ける自分に、洋介は小さく自嘲の笑みを漏らした。


　藤崎の家族がどのようにして洋介のことを知ったのかは、この際、問題ではない。


　問題は、こちらが話す前に知られてしまったことなのだ。


　今から藤崎の家族に会いに行ったとしても、言い訳をしに来たと解釈されてしまうだろう。もともと話すつもりなどなかったのではないか、知られてしまったから仕方なく出向いてきたのではないかと、疑われるかもしれない。


　それでも、誠心誠意話すしか道はないんや。


「洋介」


「うん？」


「一緒に寝てもええ？」


　少し顔を上げた藤崎が、上目遣いにこちらを見つめてくる。こぼれ落ちそうな大きな双眸と目許はまだ赤いが、涙は止まったようだ。


　たまらない愛しさを感じながら、洋介は体を横にずらした。


「どうぞ」


　悪戯っぽく言ってやると、藤崎は嬉しそうに笑って、するりと横にもぐり込んできた。


　しがみついてくる体を胸に抱きとめる。腕の中にすっぽりと収まった温もりに、洋介は思わず安堵の息を吐いた。藤崎も、ほう、とため息を落とす。


「腫れるかなあ……」


　顎にひやりとした冷たさを感じて、洋介は目を眇めた。藤崎が手に持っていたタオルをあててくれたらしい。


「ちょっとは腫れるやろな」


「……兄ちゃんとはもう、口きかん」


　依怙地な口調に、洋介は苦笑した。


「そんなこと言うな。おまえのこと大事に思てはる証拠やないか」


「洋介のこと悪う言う奴は嫌いや」


「大地」


　柔らかく、けれどたしなめるように呼ぶ。


　七つ年上の兄を、藤崎がどんなに信頼しているか、洋介は知っている。仕事で忙しい父親のかわりにキャッチボールをしてくれたのが兄なら、近所の山へカブトムシを取りに連れて行ってくれたのも兄だと聞いた。


　転んだときには助け起こし、泣いたときには頭を撫で、年の離れた弟を殊更かわいがったという。母親が亡くなったときには、多感な年頃だった藤崎を随分気にかけていたらしい。叱られたことはあっても、喧嘩したことは一度もないと藤崎は言っていた。


　藤崎にとって、昴は大切な人だ。


　自分のために、その兄を悪く言ってほしくない。嫌ってほしくない。


「明後日、ちゃんと話しよ。そしたらきっとわかってくれはるて。な」


　ゆっくり背を撫でてやると、藤崎は無言で頷いた。きゅっと胸にしがみついてくる小さな体を、包むように抱きしめる。


　本当は、わかってもらえるとは思っていなかった。


　今日、藤崎の話に耳を貸そうとしなかった人間が、たった二日で考えを変えるはずがない。明後日になっても、きっと昴は今日と同じ反応をするだろう。父親と祖母がどういうスタンスをとるかは神のみぞ知るだが、昴と同じ反応をされると考えた方が良い。甘い考えは捨てた方が賢明だ。


　どっちにしても、大地は辛い思いをせなあかん。


　洋介はくせのある髪に、そっと口づけた。


　ズキリ、と胸が刺すように痛む。


　どんなに努力しても、言葉を尽くしても、今回ばかりは藤崎を守ってやれそうにない。


　大地が傷つく原因が、俺自身にあるんやから。


　俺が側におる限り、大地の心痛はなくならんのや。


　そのことがひどく歯痒く、また、どうしようもなく辛かった。























「俺が帰ってくるまで、ちゃんと寝とくんやで。ムチャしたらあかんで」


　聞きわけのない子供に対するような口調で言われて、洋介は苦笑しつつ、はいはいと頷いた。ハイは一回でええの、と叱られて、首を竦める。


「別に俺、病人やないんやけどな」


　玄関でスニーカーを履き終えた藤崎は、しかめっ面で振り返った。


「病人やなくても怪我人や。顎、アザになってしもたし」


　今朝の目覚めそのものは、頭痛も目眩もなく、想像していたよりずっと快適なものだった。顎の左辺りに赤黒い痣ができていることと、口を動かすとそこが痛むこと、そして左の膝が内出血して酷い痣になっていることを除けば、いつもと同じだ。頭の方はすっきりしている。どうやら軽い脳震盪を起こしただけだったらしい。


「見た目ほど痛いことないんや」


「あかん。足かてアザなってたやんか。買い物は俺が行ってくるから、洋介はおとなしいしといて」


　今朝になって、洋介は食料の買い置きがほとんどないことを思い出した。明日、二人で買いに行けばいいと思っていたので、冷蔵庫の中は空に近い。


　洋介は一緒に買い物に行くと言ったのだが、藤崎は頑として首を縦に振らなかった。


　曰く、怪我人はおとなしい寝てなあかん。


「こんなもんぐらいで怪我人は大袈裟やで。やっぱり俺も行こか」


「洋介」


　大きな目でにらみ上げられて、洋介は、はい、おとなしいしてます、と素直に項垂れた。藤崎が心配してくれているのがひしひしと伝わってきて、自然に頬が緩む。


　しかし同時に、ズキリと胸が痛んだ。


「そしたら行ってくる」


「気ぃ付けて行けよ」


　ドアのノブに手をかけた藤崎の背に声をかける。


　すると藤崎は肩越しに振り向いて、ようやくにっこりと笑った。そして機敏な動作で踵を返す。


　静かにドアが閉まると同時に、洋介はため息を落とした。


　余計な心配をさせているのが自分自身だと思うと不甲斐ない。そしてまた、藤崎が辛い思いをする根本的な原因が自分なのだと考えると、いたたまれなくなる。


　藤崎を傷つけるもの全てから、守ってやりたい。


　悲しい思いや辛い思いをさせたくない。


　藤崎を守るために、側にいるつもりだった。


　けど、これやったら逆効果や……。


　我知らず、またため息を落としたそのとき、コンコン、と軽いノックの音がした。はい、と答えると、鍵がかかっていないことを知っているかのように、すぐにドアが開く。


「こんにちは」


　遠慮がちなその声に、洋介は大きく目を見開いた。


　ドアの隙間から顔を覗かせたのは、藤崎の姉、根岸玲子だった。昨日と同じく、Ｔシャツに綿のパンツというラフな服装をしている。


　何で今、この人が来るんや？


　まさか明日まで待てんと、大地を連れ戻しに来たとか？


　そこまで事態は悪化しているのだろうか。


「昨日はごめんね。ああ、やっぱり痣になってしもたね。具合はどう？」


　心配そうに眉を寄せた玲子に、洋介は我に返った。


「大地……、君は買い物に出たばっかりで、ここにはいませんけど」


　幾分か警戒した口調で言うと、玲子はあっさりと頷く。


「うん、知ってる。実は朝からずっと大地が外出るの待ってたんよ」


「朝から、ですか……？」


「一日限りのストーカーやし、許したって」


　悪戯っぽく笑った玲子は、軽く小首を傾げてみせた。ショートカットの前髪がサラリと揺れる。藤崎とは対照的なくせのない髪だ。


「仲本君、今ちょっとだけ話さしてもろてもええかな。手短に話すし、大地が戻ってくるまでには終わるから」


　落ち着いた表情で言われて、洋介は玲子を見下ろした。


　藤崎から聞いた話によると、童顔のせいで若く見えるが、玲子は今年三十歳になるという。二年前に高校の同級生と結婚した彼女は、実家のすぐ近くのアパートに住んでおり、度々藤崎の家を訪れているそうだ。祖母と二人、藤崎の母親代わりをした人物である。


　祖母ちゃんと姉ちゃんの二人がかりで説教されると、もうあかんのや。姉ちゃんの声、死んだオカンによう似てて、何も言えんようになってまうねん。


　そう言って、困ったように、けれど嬉しそうに藤崎は笑った。


　玲子もまた、藤崎にとって大切な人だ。


「はい。わかりました」


　しっかり頷いてみせると、玲子はほっとしたように微笑んだ。


「ありがとう。仲本君が理性的な人で良かった。うちの昴に仲本君の爪のアカを煎じて飲ませてやりたいぐらいやわ」


　同意することもできず、洋介はただ苦笑した。いくら理性的な人間でも、自分の大切な弟に男の恋人がいると聞かされれば、感情的にもなるだろう。


「あがらはりますか？」


「ううん、ここでええわ」


　首を横に振った玲子は、大きく息を吐いた。ちらりと洋介を見上げ、くっきりと描かれた眉を寄せる。


「仲本君が女の子やったら、何の問題もなかったんやけどね……。あの子、落ち着きのうてちょこまかしてるから、仲本君みたいなしっかりした人がついててくれると、わたしもほんま安心やし……」


　独り言に近いつぶやきを、洋介は鋭い痛みと苦味をもって受け止めた。


　玲子は冷静だ。言葉にも表情にも刺がない。昴のように感情的になっていない。


　しかし、それはイコール洋介との仲に賛成ということではないのだ。


　軽い失望を感じている自分を、洋介は心の内で嘲った。


　反対して当たり前やないか。弟が男と付き合うんを、誰が諸手挙げて賛成する？


　黙っている洋介に、玲子はふと微笑を浮かべてみせた。


「昨日の夕方、突然伯父が藤崎の家に来たんよ。そんで、大地の養子の話はなかったことにしてくれて言うてきたんやわ」


「……伯父さんて、柴さんですか？」


　我知らず眉をひそめて尋ねると、玲子は頷いた。


「伯父は母が生きてるときから大地のことを特別かわいがってて、ずっと養子にほしいて言うてたんよ。その伯父が急に、養子の話はなかったことにしてくれて言い出すなんて、おかしい思うやんか。そんで理由を聞いたら……」


「俺の話が出たんですね」


　藤崎の家族に話したのは、やはり柴だったのだ。


　洋介はきつく奥歯をかみしめた。その拍子に、顎がズキリと痛む。


　世の中はハプニングの連続や、と言った柴の声が耳に甦った。


　あの時点で、柴さんはもう話すつもりやったんやろか？


　俺と大地を別れさせるには、それが一番ええ方法やと思たんやろか。


「伯父はちょお変わった人やからね。わたしは大地本人から話を聞かんことには信じられんて言うたんやけど、昴は信じてしもた。大地にかなり入れ込んでた伯父が、大地をいらんて言うたことが、逆に仲本君との話の信憑性を高めることになってしもたみたいやな。ものも言わんと飛び出して、昨日の有様や」


　ほんまに申し訳ない、と玲子は頭を下げる。


「仲本君が気ぃ失うてる間、大地は昴が仲本君を殴ったことを、物凄い責めたみたいで……。あの子が昴のことを嫌いて言うたんは、初めてやったんよ。そんで話を聞くまでもなく、伯父の話がほんまやいうことが、昴にもわたしにもわかったわけや」


　玲子は一度言葉を切ると、うつむけていた顔を上げた。


　バチリと視線が合う。


　藤崎とよく似た黒目がちの双眸に、非難の色はなかった。


　かわりに浮かんでいたのは、悲壮なほどの哀願の色だった。


「わたしは、仲本君が大地を騙したとかたぶらかしたとか、そんなことは思てない。仲本君がほんまにあの子のことを大事に思ててくれるんは、大学入ってからのあの子の様子を見てたらようわかる。伸び伸びして生き生きして、毎日ほんまに楽しそうやった。仲本君のおかげやと思う。けどな、そういう風にあの子を大切に思てくれる仲本君やからこそ、考えてほしいねん。何が大地にとって、ほんまの幸せなんか」


　大地にとっての、幸せ。


　洋介はその言葉を、口の中だけで反復した。


　俺が側におって、ほんまに大地は幸せか？


　洋介が側にいなければ、家族との確執が生まれることもなかった。辛い思いをすることなどなかったのだ。柴の養子になり、経営者となる将来を潰されることもなかった。これから先、結婚はしないのか、子供は作らないのか、と世間にうるさく言われる心配もなくなる。


　本来、藤崎は他人に後ろ指さされるような要素など、何ひとつ持ち合わせていないのだから。


　黙ってしまった洋介に、玲子は切々と続けた。


「私がＯＬやってたとき、凄く尊敬してた男の先輩がいてはったんよ。ほんまにええ人でね。根気よう仕事を教えてくれはったし、後輩の私のミスもようかぼてくれはった。せやけどその人が同性愛者やて、どっからか噂が流れてきて……。本人もそれを敢えて否定せんと、肯定しはったんよ。そしたら……」


　玲子は言葉をつまらせた。何かを堪えるようにぎゅっと唇をかみしめてから、ゆっくりと息を吐く。


「私は、その人が同性愛者やからどうっちゅうことないて思た。それと人間性は別やて、思た。せやけど、周りの人の態度は、がらっと変わってしもた。誰かが取引先にも噂を流したみたいで……。先輩個人だけやのうて、会社にも、悪戯電話とかファックスとか落書きとか……、他にもいろいろ、今時子供でもせんような、ひどい誹謗中傷があって……」


　当時を思い出したのか、玲子はきつく眉を寄せた。


「結局、先輩は会社を辞めてしまわはった。それからどうしてはるんか、全然わからん。年賀状送っても、宛先不明で返ってくるしね……。後から聞いた話やと、どうも会社の内部に噂を流した奴がおったらしい。先輩は優秀やったし、皆に好かれてはったから、たぶん、嫉妬ていうか、逆恨みていうか……。そういうくだらんことが原因やったんやと思う」


　玲子は一旦言葉を切ると、深いため息を落とした。


　洋介はただ黙っていた。玲子が目の当たりにした厳しい現実に対して、言うべき言葉など、ひとつも浮かんでこなかった。


「あのことで私、思い知ったんよ。世の中には、何も悪いことしてへんでも、ただ他人と違う嗜好を持ってるゆうだけで攻撃の的になることがあるて。あれは理屈やない。何というか……、ほんまに、物凄い悪意やった。たとえ噂を煽った奴がおったとしても、あれは行き過ぎや。ただ同性を好きになる人やいうだけで、何であそこまで攻撃されはったんか、私には今も全然理解できん。けど……、世の中に、そういう理不尽な悪意が存在してることだけは、わかる。せやから……」


　玲子はまっすぐに洋介を見上げた。


　その大きな双眸に映っていたのはやはり、強い哀願だった。


「勝手なこと言うてるんはわかってます。けど、お願いします。どうか大地と別れてやってください。わたしはあの子を、あの理不尽な悪意にさらしとうない。あんな辛い目にあわせとうない。あの子には、幸せになってもらいたい」


　お願いします、ともう一度言って、玲子は深く頭を下げた。ただでさえ背の低い彼女がそうして頭を下げると、顔が全く見えなくなってしまう。


「顔上げてください。そんなんされたら困ります」


　洋介が慌てて言うと、玲子は、お願いします、お願いします、とそれだけをくり返した。


　腰よりもずっと低い位置にある小さな頭を見下ろした洋介は、胸の奥を圧迫されているような息苦しさを感じた。強い力で全身を縛られたように、身動きひとつできない。


　こんな風に大地の家族に頭を下げさすことが、大地の幸せなんか？


　心配させることが、大地の幸せなんか。


　……違うやろう。


　違うに決まっている。


　幸せなわけがない。


　ズキリと胸が強く痛んだ。


　俺が大地に、辛い思いをさせてるんや。


　誰よりも何よりも愛しいと思う、藤崎大地を、俺自身が。


「……とにかく、顔を上げてください。お気持ちはようわかりましたから」


　息苦しさを必死で堪えつつ、洋介は何とか落ち着いた口調で言った。


　その言葉に、玲子はそろりと顔を上げる。


「大地のいてへんとこでこんな話するなんて、自分でも卑怯やと思う。わたしは、仲本君一人を悪モンにしようとしてる。弟かわいさのエゴや。そやけど……」


　涙声になった玲子に、洋介は意識して唇の端を引き上げて見せた。自分の顔が笑顔に見えていればいいと思いつつ、言葉を紡ぐ。


「大地に幸せになってほしいんは、俺も同じです。せやから、言うてはることの意味は、わかるつもりです」


　藤崎を好きになった時点で、様々な苦難が待ち受けていることは予測していた。覚悟もしていたつもりだった。藤崎を守れるのなら、泥水をすすり、地を這っても構わないと思っていた。


　それほどに、好きなのだ。大切なのだ。


　藤崎は洋介にとって、初めて、心から好きだと言える相手だった。


　けど、ほんまに大地を大切に思うんやったら、ほんまに大地の幸せを願うんやったら、この人の言う通り、俺が大地の側から離れるべきなんや。


　大地を好きな気持ちでいっぱいで、俺はそのことを全然わかってへんかった。


　どんなに好きでも、好きという気持ちだけでは乗り越えられないことが、世の中には数多ある。玲子に改めてそのことを思い知らされたような気がした。


　胸が引き裂かれるように痛んで、呼吸が引きつる。歪む顔を見られたくなくて、洋介は足下に視線を落とした。


「……考えます。今日明日中に、決められることや、ないですけど……、考えてみます」


　声が震えないように努力した甲斐があって、唇からこぼれ落ちた言葉は、案外静かなものになった。


「ほんまに、ごめんなさいね」


「謝らんといてください。それより、早よ帰らはった方がええですよ。大地と鉢合わせするとまずいでしょう」


　うつむいたまま言うと、ええ、と玲子が頷く。洋介は額の辺りに彼女の視線を感じた。どうやら洋介が顔を上げるのを待っているようだ。


　しかし、洋介は足下に視線を落とし続けた。


　完全に色を失っているだろう顔を、玲子にさらす勇気はなかった。


「……そしたら、帰ります」


　ため息まじりの小さな声がした。続けて、お邪魔しました、という気遣うような声が聞こえ、静かにドアが閉まる音がする。


　洋介はうつむいたまま、その場に立ち尽くした。


　立ち尽くすしかなかった。


　この、気持ちを。


　藤崎を好きな気持ちを、殺せるか。


　殺して、離れられるか。


「大地……」


　無意識のうちに呼んだ途端に、また胸が痛んだ。


　……無理や。


　殺せるわけがない。


　殺すことができるなら、最初から抱きしめたりしなかった。キスしたりしなかった。好きやと、告げたりしなかった。


　そしたら、どないする。


　離れられないのなら、どうすればいい？


　答えの出ない問いだけが、洋介の頭の中をぐるぐるとまわっていた。























　玲子に案内された八畳間は天井が低く、いかにも昔ながらの座敷、という感じだった。しかし、掃除が行き届いているせいか、古びた印象はない。


　上に座っているのは、藤崎の父親である。その右隣に祖母、左隣に昴、昴の隣に玲子が座っている。藤崎と洋介は、彼らと向かい合うように座っていた。


　沈黙が六人を支配して、数分が経過しようとしている。


　座敷に通された後、藤崎が真っ先に話をした。洋介を好きなこと。一緒にやっていきたいこと。きっぱりとした口調で話す藤崎の言葉を、洋介はうつむいたまま聞いていた。


　離れるべきだとわかっている。


　けれど、離れられない。離れたくない。


　そのジレンマは、藤崎の家族と向き合って尚、どうすることもできずに洋介を苛み続けていた。


　昨日、買い物から帰ってきた藤崎は、極端に口数が減った洋介を、特に不審には思わなかったようだった。顎と足が痛むという洋介の言葉を信じたらしい。顔色が冴えないのも、怪我のせいだと思ったようだ。


　ほら、やっぱり痛いんやんか。怪我人はおとなしいしてて正解や。


　そう言って、食事の用意から洗濯まで一人でこなした。見慣れたつむじがくるくると動く様を、洋介は泣きたいような気持ちで見守った。


　離れられないなら、攫ってしまえばいい。家族なんかクソくらえや。


　そう考えた次の瞬間、そんなんはあかん、と否定する。


　そんなことをしたら、一番苦しむんは大地や。


　堂々巡りする思考を止められず、なかなか結論を出せない自分が情けなかった。


「……仲本君」


　ふいに低い声で呼ばれて、洋介は弾かれたように顔を上げた。今日は冷房も暖房もいらないほどよい気温のはずなのに、背中が汗でじっとりと濡れているのを感じる。


　呼んだ藤崎の父親は、困ったように眉を寄せていた。藤崎が言っていたように、彼も小柄だ。心持ち顎を上げるようにしてこちらを見ている。


「昴が君に怪我さしてしもたことは、謝る。申し訳なかった」


「謝ることないで、親父。悪いんはこいつ」


　憤然と言いかけた昴を、玲子が止める。


「黙ってなさい、昴」


「せやかて姉ちゃん」


　反論しかけた息子を、今度は父親が咳払いをすることで制した。


「正直言うて、わたしにはよう理解できんのやが……。とにかく大地、おまえは、この仲本君と……、その、一緒になりたいというか……、そういうことなんやな？」


　問われて、藤崎はしっかりと頷いた。父親は、うーん、とうなる。


　それきり黙ってしまった彼のかわりに、祖母が酸っぱいものを食べたような顔で口を開いた。


「冗談、いうわけやないんやね？」


「冗談でこんなこと言うたりせん。俺は本気や」


　迷うことなく返された答えに、祖母も、うーん、とうなる。


「親父も祖母ちゃんも、何をうなってんねん」


　再び落ちてきた沈黙を破ったのは、昴だった。苛々しているのを隠そうともせず、父親と祖母に向かって早口で言いつのる。


「大地はこいつに騙されてるんや。ええように洗脳されてるだけなんや。話なんかするだけ無駄やて、俺が最初から言うてるやろ。とにかく早ようこんな奴家からたたき出して、大地をちゃんとした道に戻さんと」


「兄ちゃんは黙ってて！」


　弟の鋭い声に、昴は一瞬、怯んだ。しかし、すぐに気を取り直し、こちらに身を乗り出す。


「ええか、大地。こいつを好きやなんて、思い込みや。騙されてるだけや。俺はおまえのことを思て言うてるんや。おまえが大事やから、幸せになってほしいから、言うてるんやぞ」


　昴の語尾を攫うように、仲本君、と再び父親が呼んだ。


「わたしら家族は、大地を大事に思てる。母親を多感なときに亡くして大変やったやろうに、まっすぐ育ってくれた。大地には、幸せになってほしい。それは、わかってくれるな」


　洋介は無言で頷いた。そのまま顔を上げることができず、机の木目に視線を落とす。


　膝の上で握りしめた拳が、細かく震えた。


　俺かて一緒や！　と心の内で叫ぶ。


　俺かて大地が大事や。幸せになってほしい。


　そう思うからこそ、苦しんでいるのだ。


「仲本さんは、どない思てはるんえ？」


　柔らかな京訛りで聞いてきたのは、祖母だった。


「大地の話は、今聞かしてもろた。けど、仲本さんの話はまだや。聞かしてもらえんやろか」


「祖母ちゃん！」


　怒鳴った昴を、また玲子が止める。


　しん、と再び沈黙が落ちた。


　洋介は、鼻先の辺りに殊更強い玲子の視線を感じた。その視線に込められた思いは、昨日と同じ哀願だ。


　お願いします。どうか大地と別れてやってください。お願いします、お願いします。


　何度も必死に訴えかけてきた声が、耳に甦った。


「洋介」


　小さく呼ばれて、袖を引かれる。


　話をしろということなのだろう。


　けれど、今のこの状態で、いったい何を話せばいい？


　離れた方が藤崎のためになるとわかっているのに、一緒にいたいなどと言えるはずがない。


　必ず守るから、辛い思いはさせないから、幸せにするから、などと、どの口で言える。


　一緒におりたいのは、俺の自分勝手な恋情や。


　それを大地に押しつけて、ほんまに幸せにしてやれるんか？


「洋介」


　焦れたように呼ばれて、洋介はこくりと息を飲んだ。


「……俺は、おまえに……、辛い思いをさせたない」


　喉の奥からようやく絞り出した声は、力なく掠れていた。


「俺は、おまえのことが好きや。おまえが、凄く大事や。せやから、幸せになってもらいたい」


「洋介」


　洋介の様子がおかしいことに気付いたのだろう、藤崎が心配そうに呼ぶ。


　それを敢えて無視して、洋介は言葉を続けた。


「俺と、一緒におっても……、おまえは、幸せには、なれんやろう。俺から離れた方が、きっと、ええ人生を送れる。おまえは俺と……、別れた方が、幸せなんや。せやから……」


「何言うてんねん洋介！」


　驚いた声で叫んだ藤崎を、玲子が大地！　と呼んだ。


「黙ってなさい！」


「姉ちゃんこそ黙ってて！　なあ、洋介。どないしたんや。何があったん？　何で急にそんなこと言うん？」


　両手で腕をつかまれて、強く揺さぶられる。


　洋介は黙って唇をかみしめた。


　今、口を開けば、藤崎への想いをぶちまけてしまう。


　おまえらのことなんか知ったことか！　世界で一番大地を想てるんは、この俺なんや！　大地は俺のもんや！


　そう怒鳴れば、自分は楽になる。


　けれど、藤崎は？


　家族を罵倒された藤崎は。


　握りしめた拳の中で爪の先が皮膚に食い込むのを感じて、洋介はきつく眉を寄せた。


「洋介、洋介！　なあ、何か言うて！」


「落ち着きなさい、大地。仲本君はあんたに幸せになってもらいたいんや。せやから、一緒にはいられんて言うてるんやないの」


　洋介を揺さぶり続ける弟を見兼ねてか、玲子がきつい口調で言った。


　刹那、藤崎の動きがピタリと止まる。


　洋介は、うつむけた横顔に藤崎の強い視線を感じた。それがふいに離れたかと思うと、低く、うなるような声が聞こえた。


「……姉ちゃん、洋介に何か言うたな？」


　息を飲む音。


「わたしは、あんたのためを思て……」


「うるさい！」


　声を限りに叫んだ藤崎は、勢いよく立ち上がった。


　そして間を置かず、思いの全てを吐き出すような大声で怒鳴った。


「俺のため俺のためてうるさいねん！　兄ちゃんも姉ちゃんも、俺の気持ちなんか全然考えてへんやんか！　自分らが考えてる幸せに、俺をあてはめてるだけやろ！　そんなん余計なお世話やねん！　俺の幸せを決めるんは、兄ちゃんやない、姉ちゃんやない、親父でも祖母ちゃんでもない！　洋介でもない！」


　突然出てきた己の名に驚いて、洋介はうつむけていた顔を跳ね上げた。


　そこには、頬を真っ赤に染め、悔しげに眉を寄せた藤崎の顔があった。熱で潤んだ大きな双眸には、今まで一度も見たことがない強い光が宿っている。


　その場にいた全員を圧倒するほどの堅固な光に、洋介は息を飲んだ。


「俺は洋介が好きなんや！　洋介の側におることが俺の幸せや！　それやのに、何で勝手に俺の幸せを決めるん？　何で勝手に別れるて決めるん！　何で姉ちゃんの言うたことは気にするくせに、俺の気持ちは気にしてくれんのや！　俺がどうするんが幸せか、洋介にかて決めることはでけん！　俺の幸せは、俺が自分で決める！　誰にも口出しさせへん！」


　一点の濁りもない高く通る声が、耳に突き刺さった。


　かと思うと、ふいに藤崎の顔が歪む。今にも泣き出しそうな表情を隠すようにくるりと踵を返した藤崎は、止める間もなく座敷を飛び出した。開け放たれた襖が、パン！　と派手な音をたてる。


　洋介は茫然と襖を見つめた。


　あの、大地が。


　いっつも明るうて、優しい大地が怒った。しかも泣きそうやった。


　俺のせいや。俺が怒らせた。俺が泣かせた。どないしょう。


「大地！」


　慌てて立ち上がったのは、昴だった。すぐさま追いかけようとする彼の腕を、父親がつかまえる。


「放っときなさい」


「けど親父！」


「今行ったら逆効果や言うてんのや！」


　低く怒鳴った藤崎の父親の声に、洋介はハッと我に返った。


　どないしょうとか思てる場合やない。


　追いかけな！


　気が抜けたように座り込んだ昴とは反対に、勢いよく立ち上がる。ズキリと膝が痛んだが、この際、そんなことはどうでもよかった。


「すんません、失礼します」


　おざなりに頭を下げた洋介は、藤崎の家族の反応を確かめる余裕もなく、一目散に駆け出した。























　外は穏やかな秋晴れだった。夏には地上を灼き尽くすかのように強かった日差しが、今は優しく撫でるように降り注いでいる。


　その柔らかな陽光の下、洋介は忙しなく辺りを見まわした。


　入り組んだ路地のどこにも、求める姿はない。


　小さく舌打ちして、再び駆け出す。足を踏み出す度に膝だけでなく顎も痛んだ。口の中も痛い。


　これは罰や、と洋介は思った。


　藤崎が一番大切だと言いながら、藤崎の気持ちを考えなかった罰だ。


　俺の幸せは、俺が自分で決める！　誰にも口出しさせへん！


　藤崎の声が、何度も耳元でリフレインしている。


　あの声を聞いたとき、頭の芯を力まかせに殴られたような気がした。


　おまえの言う通りや、大地。


　おまえの幸せを決める権利は、俺にはない。誰にもない。


　おまえの幸せは、おまえのもんや。


　俺はおまえのことを、いつのまにか自分の付属物みたいに考えてたんかもしれん。俺なしでは成り立っていかれへん、不完全なもんやと考えてたんかもしれん。俺が守ってやらんとあかん、弱いもんやと考えてたかもしれん。


　どうしようもなく好きだと気付いて、抱きしめて、キスして、告白して。その想いに応えてもらって、心だけでなく、体でも愛し合って。生まれて初めて知った、たった一人を愛しいと思う気持ちにかまけて、大切なことを忘れかけていた。


　大地は、自分の意思で自分の人生を決められる大人や。プライドを持った男なんや。


　そんな当たり前のことを、俺は忘れかけてた。


　藤崎に辛い思いをさせまいと庇うより、もし彼が辛い思いをするなら、その辛さを共に味わって、二人で乗り越えようとするべきだったのだ。もし藤崎が苦しむのなら、どんなにまわり道をしてでも一緒に苦しんで、二人で克服しようとすべきだった。


　藤崎の喜びはもちろんのこと、苦しみも、辛さも、全て藤崎自身のものだ。それらを分かち合い、共に味わうことは許されても、奪うことは許されない。


　なぜならそれらは、彼の人生に必要なものかもしれないからだ。藤崎が成長するために、不可欠なものかもしれないからだ。


　俺はそれを、守るいう口実で、一方的に奪おうとしてたんや。


　最低や、と思う。藤崎の幸せはこれだと一方的に決めつけて、それを押しつけるなんて以てのほかだ。そんなものは、藤崎の意思を無視した勝手な言い分に過ぎない。


　大地が怒るのも無理ない。


　俺はいったい、何様のつもりやったんや。


　洋介はいつのまにか、藤崎と麻生、岡田の四人で花見をした土手に来ていた。土手を覆う緑にかつての勢いはなく、どこかくすんだような色をしている。


　肩で息をしながら、ぐるりと辺りを見渡す。見晴らしの良い川沿いの道に藤崎の姿はない。自転車に乗る練習をしている子供と、その様子を見守っている母親が、遠くに見えるだけだ。


「大地……！」


　無意識のうちに名を呼んだ次の瞬間、洋介は胸が熱くなるのを感じた。


　おまえは俺を、許してくれるやろか。


　そんなことを思う自分自身を、洋介は思い切り蹴り倒したくなった。


　俺はアホか。許してもらえんでも謝るしかないやろ。


　頭下げて謝るしか、今の俺にできることはないやろが。


　そのためにも、とにかく、藤崎を見つけ出さなければ。


　洋介は足下に落としていた視線を決然と上げた。そして迷うことなく駆け出した。


　今日まで、捜すまでもなく当然のように目の前でキラキラと輝いていた、愛しいつむじを見つけるために。























　散々捜しまわったにもかかわらず、洋介は藤崎を見つけ出すことができなかった。携帯に電話をかけてみても、電源を切っているらしく、つながらない。そうして何度か電話をかけた後、洋介は一縷の望みをかけて自分の下宿に戻ってみた。しかし、そこにも藤崎の姿はなかった。


　アパートのドアにもたれて息を整えながら、洋介は苦笑した。


　俺に腹立ててるのに、ここに来るわけないよな……。


　けど、そしたらどこへ行ったんやろ。


　脳裏に浮かんだのは、麻生直孝と岡田智里の顔だった。麻生も岡田も一人暮らしだから、どちらも避難場所としては最適だ。


　ここからやったら岡田の下宿の方が近い。


　まず岡田んとこへ行こう。


　そう決めたときにはもう、自転車に飛び乗っていた。無理をして走りまわったせいで膝も顎もひどく痛んだが、全力でペダルをこいだ。


　競輪選手もかくやというスピードで自転車を走らせていた洋介が、ジーンズの尻のポケットで鳴る携帯電話に気付いたのは、岡田の下宿にほど近いコンビニの前だった。


　大地か？


　そう思った瞬間には、急ブレーキをかけていた。勢いを殺し切れずに横倒しになりかけた自転車を操り、派手な音をたてて停車する。通りすがりの親子連れが眉をひそめてこちらを見ているのにかまわず、洋介は肩で息をしながら携帯電話を取り出した。誰からかかってきたのかを確認するゆとりもなく、乱暴に通話のボタンを押す。


「もしもし！」


『仲本？　麻生やけど』


　感情の揺れを感じさせない淡々とした声音に、洋介は体から力が抜け落ちるのを感じた。


　大地かと思たのに……。


『仲本？』


「……ああ、ごめん。今、ちょっと、取り込んでて……」


　荒い息の合間を縫って答えた洋介は、今更ながら己の迂闊さに気付いた。


　しもた。藤崎が来てるか、先に携帯で岡田に確認入れたら良かった。もしおらんのやったら、無駄足になってしまう。


　そこまで考えがまわらなかった自分に苛立つ。ギリギリまで追い詰められている証拠だ。かつて感じたことがない強烈な焦りと不安で、通常の思考力が奪われているらしい。


「何か、用事やったら、後で、連絡するし……」


　思わず舌打ちしそうになるのを堪えて続けると、麻生はさらりと言った。


『藤崎捜してるんやろ』


　え！　と洋介は思わず声をあげた。


　一度は力の抜けた体に、再び緊張が走る。


「どこにおるんか、知ってるんか！」


　噛みつくように尋ねた洋介に動揺する様子もなく、うん、と麻生は頷いた。


『智里のアパートにおる』


　岡田のアパートは目と鼻の先だ。


　やっぱりここへ来て正解やった！


「そか、ありがと、そしたらな！」


『あ、ちょお待て仲本』


　すぐさま通話を切ろうとした洋介を、麻生が止めた。


「何？　俺、急いで、るんや」


『今来たらあかん。さっき智里に電話したら、洋介のアホボケカスて、まだ凄い勢いで暴れてるて言うてたから。智里が何とかなだめてるけど、あの様子やと当分治まりそうにない。俺、仲本に連絡したら絶交とか藤崎に言われて、外で電話かけてんねん』


「ゼッコウ……」


　鸚鵡返した洋介は、軽い目眩を感じた。危うく自転車ごとその場に倒れ込みそうになるのを、何とか踏みとどまる。


　絶交という子供っぽい言葉が逆に、藤崎の激しい怒りを表しているような気がした。


　俺がどうするんが幸せか、洋介にかて決めることなんかでけん！


　怒りに満ちた声が、耳に甦る。


　仲本、と電話の向こうで麻生が呼んだ。


『おまえ、今どこにおるんや』


「どこて、岡田の、下宿の近くの、コンビニの、近く。ポストの、前」


　我ながら何ちゅう稚拙な答えやねん、と情けなくなったそのとき、ほんまか、と麻生が幾分か驚いた声をあげた。


「ほんまや。嘘ついて、どないすんねん」


『わかった。そこにじっとしとけよ』


「？」


　意図がわからないまま一応じっとしていると、電話越しではなく、背中に直接、仲本、と声がかかった。


　驚いて振り向く。すると、さっき通り過ぎたばかりのコンビニの前を歩いている麻生が視界に入った。


「麻生！」


　携帯を素早くしまい、手を振って見せると、麻生は走り寄ってきた。そして、肩で息をしながら自転車にまたがっている洋介の顎を、まじまじと眺める。


「……ちょっと見ん間に、えらいオトコマエになったな」


　開口一番そう言われて、洋介は反射的に自分の顎に手を当てた。ズキリと鈍い痛みが走る。


「これは……」


　何と言い訳しようか迷っていると、麻生は彫刻めいた端整な顔に小さく笑みを浮かべた。


「おまえに電話する前に、智里に電話したんや。散々怒鳴ったら余計感情が高ぶってきたみたいで、今度は大泣きしとるて言うとった」


「大泣き……」


　また鸚鵡返した洋介は、胸が引き絞られるように痛むのを感じた。思わず奥歯を噛みしめた途端に顎に鋭い痛みが走る。


　きつく眉を寄せた洋介に、麻生は落ち着いた口調で言った。


「後十分ぐらいは、そっとしといた方がええと思う。今会うてもまともな話はできんやろ」


　そやな、と洋介は力なく頷いた。自転車から降りて地面に立つと、膝がズキリと痛みを訴えてくる。汗に濡れたシャツが風にさらされて、ひどく冷たかった。


「そこの角曲がったとこに公園があるんや。そこで時間潰すか？」


「……そうするわ」


　ようやく整ってきた息の合間を縫って答える。自転車を押してとぼとぼと歩き出すと、麻生もゆっくりと歩き出した。


「藤崎の家族と、トラブったらしいな」


　ふいに麻生がぽつりと言う。


　藤崎の言葉から事の次第を推測したらしいその言葉に、洋介はため息を落とした。


「それはまあ、そうなんやけどな……。大地を怒らせた一番の原因は、俺なんや」


「そやろな」


「……そやろなって何やねん」


　当然のように頷いた麻生を、じろりとにらむ。そのきつい視線に動じる様子もなく、麻生は軽く首を傾げた。


「普段の藤崎は、何の関係もない第三者に自分の怒りをぶちまけるようなことはせん。そういうけじめはきちんとできる奴や。それやのに、今日の藤崎は俺と智里相手におまえの悪口をまくしたてた。しかも子供みたいに地団駄踏んで大暴れや。あそこまで藤崎を怒らせることができるんは、おまえしかおらんやろ」


　淡々とした物言いに、洋介は項垂れた。


　そこまで藤崎の心の奥深くにまで自分が入り込んでいるのだと思うと嬉しい反面、そこまで怒らせてしまった自分に強い苛立ちと嫌悪を覚える。


「俺も夏休みの前に、智里の家族に会いに行ったんや」


　目ざす公園が見えてきたとき、麻生がまたぽつりと言った。洋介はほぼ真横にある麻生の横顔に視線を戻した。整った顔立ちには、特に何の表情も浮かんでいない。


「……どうやった」


「おふくろさんは泣き出した。親父さんには殴られそうになった」


　洋介は返事のかわりに、小さく息を吐いた。


　一昨日、大学で麻生に話を聞いたとき、焦りを感じた自分はほんまにアホやったと思う。


　麻生と岡田も、容易く将来を決めたわけではない。彼らも男同士である。立ちはだかる難題は、ノーマルのカップルよりずっと多いはずだ。そうとわかっていたはずなのに、焦ってしまった。


　……よう考えたら俺、一回も挫折したことないんや。


　高校も大学も、第一志望校に合格できた。勉強もスポーツも、これといって苦手なものはなかった。一人っ子だったため、兄弟と比較されたこともない。また、友人と比べられたこともなかった。だから、他人に対してコンプレックスを抱いた経験もない。


　両親に対しても、それなりに良好な関係を築いてきた。親子関係に溝ができるような大喧嘩をした覚えはない。藤崎のように、早くに母親を亡くしたわけでもない。


　一事が万事、マイペースで、順調な道を歩んできた。


　世間で言う『普通』とは違う経験をしたことなど、一度もないのだ。


　だから、余計に焦った。


　男同士という『普通』ではない関係の自分たちの将来を、できるだけ早く具体化することで、『普通』に近付けようとした。確実な将来を手に入れることで、男同士という関係の不安定さや心許なさを、払拭しようとしたのだ。


　……最悪や。


　保守的で臆病で。ほんま、最悪や。


　無言のまま公園に入ると、賑やかな笑い声が耳を突いた。シーソーにブランコ、ジャングルジム、と様々な種類の遊具に、たくさんの子供たちが群がっている。サッカーボールを追いかけている一団もいて、辺りは活気に満ちていた。


　脇にあったベンチに麻生と並んで腰かけ、洋介は見るとはなしにその光景を見つめた。


「けど、俺はラッキーやった」


　またふいにぽつりと、麻生が言う。


「ラッキー？」


　前方にぼんやりと視線を投げたまま問うと、麻生は、せや、と短く答えた。


「親父さんに殴られそうになったとこを、智里だけやのうて、智里のお兄さんも止めてくれたんや。今まで智里がワガママ言うたことあったか、親父とおふくろの意に反することを、いっぺんでもしたことがあったかて、物凄い迫力で怒鳴らはった。親父とおふくろが認めんでも俺は認める、おまえらの好きにやれて言わはったら、それが鶴の一声ゆう感じで。親父さんもおふくろさんも、気が抜けたみたいになってしまわはった。お兄さん、元ヤンキーらしいわ。そのせいか知らんけど、ほんま、物凄い迫力やった」


　静かな口調で話し終えた麻生を、洋介はゆっくり振り向いた。明るい色に染められた髪の下の双眸は、誰にも覆すことができない強い意思の力を映している。


　目が合うと、麻生はわずかに微笑んだ。


「周りの人も確かに大事や。けど、周りばっかり気にしてたら前に進めんしな。自分の人生は、自分のもんやから」


「……そやな」


　頷いた洋介は、再び前方に視線を戻した。


　深く息を吸って、吐く。


　夕方に近い時刻になってきたせいで冷たさを増した空気が胸に満ち、全身をひんやりと包んだ。


　家族に嫌われても、誰が反対しても、後ろ指をさされても。


　やっぱり俺は、大地が好きや。


　側にいたい。離れたくない。


　その想いには、見栄も虚飾も含まれていない。


　藤崎のためなら泥水をすすってもいいと思った気持ちは、本物だ。


　洋介は、ポケットの中から携帯電話を取り出した。


「岡田に電話かけてみるわ」


「携帯はあかんぞ。智里がおまえに電話かけようとしたときに、藤崎が取り上げてしもたから」


　すかさず言われて、洋介はがっくりと肩を落とした。その反応に、麻生が珍しく声をあげて笑う。


「いっつも冷静なおまえがそこまでジタバタするんも、藤崎絡みんときだけやな」


「……惚れた奴相手に、冷静でなんかいられんやろ」


　うつむいたまま低くつぶやく。すると麻生は、ちゃかすこともなく、確かにそやな、と真顔で頷いた。そして自分の携帯電話をポケットから取り出し、おもむろにボタンを幾つか押す。


「智里の下宿にかけた。こっちは通じるはずや」


　洋介は差し出された携帯電話を慌てて受け取り、耳にあてた。


　ルルルルル、という呼び出し音が聞こえてくる。


　息をつめて待っていると、何回目かの呼び出し音の後、受話器をとる音が聞こえた。


『はい、もしもし』


「あ、岡田？　俺、仲本やけど」


　早口で言うと、岡田は安堵したようなため息を落とした。藤崎に聞かれないようにするためか、声を潜める。


『待ってたんや。今、どこにおる？』


「おまえんとこの近くの公園。麻生も一緒や。大地、どうしてる？」


『ちょっと落ち着いてきた。暴れすぎてエネルギー切れしてきたみたい』


「……すまん」


『謝るんやったら、藤崎に謝らな』


　岡田が苦笑する気配に被せるように、誰？　と尋ねる声が聞こえた。電話越しでもわかるほど掠れた涙声に、ズキリと胸が痛む。


『仲本や。出るか？』


　穏やかに尋ねた岡田に、出えへん！　と即座に答えが返る。絶対出えへんからな！　洋介なんか嫌い、大嫌い！　続けて聞こえてきた声に、洋介はきつく眉を寄せた。


　勢いにまかせて言っているのかもしれないが、嫌いという言葉を聞くのは辛い。


『あかんわ、仲本。電話には出んて』


　困ったような口調で言う岡田に、洋介は無言で頷いた。


　まだ落ち着き始めたばかりなのだ。無理もない。


「そしたら悪いけど、大地に聞こえるようにスピーカーにしてくれんか？」


　わかった、と岡田が答える。


　洋介は大きく息を吸い込んだ。


「大地」


　呼びかける。


　精一杯の熱誠を込めて。


「さっきは、悪かった。おまえの気持ちを考えへんかった、俺がアホやった。ほんまにすまん。許してくれ」


　電話の向こうからは何の反応も返ってこなかったが、洋介は続けた。


「俺は、おまえが好きや。誰に何言われても、やっぱりおまえと一緒におりたい。離れたない。……そのことが、おまえの言うたことを聞いて、ようわかった」


　麻生が隣で聞いているとわかっていても、気にならなかった。


　恥ずかしくなどない。全部、本当のことだから。


「せやから、俺はこれからもういっぺんおまえん家に戻って、自分の気持ちを正直に話してこようと思う」


　しん、と沈黙が落ちる。


　聞いている、と洋介は思った。


　藤崎は聞いている。聞いていてくれる。


「もし、おまえがほんまに俺のことを嫌いになったんやったら、話なんかしてほしいないて思うんやったら、今、止めてくれ。俺はもう、おまえの気持ちを無視して一人で勝手なことはしたない」


　洋介は一度言葉を切り、答えを待った。


　しかし、電話の向こうは相変わらず静かなままだ。


　藤崎の声はもちろんのこと、岡田の声も聞こえない。


「止めんのやったら、俺は行く」


　ゆっくりと言って、洋介は電話を切った。気合いを入れるようにひとつ、大きく息を吐き出し、携帯電話を麻生に差し出す。


「世話かけたな」


「行くんか？」


「行く」


　気遣うように問う麻生に頷いてみせた洋介は、早速自転車にまたがった。


　罵倒されてもいい。殴られてもいい。


　今度は、ほんまのことを言う。























　再び自転車を飛ばして藤崎の家にたどり着いたときには、辺りはすっかり黄昏色に染まっていた。


　息を切らし、汗だくになりながら、古ぼけたブザーを押す。


　間を置かず、はーい、と奥から声がした。藤崎の祖母の声だ。


「どちらさんどすか？」


「な……、仲本、です」


　乱れる息の合間を縫って、何とか答える。


　すると、あれまあ、とこの場には似つかわしくないような応えが返ってきた。


　一瞬、開けてもらえないかもしれないと思ったが、引き戸のすりガラスの向こうで、藤崎の祖母が玄関口に降り立ったのが見えた。あまり立て付けの良くない戸が、ガラガラと音をたてて開く。


　洋介は肩で息をしながら、戸が完全に開くのを待った。


　明確な答えはなかったが、藤崎は止めなかった。


　だから迷いはない。


　言うべきことは、既に決まっている。


　するべきことも、決まっている。


　顔を覗かせた藤崎の祖母は、洋介の顔を見るなり、あれまあ、とまた驚いたような声をあげた。


「どないしはったんや、えらい汗かいて……」


　彼女の言葉を最後まで聞かず、洋介はその場に両膝をついた。酷使された膝がまた痛みに悲鳴をあげたが、かまわずに両手を地面につけ、頭を下げる。


「認めてくれなんて、ムシのええことは、言いません。許してくれなんて、言いません。大地を、幸せにできるかどうかも、わからん」


　ぜいぜいと鳴る自分の息が邪魔だった。もっとはっきりとした声を出したいのに、みっともなく掠れた声しか出ない。


「けど俺は、大地の側に、おりたい。一緒に、歩いていきたいんです」


　玄関での騒ぎを聞きつけてきたのだろう、奥から複数の足音が慌ただしく近付いてくる。


　しかし、洋介は頭を下げたまま続けた。


「せやから、別れることは、できません。申し訳ないと、思います。けど、離れることは、できません」


「おまえ、また性懲りものう……！」


「やめなさい昴！」


　怒鳴った昴を止めたのは、玲子の声だった。


「姉ちゃん、こいつにわざわざ頭下げて頼みに行ったんやろ！　それやのに」


「せやから後悔してるんやないの！」


　玲子は昴に負けないぐらいに、大きな声で怒鳴った。


「大地の幸せは大地が決める！　わたしらが口出すことやない！　大地はもう子供やないんや、さっきそう話したやろ！」


「あいつはまだ子供や！　自分の幸せが何なんか、わかってへんのや！　それをこんな奴に！」


　言うなり昴は、足音荒く土間に降り立った。間を置かず、土下座したままの洋介を蹴りつけようとする。勢いにまかせて思い切り足を振りかぶった彼を止めたのは、父親だった。


「ええ加減にせえ昴！　仲本君にかて、仲本君を大事に思てはる人がいてるんやぞ！」


　雷のような鋭い声に、洋介はビクリと体を震わせた。


　しん、と辺りが静まりかえる。


　まだ整わない自分の呼吸の音が大きく耳に響いて、洋介はごくりと息を飲んだ。


　今度こそ、殴られるか。それとも、罵倒されるか。


　頭を地面につけたままその瞬間を待っていると、ため息をつく音が聞こえた。


「頭を、上げてくれんか、仲本君。君にこんな格好させてたら、わたしが大地に叱られる」


　静かな口調が降ってきた。なだめるように肩に手が置かれて、ゆっくり顔を上げる。


　地面から離れた前髪から、細かな砂がパラパラとこぼれ落ちたそのとき、背後でアスファルトをこするようなブレーキの音が聞こえた。続けて、ガシャンと何かがひっくり返るような音がする。


　反射的に振り向くと、自転車を放り出した藤崎が駆け寄ってくるところだった。


「何、何やってるん！」


　肩で息を切らしながら、藤崎はまず洋介に食ってかかった。
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「何て、話を……」


「そんなん、話する格好と、ちゃうやんか！」



　怒鳴った藤崎は、洋介の横にペタリと座り込んだ。こぼれ落ちそうな大きな双眸には、一度は止まったはずの涙が溜まっていた。真っ赤に染まった頬や目許と、荒い息遣いが、藤崎がここまで全力で自転車を飛ばしてきたことを教えてくれる。


「洋介は、土下座なんか、せんでええねん！　俺が、好きで、洋介の側に、おるんやから！」


　怒ったような口調で言い切った藤崎は、躊躇することなく地面に両手をつけた。


「俺は、親父も、祖母ちゃんも、兄ちゃんも、姉ちゃんも、好きや。最高の家族やと、思う。大事にしてもろて、ほんまに、ありがたいと思てる。せやけど、洋介のことだけは、譲れん。洋介を殴るんやったら、俺を殴って。洋介に、土下座さすんやったら、俺を、土下座さして。頼むから、洋介を、傷つけんといて。お願いします」


　言い終えた藤崎は、深く頭を垂れた。


　切れ切れの訴えを、洋介は半ば茫然として聞いていた。


　たちまち、たまらない愛しさが腹の底から湧き上がってくる。全身を震わせるその強い感情に促されるままに、洋介は藤崎の肩を抱いた。


　好きや、と思う。


　好きや。大地が好きや。


　優しくて暖かくて。同時に、強くてしなやかなその存在全てを、愛しいと思う。


　唐突に、荒々しい足音がした。驚いて顔を上げると、家の中に戻る昴の背中が見えた。その背を、玲子が慌てて追いかける。


「顔を上げなさい、大地」


　静かに言って、父親は藤崎の正面に膝をついた。


「おまえの気持ちも、仲本君の気持ちも、ようわかった。せやから顔を上げなさい」


　うん、と素直に頷いた藤崎は、顔を上げた。泣いているかと思ったが、黒目がちの目に涙は溢れていなかった。それどころか、他を寄せ付けない凛然とした眼差しを父親に向けている。


「ほんま言うとな、大地。わたしは、おまえと仲本君のことはようわからん。腹が立つとか嫌やとか思う前に、ほんまにようわからんのや」


　息をつめた息子に、父親は穏やかに微笑して見せた。


「けど、おまえの言うた通り、おまえの幸せはおまえ自身が決めるもんや。それは、わたしにもわかる。これに関しては祖母ちゃんも同意見や。なあ」


「そうやねえ。他人から見て幸せでも、自分が幸せやて感じてへんかったら、何の意味もないからねえ」


　祖母が朗らかな口調で言う。


　父親はゆっくりと立ち上がると、息子と洋介の腕をつかみ、立つように促した。


　藤崎と二人、少しよろけながら立ち上がる。


「大地」


　改めて父親に名を呼ばれて、藤崎は背筋を伸ばした。


「幸せになれ。今のわたしには、それしか言えん」


　暖かな声音に、藤崎の顔が初めて歪んだ。


「……ありがとう」


　安堵したような、震える声で礼を言った息子に、父親はわずかに微笑んだ。


「礼を言われるようなことやない。仲本君」


「はい」


　まっすぐに視線を向けられて、洋介も背筋を伸ばす。


「大地を、よろしい頼む」


　ポンと腕をたたかれて、洋介は深く頭を下げた。自然と、ありがとうございます、という言葉が唇からこぼれ落ちる。


　胸が痛かった。そして熱かった。


　あのまま、別れることにならんで良かった、と思う。


　自分の気持ちを殺さずに済んで、良かった。


　大地のおかげや。


　大地が俺の思い上がりを正してくれたから、離れずに済んだんや。俺を見捨てんといてくれたからこそ、こうして二人で並んでいられる。


　脇にたらしていた手に藤崎の手がそっと添えられるのを、洋介は感じた。


　優しく包み込む仕種で触れてきた指は、泣きたくなるような温かさだった。























「俺、洋介を守ることに決めてん」


　洋介の下宿に戻ってきて、開口一番、藤崎はそう言った。今更のように顎と膝がズキズキと痛んで、ぼんやりとベッドに腰かけていた洋介は、は？　と間の抜けた声をあげた。


　二人並んで自転車を走らせて、ここまで帰ってきた。その自転車、どないしたんや。そう尋ねた洋介に、岡田に借りた、と藤崎が答えた以外は、特にこれといった話をしなかった。言葉を必要としない穏やかな沈黙が、逆に心地好かった。


　そう思てたんは、俺だけやったんか？


　思わず疑いたくなるほど、藤崎の表情は険しいものだった。


「洋介はなあ、一人でぐるぐるし過ぎやねん」


　怒ったような、拗ねたような口調でそう言った藤崎は、眉をぎゅっと寄せて歩み寄ってきた。間近で見下ろしてくる黒目がちの大きな双眸に、思わず見惚れる。


　ぼうっと見上げていると、藤崎は何の前触れもなく、膝の上にドカリと乗り上げてきた。


「いてっ」


「俺の話聞いてる？」


「……ああ、聞いてる」


　向かい合う形で自分の膝に腰かけた藤崎に、洋介は頷いてみせた。いつもは肩の辺りにある藤崎の顔が、今はわずかに上の位置にある。


「そうやってぐるぐるしてたかと思うと、突然とんでもないこと仕出かすやろ」


「いや、別にとんでもないことは……」


「したやろ。突然別れるとか言い出すし、突然土下座してたりするし」


「突然いうわけやないんやけどな」


「俺にしたら突然や」


　藤崎はきっぱりと言い切った。洋介は、はあ、と頷くしかない。


　確かに、藤崎にとってみれば、突然のことばかりだっただろう。


「俺、今回のことで、いろんなこと知ってて、冷静に考えられる奴やからって、安心してたらあかんてわかってん。いろんなこと知ってて、冷静にいろんなこと考えられるから、余計にぐるぐるするんやもんな」


　憮然とした口調で言って、藤崎は洋介の首筋に両腕をまわした。そして、コツ、と額と額を合わせる。長い睫を従えた双眸に覗き込まれて、洋介は自然と頬が緩むのを感じた。


　口調とは裏腹に、その瞳は甘えるような色を映している。


「けど、そういうのって性格やから治らんやろ。たぶん洋介は、これからもずうっとぐるぐるし続けると思うねん」


「散々な言われようやな……」


「ほんまのことやろ」


　叱るようにぴしゃりと言われて、洋介は小さく首をすくめた。


　肝心の藤崎に話をせず、一人で考え続けていたことは事実だ。そうして藤崎を傷つけてしまったことも、事実である。言い訳のしようがない。


「ほんまのことです。すんません。反省してます」


　うつむき加減で神妙に答えると、よろしい、といかめしい答えが返ってきた。


　しかし次の瞬間、藤崎は悪戯っぽくクスリと笑う。


「けどな、俺はそういう洋介を好きになったんやから、洋介はぐるぐるしててもええねん。前にも言うたと思うけど、洋介のそういうとこ、腹立つときもあるけど、カワイイとか思たりもするんや」


　一度言葉を切った藤崎は、にっこりと笑みを浮かべて洋介を覗き込んだ。


「せやからな、洋介が安心してぐるぐるしてられるように、俺が洋介を守ることにしてん。せやから、ぐるぐるしてるときは、ぐるぐるしてますて、ちゃんと俺に言わなあかんで」


「……ぐるぐるしてますて、言わなあかんのか？」


「うん。ぐるぐるしてますて、言わなあかんねん」


　クスクスと笑いながら言われて、洋介も自然と笑みを浮かべた。


　かなわんなあ、と思う。


　本当に、かなわない。


　いっつも最終的に許されて、受け入れられてるんは、俺の方や。


　頭の先から足の先まで、細胞という細胞が藤崎への愛しさでいっぱいになるのを感じて、思わず吐息が漏れる。


「なあ、洋介」


「うん？」


「俺のこと、好き？」


　潤んだ瞳が、じっと覗き込んでくる。


　洋介は一瞬、目を見開いた後、破顔した。


　こういうところは、本当にかわいくてたまらない。


　迷うことなく藤崎の腰を抱き寄せる。ほっそりとした腰は、あつらえたように腕の中にピタリと収まった。


「好きや」


　幾分か低い声で囁いてやると、藤崎は嬉しそうに笑う。


「その声、好きや。もっと言うて」


「好きや、大地」


　もう一度囁いた唇に、藤崎の唇が、ちゅ、と音をたてて触れた。一度わずかに離れて、再びしっとりと重なる。どちらからともなく唇を開くと、口づけは瞬く間に深くなった。


　体温を交換するように舌を触れ合わせ、互いの口腔内を愛撫する。傷のある内壁に柔らかな感触が触れて、わずかに体を固くすると、癒すようにそっと舐められた。それが嬉しくて、お返しとばかりに藤崎の舌を優しく絡めとる。


「ふ……」


　耐えかねたように漏れる藤崎の声と、微かな水音に、意識の全てを奪われる。顎の痛みすらどうでもよくなるほどの熱が、全身に行き渡る。


　何度かわしても飽きることのないキスに夢中になりかけたそのとき、突然、ぐいと肩を押された。


「ん！」


　慌ててベッドに肘をついて上体を支える。しかし、藤崎が口づけたまま更に体重をかけてきて、洋介は結局、ベッドに上体を倒すことになってしまった。


「……この体勢は、どう解釈したらええんでしょうか」


　ようやく離れた唇で問う。


　いつのまにか、腹の上に藤崎が馬乗りになっていた。どうやら押し倒されてしまったらしい。


　今まで組み敷いたことはあっても、組み敷かれたことのなかった洋介は、瞬きをして藤崎を見上げた。すると、口づけの余韻に潤む瞳が恥ずかしそうに見下ろしてくる。


「洋介、膝痛いんやろ。せやから」


「せやから？」


「いっぺんもやったことないけど、こないだの続き、これでやれんかなあ思て」


　腹の上で小首を傾げる藤崎に、洋介は思わず天井を仰いだ。


　そうして真っ赤に染まった恋人の顔を意識して視界から追い出すと、弾け飛びそうになった理性が、既のところで元の位置に収まる。


　洋介は心の内で、自分自身に拍手を贈った。


　この状況でよう踏んばった。エライ。


「……大地」


「あかん？」


「いや……、あかんことはない。正直言うて俺はめちゃめちゃ嬉しいけど、たぶん、ごっつ辛いと思う」


「洋介が？」


「いや、おまえが」


　最後まで体を繋いだ回数は、まだそんなに多くはない。受け入れることに不慣れな体に、この体勢は負担だろう。


「やってみんとわからへんやん」


　あっさり言われたかと思うと、Ｔシャツの裾をぐいとめくられる。間を置かずに熱い掌が腹や胸に直接触れてきた。恥ずかしさをごまかすためか、いつもより随分と大胆だ。


「ええと、あんな、大地。俺、今日一日走りまわって汗だくになったんやけど」


　余計な負担をかけたくない一心で、理性をフル回転させながら言う。すると藤崎は、またしてもあっさりと言った。


「俺も汗だくなったで」


「……シャワー浴びた方がええかな、とか思たり」


「シャワーなんかいらん。どうせいっぱい汗かくもん」


　うわ、言葉責め……。


　そんな不埒な言葉が脳裏に浮かんだ次の瞬間、洋介の理性は今度こそ弾け飛んだ。























　ゆっくりと押し広げるように指を動かすと、藤崎は甘い声をあげて背を反り返らせた。その敏感な反応に、体の芯がじんと疼く。


　ほんの数分前に洋介によって絶頂まで導かれたせいか、指を包み込むそこは、ひどく熱い。愛撫する度にしめつけられる。


「あっ……、や、洋介……、あかん、て……」


　肩口で抗議の声をあげる藤崎に、洋介は目を眇めた。


　ベッドの上に座った体勢で、膝の上に座らせた小柄な体は小刻みに震えている。つい先ほどまで懸命に洋介を高めていた手は、与えられる刺激に負けておろそかになり、今は洋介の首にまわっていた。


　しがみつくように上半身を預けてくる仕種が、かわいくてたまらない。しっとりと汗で濡れた肌は滑らかで、吸い付いてくるようだ。


「痛いか……？」


　動きを止めずに問うと、藤崎は小さく頭を振った。


「ちゃ、う……。そんなに、したら……、また、俺だけ……」


「我慢せんでええ……」


　真っ赤に染まった耳に口づけて、低い声で言う。それだけで、藤崎は耐えかねたように細い腰を揺らした。


「や、嫌やっ……。今度は、一緒が……、ええ……」


　甘く掠れた声に愛しさがこみあげてきたそのとき、藤崎の手がふいに洋介の腕をつかんだ。快感に侵されて震える手を動かし、自ら指を引き抜く。その際の刺激に、びくん、と体を跳ねさせながらも、藤崎は深い吐息を落とした。


「今日は……、俺が、するねん……。せやから……」


　囁くように言って、藤崎は洋介の胸を押した。上体を倒せということらしい。


　洋介は思わず眉を寄せた。


　まさか本当に先ほどの体勢をとるとは、思っていなかったのだ。


「やめといた方が、ええんとちゃうか……？　膝、別に大丈夫やで」


　すると藤崎は、ムッとしたように眉を寄せた。ピンク色に上気した顔に浮かんだその表情は、いつになく色っぽくて、洋介を脅えさせるどころか、逆に強く煽ってくる。


「ええから、洋介は、じっとしてて……」


　再び強く胸を押されて、洋介はとうとう抗わずに横になった。藤崎の表情に見惚れていて、抗うのを忘れてしまったのだ。


　おとなしく横たわった洋介に、藤崎は満足そうに笑った。


　そして躊躇することなく膝立ちになり、ゆっくりと腰を落とす。


「あ、んっ……！」


　指で充分に蕩けさせたそこは、藤崎の自重と引力の力を借りて、案外スムーズに洋介を招き入れる。藤崎の体が沈む度に鋭い快感が湧き上がり、洋介は低くうめいた。


　一方の藤崎は、悲鳴にも似た泣き声をあげ続ける。苦しげでありながら、どこか艶っぽいその声がまた、洋介を更なる快楽へと誘う。
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「あ！」


　一際高い声をあげて洋介の全てを身の内に収めると、藤崎はぎゅっと目を閉じた。


　相当辛いのだろう、ただ喘ぐだけで、それきり動かなくなってしまう。


「大地……」


　そっと呼ぶと、藤崎は小さく肩を震わせた。無意識なのか、いやいやをするように首を横に振る。


　その頑是無い様子に、洋介は体だけではなく、胸の辺りが灼けるように熱くなるのを感じた。


　俺だけようなっても、意味ない。


　藤崎が言ったように、一緒に気持ちよくならなければ。


　洋介は手を伸ばして、力を失ってしまった藤崎を丁寧に包み込んだ。できるだけ優しく愛撫すると同時に、その動きに合わせてゆっくりと突き上げてやる。


「あぁっ……」


　途端に掠れた声があがった。その声に快感の切れ端を見つけて、洋介は思わず頬を緩める。





　そのまま休まずに愛撫を続けると、やがて藤崎は自ら動き出した。


　強張っていた体から力が抜けてゆくのに比例して、きついばかりだったそこが、強請るような動きを見せる。最初は苦痛の色が濃かった声に、次第に甘い響きが混じってきた。


「う、ん、あ……っ、あ……」


　きつく閉じられた双眸から、次々に涙がこぼれ落ちる。赤く染まった頬に流れたそれは、藤崎が動く度に汗と共に飛び散り、洋介の身体を濡らした。薄く開いたままの唇からは、忙しない吐息と、感じたままの艶やかな嬌声が吐き出される。時折うわ言のように、洋介、と呼ぶ甘えたような声が耳に心地好い。


　上から見下ろすのではなく、初めて下から見上げる形で抱いた細身の体は、しなやかで、ひどく新鮮だった。


　緩い動きをみせる、ひきしまった腰。頼りなげに揺れる、上気した体。のけ反る顎の先から滴る汗。長い睫を彩る涙の粒。時折白い歯を覗かせる濡れた唇。


　深く繋がった部分で生まれる強烈な快感はもちろんのこと、視界に映り込むそれらにも、どうしようもなく煽られる。


　大地、と掠れた声で呼ぶと、藤崎はうっすらと目を開けた。


　熱に浮かされたような、どこか茫洋とした視線が見下ろしてくる。


　普段、幼い印象が強い丸みのある顔が、今は凄絶な色を湛えていた。


「辛い、か？」


「だい……、じょ、ぶ……」


　吐息の合間を縫って返された答えに、洋介は胸の奥が熱くなるのを感じた。藤崎が感じているのが痛みだけではないことは、掌の中の濡れた感触と、猛るように熱い内側から、直接伝わってくる。


　もっと感じさせたい。もっと深く繋がりたい。


　突き上げてくる想いに急かされて、藤崎の両腕をつかみ、上体を起こす。唐突に体勢が変わったせいで新たな刺激が生まれたのだろう、短い悲鳴があがった。それに構わず、しっとりと濡れた体を勢いにまかせて押し倒す。


「大地……！」


「や、あっ！　洋介……！」


　激情のままに優しく、けれど強く攻めたてる。夢中な様子でしがみついてくる藤崎が愛しくてたまらない。膝の痛みなど、とっくに忘却の彼方だった。


　二つの体がひとつになったような一体感は、藤崎を抱いているときにしか感じられない、特別なものだ。


　その感覚が、洋介の快感を倍増させる。藤崎が自分のもので、自分も藤崎のものだと実感することができて、信じられないほど体が熱くなる。


　自分の熱が、繋げた体の奥にいつまでも残ればいいと思う。


　決して消えない熱になって、体の芯にまで浸透すればいい。


　そんなことを考えながら、洋介は限界を訴える藤崎を、更に高みへと追い上げた。























　応接室は静けさに包まれていた。


　洋介は、ちらりと腕時計を盗み見た。


　実家の応接室のソファに腰を落ち着けたのは、午後一時のことだ。そして藤崎と共に、自分たちの将来について話し終えたのが、午後一時十五分。今、時計の針は二時四十五分をまわろうとしているから、かれこれ一時間半、誰も口をきいていないことになる。


　今日は朝から涼しく、へたをすると暖房が必要なくらいだった。それなのに、今はやけに蒸し暑く感じる。


　洋介は隣に腰かけている藤崎に視線を移した。横顔に向けられた視線に気付いたのか、藤崎もこちらを見上げてくる。その顔には、心底困ったような表情が浮かんでいた。


　洋介は、正面に腰かけている両親に視線を戻した。母親は先ほどからうつむいたままだ。父親は目を閉じて腕組みをしたまま、ぴくりとも動かない。


　ええ加減、何か言うてくれや……。


　藤崎が、洋介のご両親に話しに行こう、と言い出したのは、洋介が藤崎の家族に土下座した日の翌日のことだ。


　うちにだけ言うて、洋介んとこに言わへんのはおかしいやんか。


　藤崎は真剣な顔でそう言った。両親には、話しても話さなくてもどちらでもいいと思っていた洋介だったが、藤崎の意見に賛成した。話をしたいという真剣な思いが、痛いほど伝わってきたからだ。そして洋介にしては珍しく、その日のうちに、次の日曜日に帰省することを両親に告げた。


　藤崎は、姉の玲子とは話し合って和解したものの、兄の昴とは話をしていない。何も話したない、と拒絶する兄にごり押しすることはせず、おとなしく引き下がったらしい。


　兄ちゃんは、どんだけ仲違いしても兄ちゃんやから。せやからええねん。いつか、わかってくれると思うし。


　そう言って寂しそうに笑った藤崎は、しかし、凛然としていた。


　その潔い態度が誇らしく、また、愛しかった。


「うぅ……」


　突然、押し殺した泣き声が聞こえて、洋介はぎょっとした。


　母親が肩を震わせて泣いている。呆気にとられていると、母親はさっと席を立ち、応接室を出ていってしまった。


「ちょお待っ……」


　洋介が声をかけたその瞬間、父親も席を立ち、母親を追いかけるようにして応接室を出ていってしまう。


　パタン、とドアが閉まった。


　後には、洋介と藤崎の二人が残される。


「……何やねんな……」


　洋介が思わずつぶやくと、藤崎は大きく息をついた。


「泣いてはった。ショックやったんや」


　悲しそうな声に、洋介は首を傾げる。


「いや、たぶんそんなことはない思うで。ちっさい頃から、オカンは他人さんに迷惑かけんかったら、何やってもええて言うてたし」


「口ではそう言うてはっても、実際とはちゃうやろ。洋介、一人っ子やし。やっぱりショックやったんや」


　固い口調で言う藤崎に、洋介は眉を寄せた。


　そらまあ、ショックやないことはないと思うけど……。


　男の恋人がいて、その人と一緒にやっていきたい。


　息子の口からそんなことを聞かされて、青天の霹靂だったのだろう。普段はよくしゃべる母親が、ひとことも口をきかなかった。


　けれど、遊び半分で万引きをして捕まりました、と聞かされるよりは、ショックは少ないはずだと思う。それがどんなに安価なものでも、万引きなどしようものなら、間違いなく父親に投げ飛ばされ、母親には往復ビンタを食らうだろう。それは明らかな罪だからだ。


　しかし、同性を好きになることは罪ではない。


　だから驚いて戸惑うことはあっても、反対することはないだろうと思っていた。


　自分の両親はそういう人たちだと、洋介は認識している。


「それにしても、長い沈黙やったな……」


　洋介は脱力してソファに背を預けた。


　うん、と頷いたものの、藤崎は固い表情を崩さない。


「お父さん、怒ってはったよな」


「いや、そんなことはないと思うで」


「せやかてずっと、難しい顔して黙ってはったし」


「親父は普段からああいう感じやねん」


　よくしゃべる母親とは対照的に、父親はもともと口数の少ない人だ。どんなときでも必要最低限の言葉だけを並べれば、それで足りると思っている節がある。洋介が大学に合格したときも、そうか、と頷いただけで、おめでとう、とか、よくがんばったな、といった言葉はなかった。悪気があるわけではない。そういう人なのだ。


　率直に息子と話をしようとする藤崎の父親とは、タイプが違う。


「……洋介、俺を慰めようとしてるやろ」


　上目遣いににらまれて、洋介は慌てて首を横に振った。


「ほんまやて。いっつもあんまりしゃべらへん人なんや」


　洋介が言ったそのとき、ふいにドアが開いた。藤崎がビクリと体を震わせる。


　入ってきたのは、父親一人だった。


　洋介と藤崎が見守る中、父親はさっきまで座っていた場所に再び腰かけた。ギシ、というソファのスプリングが軋む音が、やけに大きく聞こえる。


　父親は先ほどまでと同じく、ひどく難しい顔つきをしていた。


　テーブルの上の冷めきった紅茶に視線を落とし、またしても押し黙る。


「洋介」


　ふいに呼ばれて、洋介は姿勢を正した。


　柄にもなく緊張している自分を感じつつ、目線を合わせる。


　父親は数秒、洋介の顔をまじまじと眺めた。かと思うと、おもむろに頭を下げる。


「すまんかった」


「……は？」


　洋介は眉をひそめて、白髪が目立ち始めた父親の頭を見下ろした。


　何で謝るねん。


　意味がわからない。


「おまえがそういう性質の持ち主やいうことを、わたしも綾子も気付いてやれんかった。許してくれ」


「そういう性質て……」


「今まで、一人で苦しかったやろう。わたしも綾子も、仕事仕事でおまえのことを放ったらかしにし過ぎたかもしれんな。ほんまに、気付いてやれんで悪かった」


「ちょお、ちょお待ってや親父。いったい何を言うて……」


　慌てて父親の言葉を遮った洋介は、ハッとした。


　どうやら両親は、息子がゲイだと思ったらしい。今までずっと、同性しか好きになれないことを両親に告白できず、一人で苦しんできたと勘違いされたようだ。


　自分が考えていたよりもずっとリベラルな両親の反応に、洋介はいささか戸惑った。


　洋介が男を好きになったのは、藤崎が初めてである。それまでは、同性を好きになるなんて想像したこともなかった。従って、性的な嗜好で苦しんだ覚えなどない。


　この勘違い、どうしたもんか……。


　隣に腰かけた藤崎の反応を見ようとしたそのとき、父親が先まわりするように、藤崎君、と呼んだ。


「は、はいっ」


　慌てたように返事をした藤崎に、父親はまた頭を下げる。


「どうか洋介をよろしい頼む。今更かもしれんが、わたしらにできることがあったら、何でもするさかい」


「あ、はい！　あの……」


　反対されるとばかり思っていたのだろう、藤崎は驚きと戸惑いが入り混じった表情で、助けを請うように洋介を見つめた。洋介も眉をひそめて藤崎を見返す。父親は頭を下げたままだ。


　とにかく、反対されてるわけではない。


　それどころか、謝られた上に、二人の仲を認める言葉までもらってしまった。


　この際、勘違いは勘違いのまま置いといてもええか。誤解は後から解けばええんやし。


　洋介は藤崎に向かって笑んでみせてから、ゴホンと咳払いした。


「認めてくれてありがとう、親父。オカンにも礼を言うといてくれ」























「洋介のお父さんとお母さん、凄いなあ。うちとえらい違いや」


　前を歩く藤崎が、心底感心した、という風に言う。


　弾むつむじを見下ろしつつ、洋介は苦笑した。


「反対されることはないて思てたけど、ああいう勘違いされるとは、俺も考えてへんかった」


「勘違いしはったままで、良かったん？」


　くるり、と目の前のつむじが振り向く。こちらをまっすぐに見上げてくる大きな双眸に、洋介の頬は自然と緩んだ。


「まあ、誤解はおいおい解けるやろ。今話してもややこしいなりそうやし、かまへんわ」


　何よりも、藤崎を傷つけることにならなかったことが嬉しかった。もちろん、もし両親が彼を傷つけるのなら、迷うことなく一緒に闘う。けれど、闘わないで済むに越したことはない。


　電車を乗りついで帰ってくる頃には、もう辺りは夕暮れに包まれていた。住宅地を抜ける静かな通りには、夕食の支度をする匂いが漂っている。


　洋介の下宿へと戻る道に、人影はなかった。平日には帰宅途中の学生やサラリーマンをちらほら見かける時間帯だが、今日は日曜日だ。皆、明日から始まる日常に備えて既に帰宅しているらしい。


「洋介」


「うん」


「昨日な、伯父さんがうちに電話してきてん」


　前を向いたまま話す藤崎に、洋介は軽く目を見開いた。


　夕日を受けて輝くつむじを見つめながら、問う。


「……何て？」


「俺は直接話してへんから詳しいことはわからんのやけど、親父の話では、俺と洋介が別れてへんこと聞いて、また俺に養子にきてほしいて言い出したらしい。洋介にも、幹部候補として伯父さんの会社に就職してほしいんやて」


　ぶっきらぼうに言うと、藤崎はくるりと振り向いた。眉間に皺を寄せたその顔に浮かぶ表情は険しい。どうやら相当怒っているようだ。


「伯父さんな、家族に反対されたぐらいで別れるようやったら、所詮その程度の結びつきやて思たらしい。そんで俺らの承諾を得んと、家族に話したんやて。俺と洋介に乗り越えられる力があるかどうか、試したみたいや」


　世の中はハプニングの連続や。計算通りにはいくことは少ない。思てもいてへんかったような、とんでもないことが起こる。それにどう対応するかで人生は決まると、僕は思てる。


　柴の言葉が、耳に甦った。


　たぶんあの人は、俺がハプニングに弱い人間やと見抜いたんや。


　計算通りに物事が運んでいるうちは良い。


　けれど、計算外のことが起こると、藤崎が言うところの『ぐるぐる』に陥ってしまう。


　だから試したのだろう。洋介が本当に大事な甥を託すに値する人間なのか、彼なりに知りたかったのだ。また藤崎に養子にきてほしいと言い出したということは、きっと合格点が出たに違いない。


　食えん人や、と思う一方で、凄い人や、とも思う。正直、怒りよりも感心が先に立っていた。


　一度話しただけで洋介の本質を見抜いたのだから、さすがとしか言いようがない。


「人を試すなんて、腹立つやろ。せやから俺、電話に出たらへんかってん。大地はめちゃめちゃ怒ってます、て親父に言うてもうた」


　ぷう、と頬をふくらませる藤崎がかわいくて、洋介はクスリと笑った。それを見逃さず、藤崎は眉間の皺を深くする。


「何で笑うん。洋介かて試されるのなんか、嫌やろ」


「そら嬉しいことはないけどな。まあ、今回はしゃあないやろ」


「何で？」


「柴さんの気持ちもわからんでもないから。おまえもあんまり邪険にせんと、落ち着いて話してみた方がええぞ。俺も、もういっぺんきちんと話したいし」


　ええー、と藤崎が唇を尖らせる。


　その仕種が、たまらなくかわいいと思う。


　かわいいだけではない。潔くてオトコマエで、ときには驚くほど色っぽくて。


　あかん、めろめろや……。


　などと思いつつ頬を最大限に緩めていると、後ろ向きに歩いていた藤崎の体が、突然ガクンと傾いだ。


「わっ」


「危ない！」


　洋介は反射的に、ぐいと藤崎の腕をつかんだ。危うく後ろへひっくり返りそうになった小柄な体を、しっかり胸に抱きとめる。


「ああ、びっくりした。ごめん、洋介」


「大丈夫か？」


「うん」


　藤崎は、照れくさそうに笑って頷いた。


　前後に連なって歩くのもいいが、こう暗くなってくると、道路上にある障害物を見つけ出すことが難しくなる。


　少しの間考えた洋介は、そっと体を離した藤崎の手を、横から攫うように握った。


「何？」


　藤崎が驚いたように見上げてくる。丸くなった双眸に、洋介はに、と笑ってみせた。


「手ぇつなぐんも、たまにはええやろ」


　横に並ぶと、背の低い藤崎の表情は完全に見えなくなってしまう。視界に入るのはつむじばかりだ。


　けれど手をつないでいれば、触れ合わせた指先に直接体温を感じることができる。言葉をかわさなくても、強く握ったり、弱く握ったり、複雑に絡み合わせたりすることで、感情を伝えることもできる。


　友人同士なら、できないこと。


　恋人同士だから、できることだ。


　歩くときだけに限ったことやないな、と洋介は思う。


　背負うのではなく、背負われるのでもなく。


　これから先、こうして互いを身近に感じながら、並んで歩いていけたらいい。


　ゆっくりでいいから、立ち止まってもいいから、つないだ手を離さずに。


「さあ、帰ろ」


　細い指先を強く握ると、同じぐらいの強さで、きゅっと握り返された。


「うん、帰ろ」


　ポツリポツリと灯り始めた街灯の下、幼稚園へ通う子供のように、二人、弾むような足取りで歩き出す。


「洋介」


「ん？」


「遠まわりして帰らへん？」


　恥ずかしそうに、けれど嬉しそうに提案した恋人に、洋介は破顔した。


「うん。遠まわりして、帰ろう」















[image: ]















　休日のスーパーマーケットは、家族連れでごった返していた。若い夫婦から子供を連れた夫婦、老夫婦まで、様々な人達が食料品を物色している。


　十二月に入って寒さが厳しくなってきたせいか、鍋物の材料がたくさん並んでいた。おでんに入れる練物や、白菜、大根、人参といった野菜が、かなり安い値段で提供されている。


　今日も寒いし、鍋でもええな。


　おでんか、水炊きか、はりはり鍋か。


　洋介は夕食の献立を考えながらカートを引き出した。すると藤崎がすかさず、ハイ、とカートの上にカゴを乗せてくれる。その絶妙なタイミングにひどく幸せな気持ちになりながら、ありがと、と礼を言うと、にこっと屈託のない笑顔が返ってきた。


　スーパーの真ん中にいるのも忘れて、かわいい……、と思わず見惚れる。


　恋人として付き合い始めて半年ほどが経つ。今日のように、下宿に泊まりにきた藤崎と連れ立って夕食の材料の買い出しに来るのも、既に習慣化しつつある。しかし、いまだに全開の笑顔を向けられると、初めて恋をした少年のようにドキドキと心臓が高鳴ってしまうのだ。


　……まあ、しゃあないな。何と言うてもベタボレやし。


「なあなあ洋介、今日は俺もごはん作るの、手伝うな」


　楽しげな口調で言われて、洋介は微笑んだ。


「別にええぞ。鍋やったら材料切るだけやし、そない手間かからんしな」


　洋介としては、気を遣う必要はない、という意味で言ったのだが、藤崎は違う意味にとったらしい。ムッとしたように細い眉を寄せる。


「いっつも作ってもろてばっかりやったら、覚えられヘんやんか。俺かて洋介に、俺が作った料理、食べてほしいのに」


「おまえが作ってくれるんか？」


　大地の手料理……。


　考えただけで、洋介の顔はだらしなく崩れた。


　きっと食べている間中、大きな目でじいっと見つめられるのだろう。そして、美味しい？　美味しい？　と何度も聞かれるに違いない。


　自分の想像に思わず小さく笑うと、拳で腕をポコリと叩かれた。


「何で笑うん。洋介、俺には料理はできんて思てるやろ」


　拗ねたように軽くにらまれて、洋介の頬はますます緩む。


「思てない思てない。大地の手料理、楽しみやわ」


「ほんまにそう思てる？」


「ほんまや。おまえは飲み込みが早いし、すぐにいろんな料理が作れるようになると思うで」


　カートを押していた右手をはずし、くせのある髪を軽く撫でてやる。その優しい仕種に機嫌を直したらしく、藤崎はにっこり笑った。


「早よう洋介に作ってあげれるように、俺、がんばって覚えるな！」


「おう。期待しとるで」


　目を細めて頷いて、洋介は野菜コーナーに視線を移した。


　今日は白菜と人参が安い。それに、入り口に貼り付けられていた広告に、鶏肉が二割引きと書いてあった。


　水炊きにするんが経済的やな。


「大地、今日は水炊きでええか？」


　見下ろして問うと、さも嬉しそうな笑みが返ってきた。


「俺、水炊き好きや。白菜をポン酢にひたひたに浸して食べるんが、好きやねん」


　いかにも藤崎らしい素直な物言いに、そか、と笑み崩れつつ、大根や白菜、人参等の野菜を次々にカゴに入れる。


　洋介のその迷いのない動作に、藤崎は感心したようにうなった。


「洋介、凄いよな。鍋だけと違て、いろんな料理できるもんな」


「うちは両親が共働きやったからな。雑誌とか本とか見て、自分が食うてみたいて思うもんを勝手に作ってたら、いつのまにかレパートリーが増えたんや」


　尊敬の眼差しを受けて苦笑した洋介は、さあ、次は鶏肉買いに行こ、と藤崎を促した。


　ん、と頷いた藤崎は、カートに寄り添うように歩き出す。


　スーパーマーケットのように、手をつないだり肩を抱いたりできない公共の場所では、藤崎は洋介の隣ではなく、少しだけ前を行く。どうやら無意識のうちに、洋介の視界に入ろうとしているようだ。もはや条件反射になっているらしい恋人のその行動に、洋介の胸はいつもじんと熱くなる。


「なあ、何で雑誌とか本で覚えたん？　お母さんに教えてもろたんとちゃうの？」


　不思議そうに問う藤崎に、洋介は軽く首を竦めてみせた。


「オカンははっきり言うて料理下手やからな。本とか雑誌見て適当に覚えてん」


　正直、料理は嫌いではない。ただ、自分の分だけ作るとなると材料費がばかにならないし、食べてくれる人もいないのに手間隙かけて料理するのは面倒だ。だから下宿してからは、コンビニの弁当や外食で済ませることが多かった。


　けど、今は藤崎がおるからな。


　洋介は軽やかな足取りで前を歩く藤崎を、視線でくるむように見つめた。


　藤崎のために料理を作るのは、とても楽しい。好き嫌いがなく、実に美味しそうに食べてくれるので、作り甲斐があるのだ。


「その適当がシロートには難しいねん。今日は俺も手伝うし、作り方教えて？」


　コートの袖をくいと引っ張られて、洋介は目許を緩めた。藤崎のこうした何気ない仕種に、洋介は弱い。たまらない愛しさで胸がいっぱいになる。


「わかった。そしたら今日は一緒に作ろ」


　うん！　と勢い込んで頷いた藤崎は、ふいに、あ、そおや！　と嬉しそうな声をあげた。


「今度祖母ちゃんに、洋介の好きないんげん入りの肉ジャガの作り方、教えてもらうわ。そしたら北海道行っても、俺が洋介に作ってあげれるもんな」


　再来年、大学を卒業した後、洋介は藤崎と共に北海道に移り住む予定である。藤崎は柴と養子縁組して会社を継ぎ、洋介も柴の会社に幹部候補として入社するのだ。


　そうしたことがはっきりと決まったのは、二ヵ月ほど前のことである。それまでは、洋介も藤崎も落ち着かない日々を過ごした。しかし、進路が決まってからは不思議なほど穏やかな日々が続いている。卒業論文の準備にとりかかりつつ、北海道へ出向いて柴に教えを請うたり、行政書士の資格を取るための勉強を始めたりと、実質的にはけっこうな忙しさだったのだが、気持ちが安定しているためか、少しも苦にならなかった。


「肉ジャガは、俺が洋介に作る定番料理にしよう。うん、それがええ」


　自分の思い付きが気に入ったのだろう、藤崎は丸い頬をうっすらとピンク色に染めて、満足そうに笑う。


　その鮮やかな笑顔にまたしても見惚れていた洋介は、カートを思い切り棚にぶつけてしまった。危うく前につんのめりそうになったところを、何とか堪える。


「わっ、危ない！　洋介、ちゃんと前見な！」


「……すまん」


　おまえがかわいすぎて見惚れてた、とも言えずに体勢を整えていると、当の藤崎が、あ、と声をあげた。


「あれ何やろ」


　藤崎が指さした方向に、人だかりができていた。


　乳製品コーナーの手前の広いスペースに、タイムサービスと書かれた札が下がっている。その札の下に、女性たちがひしめくように群がっていた。皆一様に身を乗り出し、何かを夢中で選んでいるようだ。


「何かの安売りやな……」


　つぶやいた洋介は、藤崎と顔を見合わせた。何となく頷き合ってから、藤崎と二人、売り場に近付く。背が高いことを幸いに、洋介は上からひょいと売り場を覗き込んだ。


　そこに並んでいたのは、様々な種類のケーキだった。洋菓子メーカーが、平日一つ三百円ほどのケーキを半額で売っているらしい。


　なるほど、女の人が目の色変えるわけや。


「ケーキや。食うか？」


　藤崎を見下ろして問うと、パッと大きな双眸が輝いた。


「スイートポテト、ある？」


「スイートポテト？」


　ああ、サツマイモつぶしたやつな、と身もふたもないことをつぶやきつつ、洋介はケーキに視線を戻した。


　イチゴショートやモンブラン、チーズケーキの他に、シュークリームやエクレア、プリンなども並んでいる。しかし、スイートポテトはないようだ。


「ないみたいやな」


「そっか……」


　藤崎は残念そうに眉を寄せた。


　その様子がなぜかひどく寂しそうに見えて、胸の奥がズキリと痛む。


「食べたいんやったら、俺が作ったろか？」


　思わず言うと、藤崎は驚いたように顔を跳ね上げた。なぜか周囲にいた女性たちも、目を丸くしてこちらを注視する。


　俺、何かヘンなこと言うたか？　俺がスイートポテト作ったら、そんなにおかしいか。


　……まあ確かに、スイートポテトいうガラやないけど……。


　何となくその場に居づらくなって、洋介は藤崎の腕を引っ張った。藤崎も周囲の視線に気付いたらしく、おとなしくついてくる。


「洋介、スイートポテト作れるん？」


　人気のない文具用品売場にたどり着くと、開口一番、藤崎が尋ねてきた。見上げてくる両の目は、期待のためか、キラキラと輝いている。そこに先ほどの寂しい影は見当たらない。


　内心でほっと息をつきながら、洋介は、うん、と頷いた。


「長いこと作ったことないけど、たぶん大丈夫やと思う。実家の近所に、毎年サツマイモをお裾分けしてくれはる家があってな。何回か作ったことあるんや」


「そうなん？」


　さも嬉しそうに笑った顔が、次の瞬間、わずかに曇る。


「けど洋介、甘いのあんまり好きやないやろ」


「そうでもないで。わざわざ買うてまではいらんと思うだけで、嫌いやない」


　洋介は藤崎の滑らかな頬を指先でそっと撫でてから、軽く引っ張った。


「コラ。何遠慮してんねん」


「何か、作ってもろてばっかりやから……」


　珍しく口ごもる藤崎に、笑ってみせる。


「料理するん、楽しいで。おまえが喜んでくれるて思うだけで、やる気出てくるし」


　引っ張っていた頬をちょんちょんとつついてやると、藤崎は突然、ぎゅっとしがみついてきた。思いもかけない大胆な行動に、洋介は瞬きをする。


　こういう場所やなかったら、思い切り抱きしめてキスのひとつもするんやけど……。


　さすがにスーパーマーケットのど真ん中で、それはできない。


　それに今の藤崎は、そうした甘い雰囲気を望んでいるわけではなさそうだ。コートの肩口をつかんでいる手が、わずかに震えている。うつむいているので表情はわからないが、何かを堪えているように見えた。


「大地？　どないした」


　敢えて引き離さずにやんわりと抱きしめ、できるだけ優しい口調で問う。


　洋介の胸に顔を埋めたまま、藤崎は小さな声で、あんな、とつぶやいた。


「オカンがな、俺に最後に作ってくれたんが、スイートポテトやってん」


　囁くように言われて、洋介はハッとした。


　藤崎の母親は、彼が中学のときに他界している。


「病院の外出許可がおりて帰ってきたばっかりで……、体しんどかったはずやのに、大地が喜んでくれるて思うだけで嬉しい言うて、作ってくれてん」


　洋介は黙って、藤崎のくせのある髪をそっと撫でた。


　常にはほとんど聞くことがない感情を押し殺したような声音に、胸が刺すように痛む。


　今まで藤崎は、こうした寂しい部分をあまり見せたことがなかった。祖母と父親、そして兄と姉に大切にされて育った彼は、いつも明るく、前向きだ。


　けど、お母さんを早ように亡くしてるんやもんな。


　寂しい部分があって、当然だ。


　大事にしたいと思う。


　明るいところも寂しいところも、全部、大切にしたい。


「そしたらスイートポテト持って、お仏壇に供えに行こか。ボクにスイートポテトを作ってくれる人ができましたから、安心してください、て報告せな」


　背を屈めて、な、と小さな耳に囁く。そうして何度も何度も頭を撫でてやると、藤崎はこくんと頷いた。


「……洋介」


「ん？」


「ありがと」


「どういたしまして」


　律儀に答えると、藤崎はようやく顔を上げた。


　嬉しそうなくせに、どこか泣き出しそうな気配を漂わせた笑顔を向けられて、洋介はたまらない愛しさが体中に溢れてくるのを感じた。初めて自覚したときより、もっと強く、熱い感情の波にさらわれて、思わず眉を寄せる。


　好きや。大地が好きや。


　誰よりも、何よりも。


　突き上げてくる気持ちを抑え切れず、うっすらと開いた唇に、掠めるようなキスをする。


「よ、洋介！　こんなとこで！」


　慌てて離れた藤崎の顔は真っ赤になっていた。


　洋介は悪びれることなく、ニッコリと笑ってみせる。


　周囲に人がいないのは確認済みだ。前向きな藤崎に比べて、自分がネガティブに考え込む質だということは否定できない。けど、こういうときの俺はほんまに抜かりないよな、と心の内で自画自賛する。


「そうと決まったら、サツマイモ買いに行こ。甘ーいやつ作るし」


「……甘いやつ？」


「そお、甘いやつ。二人はこのスイートポテトぐらい甘々です、てお母さんに報告せなあかんからな」


　さらりと言ってやると、藤崎はますます赤くなった。恥ずかしそうにうつむく丸い顔が、かわいくて仕方がない。


　大地、おまえが喜ぶんやったら、スイートポテトでも何でも、いくらでも作ったる。


「さあ、行こ」


　左手でカートを押し、右手で藤崎の背を優しく押す。


　うん、とやはり恥ずかしそうに頷いて、藤崎は素直に歩き出した。


「なあ、洋介」


「ん？」


「めちゃめちゃ甘くしてな」


　見下ろした藤崎の顔にとびきり幸せそうな笑みを見つけて、洋介も思わず笑顔になった。


　そして、当然、とばかりに頷く。


「めちゃめちゃ甘くするわ」


「約束やで」


「ん。約束な」


「楽しみやなあ」


「俺も楽しみや」










　その日、洋介が作ったスイートポテトは、宣言通り、甘い甘い味がした。
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「スゴイ人やなあ！」


　感嘆の声をあげた藤崎に、洋介は、ほんまやな、と呆れたようにつぶやいた。


　目の前には、人、人、人。右を見ても左を見ても、人であふれ返っている。家族連れやカップル、友人同士等、集っている人は多種多様だ。正月らしく、着物を身につけている男女の姿もちらほら見受けられる。


　頭上には、新しい年の幕開けに相応しい爽やかな青空が広がっていた。


「俺、こんなでかい神社に初詣来たん、初めてや」


　丸い頬をほんのりと赤く染めて、藤崎が興奮したように言う。その様子に目を細めながら、洋介は頷いた。


「俺も久しぶりや」


「えっ、そうなん？　ここ、洋介ん家から近いのに」


　まっすぐに見上げてくる黒目がちの大きな双眸と、白い息を漏らす薄い唇に、性懲りもなく鼓動が高鳴る。我知らず、最大限に頬が緩んだ。


「ガキの頃に親と来たことあるけど、最近は全然来たことないねん」


「大学受験のときとか、来んかったん？」


「来てへん。神サンに頼んでる時間があるんやったら、英単語のひとつでも覚えた方がええと思とったからな」


「洋介らしいなあ」


　藤崎はさもおかしそうに笑った。生成り色のダッフルコートが、小さく整った顔によく似合っている。胸を満たす愛しさに、洋介の目尻はずっと下がりっぱなしだ。足下から這い上がってくる寒さも一向に気にならない。


　学生生活最後の冬休み。卒業を三ヵ月後に控えた正月を、藤崎は洋介の実家で過ごした。珍しく、両親に請われての帰省である。


　大学を卒業した後、北海道へ移り住んでしまったら、今のように簡単には会えなくなる。そうなる前に、息子と、息子のパートナーと、ゆっくり話がしたい、という両親のたっての希望だった。


　父親も母親も、素直で明るい藤崎をすっかり気に入ったようだった。特に母親などは、大地君大地君と、洋介そっちのけで藤崎を構い倒した。挙句の果てに、洋介はかわいげも愛想もない、自分の息子ながらコレいう取り柄がない地味な男やけど、真面目さだけは保証するし、どうぞよろしい頼むわね、などと好き勝手なことを言っていた。


　それに対して、はい、こちらこそよろしくお願いします、とはっきり答えた藤崎に、洋介がかなり参っていたことは、母親には秘密だ。


「うわあ、はぐれそうや」


　人ごみを縫うように歩きながら、藤崎が声をあげる。百六十センチ足らずの彼は、言葉通り、人の波にさらわれてしまいそうだ。


　洋介はごく自然な動作で藤崎の手を握った。


「洋介！」


　驚いたように呼んだ藤崎に、にやりと笑ってみせる。そして、冷えた指先を温めるように、そっと掌で包み込んだ。


「こんなに混んでたらわからんて」


「けど……」


「大丈夫大丈夫」


　言いながら体を寄せると、藤崎も素直に体を寄せてきた。思わず見下ろすと、照れくさそうな笑みが返ってくる。洋介も笑い返して、つないだ手にきゅっと力をこめた。


　人ごみは好きやないけど、こういうのは悪うないな。


　もともとかなり混雑していて、見知らぬ他人同士が体をくっつけ合っている状態なのだ。手をつなごうが肩を抱こうが、誰も不審に思わない。普段、あまりおおっぴらにくっつくことができない分、こんな些細なことが嬉しい。


「なあ洋介、どんな願いごとするか、決めてきた？」


　からめた指の感触を確かめるように、力を入れたり緩めたりしながら、藤崎が尋ねてくる。


「ああ、もう決まってる。おまえは？」


「俺も決まってる。今年は俺、願いごとがいっぱいあるねん」


「……いっぱい？」


　洋介は思わず眉をひそめた。


　前を向いている藤崎は、洋介のその変化に気付くことなく嬉しそうに続ける。


「せやからな、今年のお賽銭はいつもよりちょっと多めやねん」


　賽銭を多めにせなあかんほど、いっぱいの願いごとて何や……？


　洋介は、眉間に寄っていた皺が自然と深くなるのを感じた。


　洋介の願いごとは、たったひとつ。


　ずっと大地と一緒にいられますように。


　それだけだ。


　他には何も望まない。


　藤崎の願いごとは何なんやろう。たくさんの願いごとの中に、俺に関するものは、いくつ入ってるんやろう？


　てゆうか、そもそも俺に関する願いごとそのものが、入ってるんやろか。いくら何でも入ってへんことはないやろう。一つぐらいは入ってるはずや。……と思いたい。


「洋介」


　突然、ぎゅう、と強く手を握られて、洋介はハッと我に返った。


　いつのまにか拝殿まで数メートルのところに来ている。


「今、ぐるぐるしてたやろ」


　長い睫を従えた大きな目でひたと見上げられて、洋介は一瞬、言葉につまった。


「いや、別にぐるぐるは……」


「嘘や。ぐるぐるしとった。白状しなさい」


　笑いを含んだ声で言われて、思わず苦笑する。近頃では、一人で埒もないことを考え込んでいると、こうしてすぐに見抜かれてしまうのだ。真剣に考え事をしているときは、藤崎も声をかけてこない。考えても仕方がないことを考えて思考が堂々巡りになっているときにだけ、またぐるぐるしてるやろ、と指摘される。


　そんなときは、嬉しいやら情けないやら恥ずかしいやらで、正直に頷くしかない。


「はい、実はぐるぐるしてました」


　真面目な顔で告白すると、藤崎は満足そうに笑った。


　しかし、すぐにいかめしい表情を作って見つめてくる。


「何でぐるぐるしてたん？」


「……大地の願いごとは何かな、と思て」


　ぼそぼそとつぶやくと、黒目がちの双眸が、きょと、と瞬きした。


「俺の願いごとのことで、ぐるぐるしてたん？」


「いっぱいあるて言うから、何をそんなに願いごとすんのかなあ、とか思たり」


　洋介がそこまで言ったとき、参拝の順番がまわってきた。


　とりあえず、会話は後まわしだ。どちらからともなく、つないでいた手をそろりと離す。


　藤崎の温もりが消えた指先を、ひどく寂しく感じながら、洋介は用意しておいた賽銭をコートのポケットから取り出した。軽く息を吐いて、箱に放る。藤崎もジャンパーのポケットから取り出した賽銭を放った。


　穏やかな冬の陽光を弾いてキラリと光った硬貨を、洋介は横目で確認する。


　大きさからして、今のは五百円玉。


　洋介が放ったのは百円玉である。


　五倍か……。額がどうこう言うわけやないけど、賽銭にしたら確かに多めやな……。


　またしてもそんな埒もないことを考えつつ、洋介はパンパン、と手を打った。少し遅れて藤崎も、パンパン、と大きな音をたてて手を打つ。


　ずっと大地と一緒にいられますように。


　心の内で、それだけを唱える。


　洋介は、ほとんど神頼みをしたことがない。御守りの類いも持ったことがない。正直、こうして手を合わせている今も、本当に御利益があるとは考えていなかった。


　それでも、願わずにはいられないのだ。


　今日と同じ明日は来ないとわかっている。


　だからこそ、明日も明後日も、その先もずっと、一緒にいられますように、と。


　……うわ、また俺はめちゃめちゃネガティブになってるな……。


　自嘲の笑みを浮かべつつ顔を上げる。


　隣を見ると、一心に手を合わせている藤崎の姿がそこにあった。願いごとがいっぱいある、と言っただけあって、随分長く目を閉じている。


　神妙な横顔に思わず見入ってしまった洋介を尻目に、藤崎は満足そうに瞼を上げた。おもむろに拝殿から洋介に視線を移し、にこっと笑う。


「さ、行こ」


　脇にたらしていた手を素早くつかまれた。引っ張られるように歩き出す。成人男性である自分たちが手をつないでも、今日ばかりは誰も注視しない。それをいいことに、洋介はしっかりと藤崎の手をつかみ直した。


　混雑している拝殿の前を抜けると、藤崎が悪戯っぽい笑みを浮かべて見上げてくる。


「洋介、俺の願いごと、聞きたい？」


「聞きたい」


　反射的に答えてしまってから、洋介は慌てて付け足した。


「あ、いや、別に言いたなかったらええねんけど……」


　藤崎は楽しげに声をあげて笑った。その全開の笑顔に、思わず見惚れる。


「ほんまは言うたらあかんねんけど、洋介は特別な」


　洋介やから、特別に教えたるんやで。


　そんな風に言って、くるりと漆黒の瞳を動かした藤崎は、背を屈めるように促してきた。ざわめきの中で紡がれる言葉を聞き漏らすまいと、洋介は素直に背を折る。


「洋介のお父さんとお母さんが、健康でありますように。祖母ちゃんと親父と兄ちゃんと姉ちゃんが、健康でありますように。それから」


　神様に聞かれたら困る、とでも言うように声を潜めた藤崎は、一度言葉を切った。


　そして、歌うような口調で続ける。


「洋介が病気とか怪我をしませんように。洋介がずっと俺を好きでいてくれますように。洋介とずっと一緒にいられますように。北海道へ行っても、ちゃんと洋介を守れますように」


「大地」


　洋介は思わずつないだ手を強く引いて、藤崎の肩を抱き寄せた。


「もうぐるぐるは治った？」


　クスクスと笑いながら、藤崎が見上げてくる。強い意思と確かな情熱を映した瞳に、洋介はしっかりと頷いてみせた。


「治った。完璧や」


　好きや、と大声で叫びそうになる衝動を抑えるために、恋人を抱き寄せた腕に力をこめる。


　あまりに嬉しくて幸せで、胸が痛かった。藤崎への愛しさで体中がはちきれそうだ。自分の周りにだけ、一足先に春がやって来たような気分になる。


　ここが混雑した神社の境内でなかったら、正面から思い切り抱きしめて、キスの雨を降らせていただろう。


　そおや。初詣も済ませたことやし、とっとと帰ろう。


　帰ったらすぐに、抱きしめてキスしよう。


　両親がいる実家では、さすがに体を重ねることはできないが、二階の自室でならキスぐらいできる。


　それから、もう何回言うたかわからんぐらい何べんも言うたけど、好きやて言おう。


　何度言葉にしても、胸に根付いたこの気持ちは伝えきれないような気がした。


　出会ってから四年。


　藤崎への想いは薄れるどころか、日を追うごとに深く、大きくなっている。


「洋介？　どないしたん？」


　いきなり足を速めた洋介を、藤崎が不思議そうに見上げる。


「何でもない。早よ帰ろう」


　答えつつも、洋介の足は緩まない。


「え、何で？　俺、出店とか見たいんやけど」


「出店は明日も出る。明日も来たらええ」


「明日もって……」


「ええからええから」


　藤崎の肩を抱いたまま先を急ごうとすると、くいとコートの袖を引かれた。


「洋介は？」


「俺？」


「洋介の願いごとは何？」


　ほんの少しだけ不安そうに見上げてくる藤崎に、洋介は目許を緩めた。


「俺も、おまえと同じや」


「同じ？」


　そおや、と頷いて、洋介は足を止めた。境内の端まで来ていたので、比較的人通りが少ない。通行の邪魔にならない場所であることを幸いに、再び背を屈めて貝殻のような小さな耳に唇を寄せる。


　そして、藤崎にも一足先に春が来ればいいと願いながら、そっと囁いた。


「大地と、ずっと一緒にいられますように」


　普段よりも幾分か低く甘い声に、藤崎はくすぐったそうに笑った。


「それが、洋介の願いごと？」


「せや。俺の願いごとは、それだけ」


「ほんまに？」


「ほんまや」


　即答すると、藤崎はまた笑った。丸い頬とツンと尖った鼻の頭が、瞬く間にピンク色に染まる。その鮮やかな色の変化が、寒さのせいだけではないことは明白だ。


「俺の願いごとと同じやな」


「同じや。せやからな」


　早よ帰ってキスしよう。


　小声で言うと、藤崎は頬を染めたまま、こくりと頷いた。


「うん。キスしよ」


　率直な返事に、洋介は知らず知らず微笑んだ。藤崎の肩を抱いていた腕をほどき、もう一度手をつなぐ。


　互いに共犯者の笑みをかわしてから、二人は歩き出した。


　もちろん、早足で。













光の地図



キスの温度２
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